
    
      スレイヤーズすまっしゅ。４

蘇る王



神坂　一













富士見ファンタジア文庫



    

  
    
      本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



    

  
    
      

口絵・本文イラスト　あらいずみるい



    

  
    
      　目　次



呪われし聖者カースド・オラクル

其そ処こにある真実　

蘇よみがえる王

追つい撃げき！　ドールマスター

戦せん慄りつの井い戸ど端ばた会かい議ぎ

スレイヤーズすまっしゅ。

護衛をするは我にあり



　あとがき




    

  
    
      
        呪われし聖者カースド・オラクル



      

    

  
    
      

　会場の熱気は最高潮に達していた。

『みんなー！　今日は、来てくれて、本当にありがとー！』

　風の魔ま術じゆつで増ぞう幅ふくされた声が、広い屋内に響ひびき渡わたる。

　ステージ上には少女が一人。花を想おもわせる白いドレスにゆるくウエーブのかかったふわふわ金髪ブロンド。

　としはあたしとほぼ同じ。手にしたスティックの先に大きな宝石の護符ジユエルズ・アミユレツト。それが、声を増幅する魔法の道具マジツクアイテムなのだろう。

　彼女はスティックを口もとにかかげて声をはり上げる。

『ホットな説法トークもこれでラスト！　それじゃあ聞いてください！　あたしの新賛美歌しんきよく、ポップ・Ｎ☆スィーフィード！』

『ＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！』

　会場に集まった信者たちが右手を突つき上げ雄お叫たけびを上げる。

　信者──というのはたとえでも間ま違ちがいでもない。

　なにしろここは神サマ──赤の竜神フレアドラゴンスィーフィードを祀まつる神しん殿でんなのだから。

　大きなスィーフィード神殿のある街、セダム・シティ。

　あてのない旅の道すがら、この街にある魔ま道どう士し協会を訪おとずれたあたしが頼たのまれたのは、神殿に行き、ステージの上にいる彼女──ロレアルに協力することだった。

　依い頼らいの中身はいまいちはっきりしないのだが、破格の報ほう酬しゆうを示されて、魔道士協会とスィーフィード教会の仲に亀き裂れつが入りかねない事件、とまで言われては、さすがに断るわけにはいかない。

　紹しよう介かい状じようを渡されて、午前中のこの時間なら神殿で説法トークしているはず、と送り出され、足を運べばこの通り。

　大理石作りの荘そう厳ごんな礼拝堂の中、コンサートの真っ最中だった、というわけである。

　……ええっと……これって……？

　振ふり付けに合わせて歌われるのは、神を讃たたえつつ年とし頃ごろの女の子の甘あま酸ずっぱい想いを織り込んだアップテンポの曲。

　観客席からステージに向かって舞まい散るテープと花のようなものは、教典の写しを帯状の布に書いた護教帯と、紙にくるんだお布ふ施せの雨。

　……宗教……活動……？

　やがて賛美歌と賞する歌が終わると、ロレアルは肩かたで息をつきながら、

『それじゃあみんな！　また来週の説法トークの時間にねっ！』

『おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！　ロ・レ・アル！　ロ・レ・アル！』

　信者たちのコールを全身に浴びながら、彼女は舞うように身をひるがえし、ステージ奥おく、カーテンの向こうへと去って行く。

『本日の説法トークは終しゆう了りようしました。またのお越こしをお待ちしています。なお、ご喜捨と懺ざん悔げはいつでも受け付けておりますので──』

　どこからともなく説法トーク終了を告げる事務的な調子のアナウンスが流れてくるが、信者たちの興奮はとうてい冷める様子もない。

　そんな熱気の中をかきわけて、あたしは楽屋裏……じゃない、神殿の奥に向かって歩みを進めたのだった──



「あなたが魔道士協会からの？」

　神殿奥の控ひかえ室。ロレアルのそばに佇たたずんだ初老の男は、あたしのさし出した紹介状にざっと目を通してから言った。

「なるほど。リナ＝インバースさん……ですか。

　申し遅おくれました。私はここの神官長をやっております、ウィルソンです。

　そしてこちらが──」

　と、そばのイスに座すわるロレアルを指して、

「うちの看板女性神官、ロレアル＝リッタです」

「……看板……？」

　眉まゆをひそめるあたしに、神官長は笑顔で、

「ああ。よそではあまりこういう言い回しはしないようですね。

　うちの神殿で、信者さんたちからの評判が一番良い説法トークをする、という意味です」

「説法トーク──っていうと、さっきのコンサートみたいな……」

「説法トークです」

　変わらぬ笑顔できっぱり言い放つ。

「説法トーク──教えを説く、というと堅かた苦くるしい印象がありますが、大事なのは教えの本質であって、形式ではありません。

　そもそも我々の教義は、音楽や娯ご楽らくを否定するものではありません。

　ならば、宗教性と娯楽性とを合わせることで、より広い層へと訴うつたえかけ、信者を獲かく得とくしてはどうか、と始めたのが、このスター説法トーク制度です。

　音楽、踊おどり、演出、説法トーク。それらを駆く使しして信者さんの心をキャッチ！

　思惑おもわくは当たって信者さんも倍増！　噂うわさを聞いて離はなれた街からも説法トークに訪れる方もいるほどの成果を上げているのですよ！」

　アリなのか。それは。

「……な……なるほど……」

　いろいろ疑問をおぼえつつも、あたしはいちおーあいづちをうつ。

「貴方あなたにお願いしたいことは、このロレアルに同行してある場所に赴おもむき、あるものを彼女に取らせることです。

　いいですか。貴方が取るのではなく、必ず、ロレアルに取らせてください」

「それはかまいませんけど……ある場所、というのは？」

「案内、します」

　説明がはじまってもいないうちに、言って立ち上がったのは、当のロレアルだった。

　その顔には、ありありと浮うかぶ焦あせりの色。

「できれば、今すぐにでも、出発したいんですけど。

　くわしいことは、途と中ちゆうで話します」

　まだ幼さの残る声にも切せつ迫ぱくの響き。

「──しかしロレアル──」

「時間が、ないんです！」

　困こん惑わくする神官長のことばを遮さえぎった彼女の声は、もはや悲鳴に近かった。

「こうやっているうちにも──どんどん──」

　ことばを詰つまらせ奥歯を噛かみしめる。瞳ひとみがわずかにうるんでいるのは、あたしの見み間ま違ちがいではないはずだった。

　……これはどーやら、本気で急ぎのようである。ならば。

「──こっちはオッケーよ」

　あたしは言ってうなずいた。

「そっちの準備が必要ないのなら、今すぐにでも出られるけど？」

「──ありがとうございます！」

　ロレアルは声をはずませ、神官長にすがるようなまなざしを向ける。

　こうなると、神官長も首を横に振る理由はない。多少心配顔ながら、

「……わかった。ではリナさん、早さつ速そくですがお願いできるだろうか？」

「りょーかい」

「じゃあ、こっちです！」

　応こたえると同時にロレアルは、あたしの手を引き歩き出す。

　逆らわずついて行きながら、

「で、どこへ？」

「街はずれにあるランサス山。当教会が所有する山にして──聖なる槍やりの眠ねむる地です」

　まっすぐに行く手を見つめたまま、彼女は答えたのだった。



　渓けい谷こくを吹ふき渡る風の音は、女の悲鳴を想わせて。

　山へと続く道はただ、渓谷をまたいで渡る吊つり橋一本。

　橋の先には、重く閉とざされた門と、武装した神官が二人。

　──神殿を裏口から出たあたしたちは街を抜ぬけて、山道に入った。

　それからさほども行かぬうち、思ったよりも近いところにその山はあった。

　深く切り立った渓谷には、人の手が加わった跡あとがある。つまり陸の孤こ島とうのようなこの地形は、作り出されたものなのだ。

「ロレアルと、同行者です。神官長から、話はあったと思います」

　橋を渡って、彼女が門番の神官二人に告げると、

「ご苦労様です」

「お気をつけて」

　神官たちはあいさつの後、カギを外して門もん扉ぴに手をかける。

　……ぎ……きぃぃぃぃ……

　きしみを立てて扉とびらが開いたその先には、雑草に半ば埋うもれた山道が続いていた。

　あたしとロレアルは顔を見合わせ、うなずくと、門の先へと踏ふみ入った。

　草を踏み分け、背後に門の閉まる音を聞いてから──

「──そろそろ事情を説明してくれてもいいんじゃない？」

　あたしは数歩先を行くロレアルに話をうながした。

　出かける前、くわしいことは途中で話すと彼女は言ったが、神殿を出たそのあとも、街の中では話しにくいからと、彼女は何も説明していない。

　山に入って道なりに進むとほこらがあり、そこに槍があることとか、聖なる槍の由来とかは聞かされたのだが、由来の方はぶっちゃけどこにでもある伝承、という以上の印象は受けなかった。

「……そう、ですね」

　彼女は迷いを見せながら、髪かみを右手でかき上げて、

「あたしは、ごらんになった通り、信者さんたちの前で、説法トークをしているんですけど……

　信者さんたちの中には、教えよりも、あたしの方に、その、なんていうか、興味を持つ人もいて」

　いや、あたしが見た限り、さっき説法トークに来てたのはむしろそっちのタイプばっかしだった気がするぞ。

　そもそもアレはほんとーに、スィーフィードの教えをひろめる役に立っているのか？

　ツッコミを入れたいところをぐっとがまんし、あたしはだまって話を聞く。

「そんな方たちの中には、交際して欲ほしい、って言ってくる人もいるんですけど、さすがに、そんなわけにはいかなくって。

　お断り、しているんですけど、それで気を悪くする人とかもいて」

「いるわよねー、時々。そーゆー奴やつ」

　あいづちに、彼女はちらりと一いつ瞬しゆんあたしに目をやり、やや言いづらそうに、

「……そんな一人に、この街の、魔道士協会に所属する男の人がいて。

　その人が、あたしに呪のろいをかけたんです」

「。」

　思わず小さく呻うめくあたし。

　……なるほど……魔道士協会にとっては身内の不始末。それで、教会の仲に亀裂が入りかねない事件、ということか……

　女のあたしが高額で依い頼らいされたのも、うっかり護衛に男を選ぶと、また同じようなことが起こるかも、という懸け念ねんあってのことなのだろう。

「そ……そーゆーことだったのね……

　で、その呪いってのは一体どんななの？」

「──」

　彼女は何かに耐たえるかのように、くしゃりっ、と頭を掻かいて、

「……呪いをかけた人は、自分から、自じ慢まんそうに、全部を話したそうです。

　あたしに、魔ま王おう、赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥの力を借りた、呪いをかけた、って」

「──魔王の──!?」

　あたしは思わず声を上げていた。

　赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥ。

　伝説によると、遠い遠い昔、この世界の存亡を賭かけ、赤の竜神フレアドラゴンスィーフィードと死し闘とうをくりひろげた存在。

　──神や魔王が実在していたかどうかはさておき、そう呼ばれるにふさわしい、大きな力の源が在ることだけはまぎれもない事実。

　現に、あたしの使う攻こう撃げき魔ま術じゆつ、竜破斬ドラグ・スレイブは魔王の力を借りたものなのだから。

　そんなものの力を借りた呪いとなれば、どれほど強力なものなのか──

　わずかにうつむき、先を行くロレアルの表情は、あたしからは見えない。

「……その人には当然、魔ま道どう士し協会がきびしい罰ばつを与あたえたらしいんですけど……

　あたしたちは、神官長さんの指示のもと、呪いを解こうとしました。でも……」

　そこで彼女はことばを詰まらせた。

　むろん、聞かなくてもその先はわかりきっている。呪いが解けていたならば、あたしがここにいる必要もなかったはず。

　彼女は続ける。

「……今は、祝福の儀ぎ式しきを行って、神のご加護で、呪いの進行を遅おくらせているんです。

　けど……神の御み力ちからが、いちばん強く働く明け方はいいとして、時間がたつにつれて、呪いの力がどんどん、強く、なってきて……」

　彼女は声をふるわせて、両手で自分の頭を抱かかえた。

　ウェーブのかかった髪が、白い指にからみつく。

「落ち着いて、ロレアル」

　あたしは彼女に駆かけ寄ると、ふるえる肩かたを抱だきしめて、

「なんとかする方法はあったんでしょ？　だからあたしが呼ばれて、この山に来た」

「……そ……そう……でした……」

　彼女は多少息を乱しつつ、

「……巫み女こ、というか、女性神官は、神しん託たく、というのを授さずかることがあります。

　いつ、どこで、どんなふうに下るかもわかりませんし、必ず役に立つ内容、というわけでもないんですけど、それによって告げられたことは間ま違ちがいのない、真実。

　そして、今回、その神託があったんです。

　ランサスの山に行って、あたしが、直接、聖なる槍を取れば良い、と」

「なるほど。──ところでロレアル、ちょっとストップ」

「──え？」

　あたしは彼女に待ったをかけた。

　山道の続く先、灌かん木ぼくが茂しげって視界を遮っているあたりに、こちらをうかがう気配が二つ三つ。

　人のもの、ではない。殺気や敵意のたぐいはなく、ただ、こちらを倒たおそうという意思だけが在ある。

「たぶん野犬かオオカミだと──」

「気をつけて、ください！」

　こちらのセリフ途と中ちゆうでロレアルは顔色を変え、あわててあたしの後ろに下がる。

　──ま、ふつーの人にとっては、野生動物もじゅーぶんコワい相手。ロレアルがおびえるのも無理はない。

　だがこのあたし、リナ＝インバースにとっては、よほどナメてかかりでもしない限りは問題のない相手。

　大きな音のする攻こう撃げき呪じゆ文もんでおどしてやれば、さっさと退散するだろう。

　早速呪文を唱えるあたし。ロレアルは、あたしの後ろで、

「たぶん、あれは──！」

　彼女のことばを最後まで待たず。

　がさりっ、と、しげみを揺ゆらし、三つの影かげが姿を見せた。

　──たしかにそれは、オオカミではあった。

　だがしかし。

　全身の毛はところどころ抜け落ちて、下からのぞいているのは、青黒く変色してかわいた肌はだ。両の目は、眼球のない、ぽっかりと開いた二つの黒。

　──すでに死したるものアンデツド──！

　ゾンビ──いや、むしろミイラか。どっちにしても変わりはないっ！

　その姿を確かめると同時に、あたしは迷わず、唱えた呪文を解き放つ！

「振動弾ダム・ブラスっ！」

　相手がただの獣けものならおどしに使うつもりだったが、感情のないこいつらにそれは通用しない！　あたしは即そく座ざに狙ねらいを変えて、三匹びきのうち一匹に直ちよく撃げきさせる！



　ごがあぁっ！



　一撃に相手は砕くだけ散り、乾かわいた土くれのようなかけらとなって大地に散らばる。

　質感からすると、ゾンビではなくミイラの方か。

　だがなにゆえ、聖地のはずのこんなところにアンデッドがいるのか。

「──何なのよこれ!?」

「番犬がわりです！」

　あたしのぼやきに、答えは即座にロレアルから返ってきた。

「ここは、聖なる山ですから！　一いつ般ぱんの人が入らないよう、ガケと門を作って、アンデッドの動物を放したそうです！」

　聖地にアンデッドて。むしろそれは聖地を汚けがしてる気がするが──そんなことより。

「番犬なら、神しん殿でんの人たちは襲おそわないようになってるはずでしょ!?」

　ミイラオオカミとにらみあいながら問うあたしに、ロレアルの答えは、

「神殿の、古い文ぶん献けんには、こうあります！」

「何て!?」

「『そこまで考えてなかった』と！」

　文献役に立たねぇぇぇぇっ！

　というかコレやらかした奴出て来い！　即座に！　正座しろ！

　あたしが口の中で次の呪文を唱えはじめるとともに、残る二匹のミイラオオカミが地を蹴けった！

　その時！

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　あたりに響ひびいた声は、しかしあたしのものではなかった！

　ミイラオオカミたちのななめ後ろから、陽光にきらめき飛び来る冷気の矢、その数ざっと十数本！　狙いはミイラオオカミだが、飛び来る先にはあたしたちもいるという、実にはためーわくな軌道コース！

　あたしは退って距きよ離りを取りつつ、なんとか呪文を完成させる！

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　あたしも術をぶっ放し、向かい来る方の氷の矢フリーズ・アローを避よけ横に跳とぶ！

「ちょっ──!?」

　後ろの方でロレアルの焦あせりの声が聞こえたけれど──まあ、がんばってよけるよーに！

　飛んできた冷気の矢のうち一発が、ミイラオオカミの片方を直撃！　その場で大地に縫ぬい止める！

　残る一匹があわてて身をかわそうとするが、むしろ体勢を崩くずしただけ。そこに正面からあたしの放った方が直撃した！

　こききかきぃぃん！

　あたりに氷の華はなが咲さき、ミイラオオカミは片づいた。肩かた越ごしにふり向き見れば、ロレアルも無事のようである。

　だがしかし。安心してはいられない。

　あたしには聞きおぼえがあったのだ。こちらより先に術をぶっ放した声に。

　そして、予想した通り──

「ほーっほっほっほ！　ずいぶん苦労しているようねリナ＝インバースっ！」

　延びゆく道の続く先。並ぶ木立の向こうから、鼓こ膜まくを貫つらぬく笑いとともに姿を現す黒い影！

　長い黒くろ髪かみ黒マント、トゲトゲつきのショルダーガードに首からドクロのネックレス！　むやみに露ろ出しゆつの多い服！

　笑うなしゃべるな服を着ろ！　自じ称しようあたしのライバルこと、残念特盛り白蛇サーペントのナーガ！

　現れたのは彼女だけではない。ナーガのそばにつきそうように、もう一人。

「マーレーンさん!?」

　声を上げたのはロレアルだった。

　明るい栗くり色いろの長い髪かみ。あたしよりやや歳上だろうか。なかなかの美人だが、特筆すべきはその服装。

　山歩きには不似合いな、白を基調にした、装そう飾しよくの多い華やかなドレス。

　そのデザインラインはロレアルが身に纏まとうものとよく似ていた。

　ならおそらくは、同じ神殿の人間なのだろう。

「あら。大だい丈じよう夫ぶでした？　ロレアルさん」

　マーレーンと呼ばれた女は、からかうような調子でロレアルに問いかける。

「あなたが山へ行ったと聞いて、少しでもお手伝いできるかと思って、こうして駆けつけたんですのよ？

　あ、ちなみにこちらはナーガさん。以前ちょっとしたご縁えんで知り合った方で、今回はお手伝いをお願いしましたの」

　紹しよう介かいに、ナーガは大きく胸を張り、

「ふっ！　そういうことよ！　このわたしが手を貸す以上、もう心配はいらないわっ！

　ほーっほっほっほ！」

　しかしロレアルの視線は、ナーガではなくマーレーンだけを見つめている。

「……ありがとう、マーレーン。気持ちはすごく、うれしい。

　けど、どうやって、ここまで来たの？　神官長さまのお許しは、もらった？」

　セリフだけなら感謝だが、ロレアルの声と瞳ひとみには敵意と警けい戒かい。

「友人を助けに行くのに、わざわざ許可を得る必要なんてありませんでしょう？

　ここへ来るのは簡単でしたわ。こちらのナーガさんが空を飛ぶ呪文で、渓けい谷こくを飛び越こえてくださったの」

　と、対するマーレーンの声にもトゲがちらほら。

　……この二人、どうやら、あまり仲良しというわけではなさそうである。

「けど、これは、あたしがやらなくちゃあならないことだから」

「わかってますわ。

　だ・か・ら。私がするのはあくまでもお・手・つ・だ・い」

　目の笑っていない笑え顔がおのままで、二人はことばをかわし合う。

「……あのー……」

　とまどうあたしのつぶやきに、ロレアルはようやくマーレーンから視線を外し、満面の笑みをこちらに向けて、

「あ、リナさん、彼女、同じ神殿の、マーレーンさん。

　ちょっと前までは、あたしより、説法トークの人気があったんですよ」

　ぴぴぴくっ！

　説明に、マーレーンの額に青スジが浮うかぶ。

　そりゃあそうだろう。ロレアルは、今は自分の方が人気がある、と言ったのだから。

　対するマーレーンは、引きつった笑みを無理矢理浮かべて、

「けど人気が出すぎるのも大変ですわよね。

　おかしな男に好かれて、おかしな呪のろいをかけられてしまうなんて」

「……それは、言わないで」

　呻うめくロレアルの制止を、しかしマーレーンは無視して、

「あなた、このまま呪いが進むと──」

「言わないでって──！」

　かまわず冷たく言い放つ。

「アフロヘアになるんでしょ？」

　……し……ん……

　完全な静せい寂じやくが、刹せつ那なあたりを支配して──

「いやあぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」

　ロレアルの絶ぜつ叫きようがその沈ちん黙もくをうち砕く。

　頭を抱かかえる手の指に、きついウェーブがかかった髪がまとわりついていた。

　……って……

　え？　アフロ？

「……あの……ロレアル？　アフロヘアって……」

「いやぁぁぁぁぁっ！　そのことばは聞きたくないぃぃぃぃぃっ！」

　おずおずと問えば彼女はますますのたうち回り──

「そう。アフロヘア」

　腕うでを組み、冷たい口調で言い放ったのはマーレーンだった。

「あなたの思うとおり。ちりっちりもこもこのアフロヘア」

「いぃやぁぁぁ！」

　マーレーンが何か言うたびに、ロレアルが絶叫するが──それはさておき。



    

  
    
      「リナさん、とおっしゃいましたね？　ひょっとしてロレアルから聞いていらっしゃらないんですか？

　ロレアルの説法トークに入れ込んだ一人の魔ま道どう士しが──」

「あ。いや。呪いをかけられた、ってのは聞いたんだけど……

　……アフロ？」

「そう。髪がアフロになる呪い」

　──そういえば──

　ロレアルは言っていた。朝は呪いの力が弱まるが、だんだん強さを増して行く、と。

　でもって確かに彼女の髪は、説法トークの時と今とでは、あきらかにウエーブのかかり具合が強くなっている。

「そ……そんなしょぼい呪いっ!?」

「しょぼい、とは何ですか！　リナさん！　ひとごとだと思って！」

　思わずこぼしたあたしのことばに、まなじりつり上げて叫さけぶロレアル。

「あたしにとっては、大変なのっ！　夕方には、もう完全に、くるっくるの縦ロールですよ！　寝ねている間はどうなっているか、想像したくもないですよ！

　リナさんだって！　もし自分が、アフロになったら、イヤでしょ!?」

「そりゃあヤだけど……その……命にかかわる、ってことのもんでもないわけだし……」

「何言ってるんですか！　ある意味、生命に直結する問題ですよ！」

「えっ!?　アフロだと死ぬのっ!?」

「死にますっ！」

　即そく答とう。

「想像、してみてください！　ある日、あたしがアフロになって、信者さんたちに説法トークしたとしたら！

　みんな、それでも、ついてきてくれると思いますか!?」

「それは……ないわね」

　もともとそういう髪かみ型がただとか、アフロがポピュラーな地域なら別として、いきなりある日ロレアルがアフロになったら、何かのギャグだと思われるか、どん引きされるかの二つに一つ。

「でしょ!?　呪いが成じよう就じゆすれば、看板神官としてのあたしの生命は、終わりじゃないですか！」

　涙なみだを浮かべて力説するロレアル。

　確かにそーゆー意味では終わるけど。

　──なるほど。呪いをかけた魔道士が、自分から全部話したのはそういうわけか。

　呪いの内容が、髪をアフロに、という脱だつ力りよくものである以上、そうひどい罰ばつは受けないだろう。無理矢理アフロ罪で死し刑けい、などということはありえない。

　効果はおもしろいものの、彼女を精神的に追いつめて、かつ看板神官の立場から転落させることができる、という計算である。

　──その呪いをなんとかできる神しん託たくが下ったのは、完全に計算外だっただろうが。

　……しかし……遠い昔に世界の存亡を賭かけて戦った神サマと魔ま王おうも、まさか、はるかな時の流れの果てで、髪型がアフロか否いなかを巡めぐって再び自分たちの力がせめぎ合うことになろうとは、想像だにしていなかっただろう。

　大変だなぁ。神サマと魔王。

　呪いの行き着く先がアフロと聞いて、なんだか急にヤル気や緊きん迫ぱく感がガタ減りしたけど……それでもいちおーしごとはしごと。

「落ち着いて、ロレアル。要は呪いを解けば済むだけの話でしょ？

　落ち込んでても呪いは解けない。なら、前を向いて動くっきゃないでしょ？」

「……そう……ですね……」

　彼女にハッパをかけてから、次はマーレーンに、

「ところでマーレーン、あたし実は、そこのナーガとは知り合いなんだけど。

　あなたもそうだったんだ」

「え……ええ……」

　ことばを濁にごして視線をそらすマーレーン。

　対するナーガはじまんげに、

「ふっ！　少し前、彼女が近くの町まで出かけるのに、わたしを護衛に雇やとったのよっ！

　その時に腕を見込まれたというわけねっ！

　もっともっ！　途と中ちゆうでは何も起こらなかったから、このわたしの実力の片へん鱗りんさえも見せてはいないけれどねっ！

　ほーっほっほっほ！」

　……さては……

「そっかぁ……ナーガを護衛に雇ったんだ……大変だったわね……ケガとかなかった？」

　同情の口ぶりで問いかければ、マーレーンはぷるぷる体をふるわせながら、

「……その時は……あばらを三本……」

　やっぱし。

「そっか……けどまだ良かったわよ。

　もしもナーガが本気になるよーなことになってたら、たぶんそれじゃあ済まなかっただろーし。

　──ま、とにかく。

　みんなで先を急ぎましょ」

　言ってあたしは、にっこりほほえんでみせたのだった。



　山道は荒あれてはいるものの、歩けないほどでもない。

　とはいえ、日ごろ山歩きとは無む縁えんっぽいロレアルやマーレーンにとっては、けっこうキツい道のはず。

　迫せまり来るアフロの脅きよう威いに追いつめられたロレアルは先頭を切ってずんずん進んではいるのだが、マーレーンの方はちょっと前から、肩かたで息をしながらずっと小声でグチをこぼしている。

　あたしは先を行くロレアルに、肩を並べて声をかける。

「──ロレアル、飛ばしすぎ。

　焦あせるのはわかるけど、ペース配分を考えないと途中でバテるわよ」

「──けど──」

　ロレアルは、肩かた越ごしにちらりと後ろ──遅おくれているマーレーンとナーガに目をやると、声をひそめて、

「──リナさん、あの、マーレーンのことなんですけど──

　彼女たぶん、あたしが聖なる槍やりを取るのを、ジャマする気です」

「──わかってる」

　あたしもやはり小声で答えた。

　手を貸す、などと言ってはいたが、たぶん本音は全く逆。

　看板神官の座をロレアルに奪うばわれたことを恨うらんで──あるいは自分が一番人気に返り咲ざくために、呪いを成就させ、ロレアルをアフロにしようともくろんでいるのだ。

　手助けと言いつつも、ナーガなんぞを連れてきた時点で狙ねらいはミエミエである。

　たぶんナーガには、ジャマをするとは言っていないだろう。言わずとも、ナーガなら足を引っ張ってくれるとわかっているから。

　しかし狙いがわかった以上、やりようはいくらでもある。

　表面上は仲間のフリをしながらも、一行は山道を先へと進む。

　ぎすぎすとしたこの空気に気づいていないのは、おそらくナーガ一人だけ。

　先をあたしとロレアルが行き、少し離はなれてナーガと、グチるマーレーン。

　そのまましばし歩むうち。

　ぴたりっ、と足を止めたのは、あたしとナーガの二人同時。

　それに気づいてロレアルとマーレーンも立ち止まる。

　──来た──！

　気配からしてアンデッドたち。数はさっきより多いようだが、問題はそちらより、マーレーンとナーガがどう動くか。

　あたしはそっとロレアルに近づき、小声で耳うちをする。

「──どさくさにまぎれて二人を引き離して、あたしたちだけで先に行くわよ！」

「はい」

　ロレアルはきっぱりとうなずいた。

　だがマーレーンも、同じようなことを考えているはずである。どさくさにまぎれて足を引っ張ろう、と。

　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱え──

　ざっ……

　伸のびた雑草を、灌かん木ぼくのしげみを、揺ゆらしてまわりに現れたのは、五、六体のミイラオオカミ！

　刹那！

「浄化結界ホーリイ・ブレス！」

　こぅっ！

　問答無用でナーガが放った浄化の術が、ミもフタも何の盛り上がりもごたごたも一いつ切さい無しに、ミイラオオカミたちを一いつ匹ぴき残らず消しよう滅めつさせた！

「ほーっほっほっほ！」

　そして響ひびくはバカ笑い！

「相手がアンデッドだとわかっているなら、ざっとこんなものよっ！」

　腰こしに手を当て胸を張り、じまんするのに、あたしとロレアルとマーレーン、三人が口をそろえて、

『空気読めぇぇぇぇぇぇっ！』

「ぇええええええっ!?」

　非難にナーガが声を上げる。

「ちょっ……!?　なんでわたしが文句を言われるわけ!?　活かつ躍やくしたわよね今!?」

「……あー、そうね。ずーいぶんサクッと敵をやっつけたわよね」

「はいはい。活躍、しましたしました」

「……ちっ」

「なんでみんながっかり口調なのよっ!?　というか舌打ちまで!?」

　ナーガにすれば納なつ得とくできないだろうが、こっちにしてみれば、まともな行動を期待している時には暴走し、暴走を計算しているとまともに行動してくれやがるのだ。これで素す直なおに感謝できるはずもない。

　ナーガはぶつぶつ文句を言うが、かまわずに、一行は再び歩みを進める。

　しかしそれからさほども行かぬうち、またまたあたしとナーガは足を止めた。

　おしっ！　また来てくれたぞアンデッド！

「ふっ。どうやら──」

　ナーガが何やら言いかけたとたん。

　他全員の視線が彼女に突つき刺ささる！

　だがむろんっ！

「──またこのわたしの活躍する時が来たようねっ！」

　さっきの今ではあるものの、ナーガに場の空気を読めるはずなどありはしない！

　近寄りつつあるはずのアンデッドたちが姿を現すより早く、迷わずまたまた浄じよう化か呪じゆ文もんを唱えはじめて──

「危ないですわナーガさんっ！」

　げすっ！

「ぶげっ!?」

　マーレーンの放った飛びひざ蹴げりが、ナーガのうしろあたまにめり込んだ！

「グッジョブ！　マーレーン！」

　あたしは彼女にサムズ・アップを送ると、口の中で呪文を唱えはじめる！

　やがてミイラオオカミの一匹が、しげみを割って出てくると同時に──

「爆煙舞バースト・ロンドっ！」

　ちゅぼどどごどどどどっ！

　あたしは唱えた術をぶっ放す！

　無数の小さな火球をあたりにまき散らすこの術、見た目の派手さとはうらはらに、攻こう撃げき力りよくは微び々びたるもの。人に当たってもヤケドがせいぜい。枯かれ葉はだらけの秋ならともかく、青葉の多いこの季節なら山火事の心配も必要なし！

　要はただの目くらまし！　もちろんミイラオオカミたちにではなく、マーレーンとナーガに対してのものである。

「今よロレアル！」

　あたしは彼女の手を引くと、爆ばく煙えんの渦うず巻まく中をダッシュした！

　口の中で呪文を唱え、ロレアルを抱だきかかえると──

「翔封界レイ・ウイングっ！」

　高速飛行の術を発動させる！

　風の結界を身に纏まとい、空を飛ぶこの術は、高さと重量と速度の総和が術者の力量に比例する。

　ロレアルを抱かかえて重量が増えたぶんは、高度を犠ぎ牲せいに地面スレスレの低空飛行をすることでスピードを優先！

　マーレーンたちをぶっちぎるため山道を外れ、草をかき分け木々の間を強ごう引いんにすり抜ぬけ山の斜しや面めんを這はい登るように飛んでゆく！

　やがて。

「リナさん！　あれ！」

　ロレアルの上げた声に、彼女が向くのと同じ方向に目をやれば、木々の向こうに何かが見えた。

　──あそこかっ！

　あたしは軌道コースを制せい御ぎよしてそちらに向かい、適当なところで術を解除し、着地する。

　──聖なる山の中腹あたり。

　木立に隠かくれて佇たたずむは、幾いく重えにも円を描えがいて建つ大きな石柱と、その中心に建つほこらが一つ。

　ほこらの大きさは小屋くらい。しっかりとした石造りで手の込んだ彫ちよう刻こくも施ほどこされており、染みついた年月は、古びた印象よりむしろ、おごそかな空気をかもし出していた。

　見るなりロレアルは小走りで、石柱の間を抜けてほこらに駆かけ寄り、扉とびらに手を──

　かけたその瞬しゆん間かん。

　ごがんっ！

　音を立て、まわりの石柱がはじけ散る！

　──いや！

　石柱などではない！

　石の破片がはじけたあとに佇むのは、同じ数の大きなヒトガタ！

　石巨人ストーン・ゴーレム！

　余計なカケラを身に纏い、無害な石柱のフリをしていたのだ。それが今、ほこらの番人として動き出したのである！

「ちょっ……!?　これ……!?」

　動どう揺ようの色を浮うかべるロレアル。だが、こいつらがほこらの番人だというなら──

「ロレアル！」

　あたしは声をはり上げる。

「こいつらを止める方法があるはずよ！　何かほこらを開ける時の注意、神官長から聞いてない!?」

「──そういえば──聞いています！」

　問いかけに、彼女は我に返ると、詠うたうように朗々とことばを紡つむぐ！

「──我は神の子──我はセダムの子──我は秩ちつ序じよを守りし子──遠き誓約に従いて聖なる槍を求めし子──」

　盟約のことばは風に乗り、ゴーレムたちのもとへと届く。

　彼女は大きく息をつき、あたしに目をやると、

「これを、必ずほこらの扉に手をかける前に言うように、と！」

「遅おそいわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ゴーレムたちが動きだす。盟約のことばを言う前にほこらの扉に手をかけたロレアルを、聖地を荒あらす敵とみなして。

「リリリリナさんっ！」

「ほこらをタテにしながら逃にげて！」

　あたしは叫さけんだ。

　ほこらを守るゴーレムなら、とーぜんほこらを壊こわさないようになっているはず。

　しかし数が数である。ロレアルもそういつまでも逃げきれるわけはない。普ふ通つうに考えれば、あたしが攻こう撃げき呪じゆ文もんでゴーレムたちを全ぜん滅めつさせるよりも、ロレアルが追いつめられる方が早いだろう。

　──いや、こういうテがあるか！

　あたしはいそぎ、口の中で呪文を唱える！

　その間にもゴーレムたちはロレアルに殺さつ到とうし、巨きよ大だいな腕うでをふり上げる！　彼女はあわててほこらの横へとまわり込むが、そこでも別のゴーレムが、腕を大きくふり上げている！

　唸うなりを上げた剛ごう腕わんが──

「振動弾ダム・ブラスっ！」

　ごがぁっ！

　攻撃呪文の一撃を受けて砕くだけ散る！

　あたしの放ったものではない。となればとーぜん──

「ほーっほっほっほ！　どうやら間に合ったみたいねっ！」

　響くのは、耳にきびしいバカ笑い！　山道から姿を現したのは、ナーガと、そして、肩かたで息するマーレーンの二人！

　いろいろ思うところはあるが、今の一撃だけは助かった！

　ロレアルに攻撃しようとしていたゴーレムは腕を砕かれ──しかし今度は別の一体が彼女を狙ねらう！

　だがここで、あたしの呪じゆ文もんが完成した！

　迷わずそれを解き放つ！

「振動弾ダム・ブラスっ！」

　──むろんこれで、ゴーレムを一体砕いたところで状じよう況きようは何も変わらない。

　だが。

　ごがぁっ！

　音を立て、砕け散ったのはほこらの扉！

　そう！　あたしが狙ったのはゴーレムではなくこっちの方！

　ほこらに害を与あたえたあたしを敵とみなし、ロレアルに向かっていたゴーレムたちの大半が、ぞろぞろとあたしの方に向かって来る！

　むろんいまだ彼女の方を狙う奴やつも何体かいるが、その数は大きく減った！

　ならばチャンスは今！

「ロレアル！」

　あたしは彼女に呼びかける！

「扉は壊した！　今よ！　槍やりを！」

　あたしの壊した扉の奥おく──薄うす暗ぐらいほこらの中には、壁かべにかかった銀色の槍が見て取れる。

「──は、はい！」

　ロレアルは動揺でよたつきながらも、ほこらの正面にまわり込み──

「ナーガさん！」

　それを見て取り、焦あせりの声を上げるマーレーン！

　彼女としてはなんとしてもロレアルのジャマをしたいはず！　しかし妨ぼう害がいしろとは言えない！　言えば自分が悪者になり、ナーガはただ混乱するだけ！

　しかもほこらとは距きよ離りがある！　ならばどうするマーレーン！

　彼女は叫ぶ。ナーガに向かって。

「あなたの実力を見込んで！　あのゴーレムたちを一いち網もう打だ尽じんにできるような、派手な術をお願いしますっ！」

「ふっ！　まかせてっ！」

　応こたえて呪文を唱えはじめるナーガ！

　しまったそう来たかっ！　ナーガを調子に乗せてけしかけ、ロレアルとあたしも吹ふっ飛とばす気か！

　ナーガが応えて唱えはじめたのは、無差別広こう範はん囲い型の攻撃呪文！　身をかわすのはむずかしい！

　──させるかっ！

　あたしはナーガを止めるべく、呪文を唱えつつ地を蹴って──

　だがその前に、一体のゴーレムが割って入る！

　──えぇいっ！　ジャマなっ！

　まわり込むべく方向転てん換かん！

　視界の片かた隅すみには、ほこらに駆け込んだロレアルが、壁から槍をひっぺがすのが見えていた。

　彼女は満面の笑えみを浮かべると、槍を手にしてほこらから駆け出し──

　──そこで。

　ナーガの呪文が完成した！　まずいっ！

　当たらないことを祈いのりつつ、あたしが身を伏ふせると同時に。



    

  
    
      「地霊咆雷陣アーク・ブラスっ！」



　ばぢっ！



　天と地を、無数の雷かみなりが繋つなぎ貫つらぬく！

　広範囲にわたって雷を降らせる術である。とはいえ雷の威い力りよくは小さく、直ちよく撃げきしてもふつーは気絶する程度。

　──意識があったということは、身を伏せたおかげか幸運か、あたしには当たらなかったようである。

　ゆえにあたしは、すべてを見た。

　雷らい撃げきがゴーレムたちを打ちすえるのを。スキップしそうないきおいで、うれしそーにほこらから出てきたロレアルの、手にした金属槍に雷が落ちまくるのを。

　びくんっ！　と大きく体をふるわせ、ぺてりっ、とその場に倒たおれるロレアル。

　一方、威力の小さいこんな術が、がんじょうさとパワーが売りのゴーレムに効くはずもない。

　と、思いきや──

　意外や意外。雷撃を受けたゴーレムたちは、次々とその場に倒れて動かなくなる。

　──そうか。

　この地霊咆雷陣アーク・ブラスという術、風の精せい霊れいと大地の精霊、二つの力を借りて組み合わせたもの。

　ゆえに、そこから生まれた雷撃は、ゴーレムを動かす大地の精霊に干かん渉しようし、作動不良を引き起こしたのだろう。

　……まあ……ナーガがそこまで考えていたかどうかは怪あやしいが。

　ゴーレムが止まったのはいいとして──

「ロレアル！」

　あたしは身を起こすと、倒れた彼女に駆け寄って──

「──うそ……」

　そのかたわらで立ちつくす。

　ナーガとマーレーン、二人もこちらへ駆け寄ると、

「そん……な……!?」

　マーレーンが漏もらす驚きよう愕がくの声。

　槍を持ったまま、倒れ伏し、気を失ったロレアルは──

　サラッサラのストレートヘアになっていたのだった。

　神しん託たくは、ここに成じよう就じゆした。



　野菜と薄うす切ぎりポークのセサミドレッシングサラダ。オニオンポタージュにベーコンエッグ。パイに蒸し鶏どり、焼きたてパンにチーズが各種。

　そんな軽めの朝食をとりながら。

「──けど──」

　テーブルの向かいでナーガがつぶやいた。

　事件の翌朝。宿の一階にある食堂でのことである。

　ロレアルは雷撃で気を失ってはいたものの、特にケガなどは一いつ切さいなし。

　髪かみもサラサラのストレートになっており、意識を取り戻もどしたあとの当人の喜びようときたら。

　──マーレーンの方は複雑な笑顔を浮うかべて、そらぞらしいお祝いのことばを述べていたが。

　たぶんナーガは、マーレーンの本心になど気づかぬままでいるのだろう。

　そのナーガはちょっとじまんげに、

「魔ま王おうの力まで借りた呪のろいって、雷の呪文で消えるものなのね。

　だとしたらっ！　このわたしの実力は魔王と互ご角かく以上ということねっ！」

「……あー……それは……」

　あたしはテーブルに身を乗り出すと、小さな声で、

「あたしもちょっと考えたんだけど……あれって実は、呪いは解けてないんじゃないかと思うのよ」

「え？　けど──」

　ナーガは小さく眉まゆをひそめる。

　たしかにロレアルの髪は、サラサラのストレートになっていた。が。

「あれって……呪いで髪がカールした方向と、雷撃で髪がカールした方向がちょうど真逆になって、まっすぐになってるだけなんじゃないか、って」

「…………」

　ナーガの眉み間けんにシワが寄る。

「いや、あのあとくわしく聞いてみたんだけど、神託では槍を取ればいい、とあっただけで、それで呪いが解ける、とは言ってないっぽいし」

「……あー……」

　ナーガは複雑な顔で呻うめくと視線をそらす。

　もしもあたしの仮説が正しかったなら、ロレアルの髪は潜せん在ざい的アフロ。髪の毛に何かおかしな刺し激げきが加われば、一気にアフロ化、という可能性も考えられた。

「……考えないことにしましょう」

　ナーガの意見に、今回ばかりはあたしも大賛成。

「……そ……そーね。それに万が一ナニカが起きたら、きっとそれこそ、こういう説法トークのしかたはよくない、っていう神サマのおぼしめし、って奴なのよ。うん」

「おぼしめし！　ナイスなフレーズよリナ！　そうそう。このわたしたちがナニカを気にする必要なんてないのよ！」

「そーゆーこと」

『あはははははははははははは。』

　二人はひとしきり声をそろえて笑ったあと──

　そそくさと朝食を済ませると、とっとと街をあとにしたのだった。

　後日、ロレアルとセダム・シティの教会がどうなったのか──

　もちろん、あたしは全然知りませんよ？



（呪われし聖者カースド・オラクル：‥おわり）



    

  
    
      
        其そ処こにある真実



      

    

  
    
      

　壁かべのメニューを眺ながめていた、あたしの視線が、ぴたりっ、と止まる。

　あてない旅の道すがら、昼ごはん時に立ち寄った町で、てきとーに目についたメシ屋に入る。

　ここまでは、いつもと変わらなかったのだが。

　壁には板きれがかけられて、店で扱あつかうメニューが書かれている。その一いち隅ぐうに──

「いらっしゃい」

　注文を取りに来た店のおばちゃんは、あたしの視線を追って、

「ああ、お客さん、今日はメロウズはないけど、かんべんしてね」

　そう。あたしがじっと見ているそこには、『メロウズはありません』の一文。

　──メロウズ──

　知らない単語ではあるが、話の流れからすると、とーぜん食べ物だろう。

「何なの？　その、メロウズ、って」

　聞けば、おばちゃんは数回まばたきをして、

「あ。アレがお目当てってわけじゃなかったのかい。じゃあ気にしないでおくれ」

　と、さらりと流す。

　むろんそんな言い方をされれば、かえって気になるのが人の情。

「あ。いやいや。どうしてもほしい、ってわけじゃなくて、ただ単純に、どんなものなのかなー、って聞いただけで」

「ああ。気にしない方がいいよ。

　ほら、くわしく聞いたせいで、かえって欲ほしくなる、なんてことがあるじゃないか」

「たしかによくあるけど……」

「けど、欲しくなったからって、無いものが出てくるわけじゃあないんだからさ。

　気にせず他のものを頼たのんだ方がいいよ。

　今の季節なら、鱒ますとポルト茸だけの白ワインソテーなんかがおすすめだよ」

「……まあ……たしかに……」

　釈しやく然ぜんとしないながらも、あたしは適当にあいづちをうつ。

　気にはなるが、おばちゃんの言う通り、無いものを出せとだだをこねても仕方ない。

　ここでの食事は軽めに済ませ、メロウズとやらは、他の店で探せばいいか。

　思ってあたしはメニューの中から、適当なものを選んで注文したのだった──



　──だがしかし──

「……どーゆーこと……？」

　食事を済ませて店を出て。

　中央通りのまん中で、あたしは呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

　山あいにあるここ、ティキートの町。大きくもなく小さくもなく、これといった特色もない。

　この規模の町にしては、人の多い中央通り。

　通りの左右には店も多く、露ろ店てんもあちらこちらに見える。

　昼どきゆえにか、通りには、いろんな食べ物のにおいが混じり合って流れていた。

　そんな通りに足を止め、あらためて見てみれば、軒のきを並べた飲食店、そのことごとくが店先で、同じ文句をうたっていたのだ。

　すなわち。

　メロウズはありません──と。

　表示の場所や大小の違ちがいはあれど、あらゆる店でその断りを出しているのは、それだけ客からの問い合わせが多いということでもある。

　どうやら町の名物らしいが……今まで立ち寄った村や町でも、この町に名物があるという噂うわさを聞いたことはなかった。

　しかしいずれにしても、である。

　名物を食べないままで去ったとあっては、戦士にして天才美少女魔ま道どう士したるこのあたし、リナ＝インバースの名がすたるっ！　戦士も魔道士も関係ないけどっ！

　さて問題は、メロウズを出す店をどうやって探すか、だが──

　などと考えていると──

「──ならもういいわよっ！　他を当たるからっ！」

　聞きおぼえのある声とともに、近くの店から飛び出したのは、見たことのある影かげ一つ！

　長い黒くろ髪かみ黒マント、トゲトゲつきのショルダーガードに首からドクロのネックレス！　むやみに露ろ出しゆつの多い服！

　もちろん今さら言うまでもない！　自じ称しようあたしのライバルこと、天然素材百パーセントの有害物質、白蛇サーペントのナーガ！

　幸い向こうはあたしには気づいていない。かかわりあいにならないうちに──

　……待てよ。

「ナーガ！　何やってんのあんた、こんなところで！」

　考えを変えてあたしは呼びかける。

　彼女はこちらに気がつくと、不ふ機き嫌げんそうに髪かみをかき上げ、

「あらリナ。奇き遇ぐうね。こんな所で何をしてるのかしら？」

「たぶん、だけど──」

　と、あたしはわざと意味ありげに、

「あなたと同じね」

　言えばナーガは驚おどろいた顔で、

「じゃあ……あなたもメロウズのことを調べてるの？」

　大当たり。

　ナーガのことばと態度から、ひょっとしたら──と思ったのだが、やはりあたしの予想通り、彼女もメロウズのことを調べていたようである。

　ならばこれを利用しないテはない。

　あたしはため息をついて肩かたをすくめ、

「やー。あたしもあちこち回ってみたんだけど、置いてある店がなくて。

　そっちは？」

　さも今までずっとあちこちを当たっていたようなフリをする。

「ふっ。同じようなものよ。

　どこへ行っても、無い、無い、無い。

　旬しゆんじゃないのかと思ってくわしく聞こうとしても、話をはぐらかされるばかり」

　よしっ！　引っかかった！

　あたしは内心ガッツポーズ。

　人間、似たような境きよう遇ぐうで苦労をしている奴やつを見ると、ついつい自分の苦労話をしたくなるもの。

　つまり似た苦労をしたフリをすることで、こっちは楽して情報をゲットする作戦なのであるっ！

　そんなことには気づきもせずに、ナーガはうんざりと先を続ける。

「あるかないか、どころか、そもそもメロウズが野菜か肉か料理の名前か、それさえ教えてくれないのよ」

　──何それ？

　口もとまで出かかったことばを、あたしはあやういところで呑のみ込んだ。

　メロウズがどんなものかさえ教えてくれない、って……

　たぶんナーガのことだから、店の人と会話にならなかったのだろうが……どんだけ調査能力がないのか。おまいは。

「で、リナ、そっちは？」

「あー。こっちはいくつかの店を回って、置いてないことがわかっただけ。

　メロウズがどんなものなのか、ってところまでは聞いてないわねー」

　てきとーにごまかせば──

「ほーっほっほっほ！　笑わせてくれるわねリナ＝インバースっ！」

　と、ナーガはバカ笑いを上げながら、完全にこっちを見下しきったまなざしで、

「自分がどんなものを探しているかもわからずに店を回っていたわけ!?

　どれだけ調査能力低いのよ!?　子供でももうちょっとマシな聞き込みをするわよっ！」

　……むかっ。

「ほほぉう……言ってくれるわね。メロウズが何なのかも調べられなかった人が」

　調査能力のない奴に、お前は調査能力がない、とバカにされるのはめちゃめちゃ腹が立つ。

「ふっ。調べようという発想すらできなかったあなたに言われたくはないわね」

　とナーガ。

　むろんあたしは、実際には何も調べていないのだが、今さらそうとも言い出せない。

　ならこの状じよう況きようで、ナーガの鼻をあかす方法はただ一つ。

「いいわ。

　じゃあナーガ、いっしょについて来て！

　メロウズが何か、ってことくらい、あたしがあっさり聞き出してみせるからっ！」

「ふっ！　面おも白しろいわね！　それじゃあお手並み拝見させてもらおうかしらっ！」

　二人の視線が火花を散らし──

　かくてあたしとナーガとは、メロウズのことを調べる流れになったのだった。



　──が。

「……うそでしょ……」

　それからどれくらい経っただろうか。

　あたしとナーガの二人は、疲つかれた表情を隠かくそうともせず、中央通りに佇たたずんでいた。

「ね……うそみたいでしょ……」

　と、あまりの無む収しゆう穫かくっぷりに、同行していただけのナーガの顔にも疲れの色。

　まさか──さんざん聞き込みをしてもなお、本当に、メロウズが何なのかもわからないとは。

　どこに行っても表には、メロウズはありません、の文字。

　季節外れのものなのかと聞けば、そういうわけでもないけれど、いつ入るかはわからない、との答え。

　どんなものなのかと問えば、ないものの話をしても仕方ない、と返ってくる。

　あれこれいろんな聞き方をしても、のらりくらりとかわされるばかり。

　むろん聞き込んだ相手は飲食店の人ばかりではない。

　露店のおっちゃん、通行人。通りすがりの子供から、魚屋八や百お屋や、肉屋果物くだもの屋や。町の古老っぽいおじーちゃん。

　しかし収穫は全くなし。

『知らない』『何それ』『私この町の人間じゃないので』『メロウズはきみたち一人一人の心の中に生きている』『ヨーコさんメシはまだですかいのぅ』

　などなどと、返ってきた答えには手がかりらしきものはなし。

「さすがに変だと思わない？　リナ」

「……変よね。どう考えても」

　と、あたし。

「となると、考えられるのは一つよっ！」

　ナーガは、びしぃっ！　と指を一本立てて、

「メロウズを独どく占せんしようとする何者かが、町の人たちに圧力をかけているのよっ！」

「ありえない──

　……とは、言えないわね」

　おいしいものを食べたいと思うのは、人ならばとーぜんのこと。

　しかし残念ながら人間の中には、『おいしいものをいっぱい食べたい』というだけではあきたらず、『なおかつ他人には渡わたしたくない』と、めーわくな考え方をする奴もいる。

　そーゆー奴が金と権力を持ち合わせていた場合、町の名物を買い占しめて、住民たちに口止めをする、くらいのことはやりかねない。

　ならば。

「やりかたを変えるしかないわね」

「何か手があるの？　リナ」

「まあね」

　と、あたしは余よ裕ゆうの笑えみ。

「名物が店に回って来ないなら、町の人たちも困ってるはずよ。

　事情を話してくれたら、問題を解決して店にモノが回ってくるようにできるかもしれない、って持ちかければ、絶対、話をしてくれる人が出るはずよ。店にとっても得になるんだから」

「なるほど！　話の流れ次し第だいで、さらに謝礼ももらえてメロウズも食べられる、ってわけね！」

「そーゆーことっ！

　じゃあ早さつ速そくそのテで聞き込み開始よっ！」

　言ってあたしとナーガは意い気き揚よう々ようと、手近な店へと向かったのだった！



　だめでした。



「……ダメじゃないリナ……」

「……おっかしーなー……」

　またまた通りに佇んで、あたしは首をひねっていた。

　何なん軒げんかの店を回り、作戦通りに話を持ちかけてみたのだが、あたしたちが期待したような反応はなかった。

「わたしたちが女だからって、甘あまく見られているのかもしれないわね。

　話したところで、どうせ解決できないだろう、って」

　ナーガは言う。が、

「……うーん……どうもそういうのとは違ちがう気がするのよねー……

　メロウズってたぶんこの町の名物なんだろうけど、それが店に入って来ないとなると、けっこーな痛手のはずよ。

　なのに店の人たちは危機感無いし、何かを隠してたり、うそをついたりしてる感じもなかったし」

「言われてみればそんな気も──」

「──お前たち──」

　その時。

　ナーガのことばをさえぎって、低い声が耳に届いた。

　そちらの方へと目をやれば、通りに並ぶ店と店とのその間──路地と呼ぶのもはばかられるようなすき間の奥おくに、じっと佇む男が一人。

　まわりに広い鍔つばのある帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、纏まとうは年季の入ったマント。とがったあごと無ぶ精しようヒゲのせいで三十代後半か四十代にも見えるが、案外もっと若いのかもしれない。

　男は帽子の鍔の下から、鋭するどいまなざしをこちらに向けて、

「メロウズのことには深入りするな。自分が可愛かわいければ、な」

　低いつぶやきのようなその声は、喧けん噪そうあふれる通りのそばで、しかしはっきりと、あたしたちの耳に届いた。

『──え──』

　思わず立ちつくすあたしとナーガ。

　同時に男はくるりときびすを返し、去ってゆく。

　おそらく、あたしたちがメロウズのことを話しているのを耳にして、今の警告じみたことばをかけてきたのだろうが──

　それはとりもなおさず、男が何かを知っていることを意味していた。

「──ちょっ──」

「ちょっと！　待ちなさいよ！」

　あたしとナーガは我に返ると、あわててそちらに駆かけ寄って──

　がっち。

　おたがいのショルダー・ガードが路地の入り口で当たってつっかえる！

　ショルダー・ガードのせいだけではない。建物のつくりの関係で、すき間は、あたしたちのいる場所が狭せまく、男のいる奥の方が広くなっているのだ。

「ちょっと！　ジャマよリナ！」

「こっちのセリフ……って、まあいいわ！　じゃあナーガ先に行って！」

　ここで言い合いをしている場合ではない。あたしが身を引くと、ナーガは体を横向きにして、建物のすき間に身をすべり込──

「くっ……！　まいったわね。胸がジャマで通れないわ」

「あっはっはっは。殴なぐりてぇ」

　華きや奢しやで清せい楚そなスレンダーボディのあたしと違って、ナーガは脳ミソに回すぶんの栄養までが胸に行き渡っている。

　そこをムダに強調されれば、とーぜんこちらもハラが立つ。

　青スジ立てるあたしの前で、ナーガは身を引き、満面の笑みを浮うかべると、

「どうやらここはあなたの出番のようね、リナ＝インバースっ！

　だいじょうぶっ！　あなたのサイズなら絶対通れるわっ！　さあっ！」

「どやかましいぃぃぃぃぃぃっ！」

　すこぱぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！

　電光石火のスピードで、あたしがふところから抜ぬき出し、投げたスリッパが、ナーガの顔面を直ちよく撃げきした！

「ちょっ……!?　何するのよリナっ！」

　にらみつけるナーガをあたしもにらみ返して、



    

  
    
      「決まってるでしょ！　売られたケンカを買ってるだけよっ！

　攻こう撃げき呪じゆ文もんや石とかじゃなかったぶんだけマシだと思ってほしいわねっ！」

　こんなこともあろうかと、ふところであたため続けていたスリッパが役に立ったわけである。

　あたしのことばにナーガは身構え、

「なるほど……

　つまぁぁぁぁぁりっ！

　ここで決着をつけよう、ってことね!?」

「あたしはそれでもかまわないわよ」

　言って、じりっ、と間合いを取り──

「──って、そーじゃなくてっ！」

　我に返ったあたしが目をやったその時には。

　時すでに遅おそく、男の姿は完全に消えていた。

「……あー……逃にがした……」

　肩かたを落とすあたしに、ナーガは白い目を向けて、

「ふっ。あなたがさっさと通っていればよかったものを」

「あれはあんたがケンカを──！」

「ともかくっ！」

　あたしの反論をさえぎって、ナーガは声を上げる。

「これではっきりしたわねっ！

　メロウズの独占をもくろむ誰だれかがいることがっ！

　あの男はその手先！　わたしたちをおどして手を引かせようとしているのよっ！

　つまぁぁぁりっ！

　このまま調査を続けていれば、向こうの方からやって来てくれるはずよっ！

　そこを返り討うちにしていろいろ白状させれば万ばん事じ解決よっ！

　ほーっほっほっほ！」

　そんな推測を聞きながら。

　あたしはなぜか、奇き妙みような違い和わ感をぬぐえないままでいた──



　休んでいても動いていても、時間というのは経ってゆく。

　実りがあるのかないのかよくわからない聞き込み調査をするうちにも、太陽は西にかたむきはじめていた。

　次の町まで足を延のばすなら、そろそろ出発しないと日暮れに間に合わないが、この町で宿を取って調査を続けることに、あたしもナーガも異論はなかった。

　お互たがい急ぐ旅でもないし、このまま町を発たてば、あとあとまでメロウズのことが気になり続けるのは確実だった。

　それに、聞き込みという点からも、宿を取ることには意味がある。

　旅人相手の宿というのは、一階がメシ屋で二階から上が客室になっていることが多い。

　つまり。

　とーぜん宿の人は、メロウズのことを知っているはずなのだ。

　中央通りにある宿屋の帳場で、あたしは二人部屋を宿のおっちゃんに頼たのむ。

　宿代の額を聞き、あたしは革かわ袋ぶくろから銀貨をつまみ出し──

　その手をぴたりと止めると、

「そういえば、ここだけじゃなく、あちこちにも『メロウズはありません』って出てるけど……

　なんで無いの？」

　問えばおっちゃんは苦笑いを浮かべて、

「なんで、って言われてもねぇ。無いものは無いとしか言いようがないからねぇ」

「季節モノだから入らない、とか、いろいろ理由があるでしょ？」

「それは……まあ……入って来ないモノのことを話しても仕方ないだろ？」

「……ふーん。教えてくんないんだ」

　あたしはふくれっ面つらで、取り出した銀貨をふたたび革袋にほうり込み、

「客相手にそーゆーイジワルする宿って……あんまり泊とまりたくないわねー」

「ちょ、ちょっと待っておくれって！」

　あたしのその反応に、宿のおっちゃんはあわてて待ったをかけると、

「そうじゃないんだよ。その……なんていうか……」

　気まずげな小声で、

「……正直に話したら、うちに泊まってくれるかい？」

　おしっ！　とうとう来たっ！

　あたしはナーガと視線を交かわし、小さくうなずき合った。

「正直に話せば、ね」

　言ってふたたび銀貨を取り出し、カウンターの上に置く。ただしその上に指はのせたまま。

　おっちゃんはぽりぽり頭を掻かきながら、

「……かなわないなぁ……

　あんまり体裁のよくない話なんで、お客さんには言いたくないんだけどなぁ……」

　声のトーンがますます低くなる。

　自然、あたしとナーガはよく聞こうと、カウンターに身を乗り出す。

　つられて、おっちゃんもかがみながら、

「実は──

　もともと、うちでメロウズを取り扱あつかったことは一度もないんだよ」

　……………………

『──はぁ!?』

　意外、というか、肩すかしの答えに、のけぞりハモるあたしとナーガ。

　思わずあたしの指が銀貨から離はなれ、おっちゃんは、すかさずそれを回収し、

「食事を出してると、いろんな人が『メロウズはないか？』って聞きに来るんだよ。

　忙いそがしい時はいちいち相手にしていられないから、ああやって書いてる、ってわけさ」

　と、入り口近くにある『メロウズはありません』の文字をしぐさで指す。

「──じ──じゃあ──」

　気を取り直してあたしは尋たずねる。

「そもそもメロウズって、どういうもんなわけ？　肉とか野菜とか魚とか、味とか食感は何に似てるとか……？」

「いや、それもなぁ……」

　おっちゃんは、ますます声を低くして、申し訳なさそうに、

「……やっぱり体裁が悪いんで、ここだけの話にしてほしいんだが……

　取り扱ってないから、そもそもどういうモノなのか知らないんだよ」

　むろんのこと。

　そのあきれた答えに、あたしとナーガが絶句したのは言うまでもない。



「ねえリナ、信じられる？　あの話」

　宿に部屋を取り、荷物を置いて。

　メロウズのことを探さぐるべく、ふたたび夕暮れ間近の町にくり出し、ナーガはあたしに問いかけた。

「同じ町で暮らしてて、メロウズが何かも知らないなんて」

「……普ふ通つうはありえないと思うけど……ウソをついてるようには見えなかったし……」

「そうなのよねぇ……」

　と、ナーガも吐と息いきをひとつ。

　あのおっちゃんが実はうそつき名人だ、という可能性もなくはないが……

「ともかく、聞き込みを続けるしか──」

　言いかけて、あたしは足をぴたりと止める。

　陽ひは西に大きく傾かたむき、大地には、あたしとナーガ、二人の影かげが長く伸びている。

　その影の先──暮れなずむ町の通りに佇たたずむは、鍔つば広びろ帽ぼう子しにマントの姿！

「──あんたは──！」

「『あんた』ではない」

　思わず上げたあたしの声に、男は鋭するどいまなざしをこちらに送り、

「俺の名はオックス。『探求者エクスプローラー』の一人。

　深入りするなとの忠告──お前たちには届かなかったようだな」

　そう。それは間ま違ちがいなく、さきほどあたしたちに謎なぞの警告を残して去っていった、あの男に他ならなかった。

「ふっ！　早さつ速そく現れたわねっ！」

　ナーガも吠ほえて身構える。

「一体何がどうなっているのか、力ずくでもしゃべってもらうわよっ！」

「力ずく、だと？」

　男は口くちの端はしをゆがめて小さく笑うと、

「やめておけ。俺とお前達とでは戦いにすらならん」

「言ってくれるわねっ！　戦いにならないかどうか、試ためしてあげようじゃないのっ！」

　言うなりナーガは攻撃呪文の詠えい唱しよう開始！

　まわりの通行人たちが、ぶっそーな気配を感じて避ひ難なんしはじめる中、しかし男は殺気も敵意も見せぬまま、微び動どうだにしない。

「……こういうのは……好きじゃあないんだが……」

「問答無用よっ！　氷の矢っフリーズ・アロー！」

　ナーガは虚こ空くうに十数条の冷気の矢を生み出すと、男に向かって解き放つ！

　しかし男──オックスは、冷れい徹てつなまなざしのまま──

　こきかきぃぃぃぃんっ！

『なっ……!?』

　瞬しゆん間かん。あたしとナーガの上げた声が重なった！

　オックスは冷気の矢、数発の直ちよく撃げきを受け、その場であっさり凍こおりついたのだ！

　あまりの歯ごたえのなさに、何かの罠わなではないのかと、警けい戒かいしてあたりを見回すあたしとナーガ。

　しかし伏ふく兵へいの気配もなければ、オックスがふたたび動き出す様子もない。

「……ひょっとして……今ので終わり？」

　疑念を込めてあたしはつぶやき、

「……ふっ……

　ほーっほっほっほ！　ずいぶん大きな口を叩たたいていたようだけど、この白蛇サーペントのナーガの実力には遠く及およばなかったようねっ！」

　と、そこに。

「──言ったはずだ──」

　響ひびいたのは外でもない、そのオックスの声だった！

　見れば男は、数発の冷気の矢を受け、動けなくなってはいるものの、口のまわりには氷がなく、なおかつまだ意識もあるらしい。

　彼は続ける。ふるえる声で。

「こういうのは好きじゃあない。戦いにすらならない、と。

　聞くが、なぜこんなことをする？　俺が何か気に障さわることでもしたのか？」

「──って、ちょっと待てぃ」



    

  
    
      　彼のことばにあたしは眉まゆをひそめて、

「あれってまさか──

　自分は弱くて戦うのがキライだからかんべんして欲ほしい、って意味だったり……？」

　問えばオックスは、口もとに小さな笑えみを浮うかべて、

「他に何の意味がある？　現にこうして、怖こわくて動けないまま氷こおり漬づけになった俺がいるだろ？」

　怖くて動けなかったんかいっ!?

「だぁぁぁっ！　まぎらわしいのよっ！　あれじゃあ挑ちよう発はつだって思うでしょーがふつー！

　素す直なおに、戦いは苦手だ、って言えばいーものをっ！」

　ツッコむあたしに、男は笑みを消さぬまま、

「知ってるか？

　男には──いや、人間って奴やつにはプライドってもんがあるんだぜ？」

「そんなプライドはいらぁぁぁぁんっ！　何の得にもなってない、どころかむしろ損してるでしょソレでっ！」

「否定するつもりはないぜ。そういう考え方も、な」

「だぁぁぁっ！　またそーゆー言い方をっ！　『ごめんボク間違ってた』でいーのよっ！」

「ち、ちょっとリナ」

　あたしたちのやりとりを横で聞いていたナーガは、眉をひそめて、

「つまり……どういうことなの？」

「つまりっ！」

　あたしは、びしぃっ！　とオックスを指さし、

「こいつはただカッコつけたいだけの、しょんぼり気味のひとってこと！」

「オイオイ、そいつぁずいぶん失礼な言い方だな。せめて……」

「じゃあひょっとして──」

　オックスのたわごとをさえぎり、あたしは問いかける。

「深入りするな、って警告とか、エクスプローラーとかって名前も、ただのポーズだったりするわけ!?」

　問えば彼は笑ったままで、

「……ふっ……聞きたいことがあるならいくらでも聞かせてやるぜ……と、言いたいところだがな……

　その前に……」

「──その前に？」

「……氷をなんとか……してくれないと……そろそろ……眠ねむくなって……」

「わぁぁぁぁぁっ!?」

「寝ねないでっ！　死んじゃうわよっ！」

　あたしとナーガはあわてて火か炎えん系けいの呪じゆ文もんを唱え、オックスの解かい凍とう作業をはじめたのだった。



「まさかこの季節に冬山気分を味わうことになるとはな。

　これだから人生って奴はわからねえ」

　あたためた香草酒ハーブワインを飲み干して、オックスは吐息とともにことばを漏もらす。

　あたしとナーガは彼の解凍を済ませると、宿の一階にあるメシ屋へと彼を連れてきた。

　夕食どきが近づいて来たせいか、あたしたちの他にも客がぽつりぽつりと入っている。

「──で？」

　あたしが話をうながすと、オックスは、遠いまなざしを彼方かなたに送り、

「俺がこの町に流れて来たのは──そうだな。三ヶ月ほど前になるか。

　こう見えても吟ぎん遊ゆう詩人って奴でな。俺は」

「その割には楽器も持ってないじゃない」

　ナーガの指し摘てきを、オックスは手を上げて制し、

「話の先をそう焦あせるな。じれる女は可愛かわいいもんだが、ねだっても、すぐに結果がついて来るとは限らないんだぜ」

「はいはい。いちいちかっこつけた言い回ししなくていーから。

　で？」

　うながすあたしに、彼は、くいっ、と帽子の位置をなおして、

「格好の一つもつけられない奴は吟遊詩人には向かないさ。

　ともかく、だ。

　この町に来て、俺は出会っちまったのさ。

　そう──『メロウズはありません』って、あのカンバンと、な」

　そこいらへんはあたしたちと同じ、ということか。

　しかし──そんなに前から品切れしっぱなしなのか。

「当然、俺は思った。メロウズってのはどんなものなんだ、とな。

　知らないことを知らないままで済ませられる奴は吟遊詩人には向いてない。

　俺は町のあちこちで聞き込んだ。メロウズはいつ入って来る。メロウズってのは一体どんなものなんだ、とな。

　ところが──」

「正体はわからなかった、ってことね」

「わたしたちと同じように？」

　あたしとナーガのことばに、オックスは小さくうなずいて、

「まあな。

　それでもこの町にとどまって、あれこれ調べ続けてるうちに、仲間ができた。

　俺やあんたたちと同じ、メロウズの正体をつき止めようとする旅の連中だ。

　みんなで協力して一いつ緒しよに調査をしよう、って話になってな。それで発足した会の名前が『探求者エクスプローラー』だ」

「ムダにかっこいい名前ね」

　チャチャを入れるあたしに、オックスは、ちっちっちっ、と指を振ふり、

「格好の良さは無む駄だじゃない。生きて行くのに必要なことなのさ。

　そのまんま『メロウズのことを調べる会』なんてのは、わかりやすくはあるけれど、格好がつかねえ上に名前が長くて呼びにくいだろ？

　──とまあ、そこまではよかったんだが……

　結成当初のメンバー、五人がかりで調査を進めても、メロウズの姿がちっとも見えて来ねえ」

「ちょっ……!?　それって、三ヶ月前から調べを続けて、ってこと!?」

　おどろいて声を上げるナーガに、オックスは平然と、

「ああ。その時からいまだに、だ。

　いくら町の連中に聞き込んでも、返って来るのは──無いものは無い。無いものの話をしても仕方ない──こんな答えばっかりだ。

　あんたらの方も、似たようなもんじゃなかったか？」

　まったくもってその通り、である。

　彼は続ける。

「調査を続けるのはいいが、時間が経てば経つだけ、宿代やら食事代やらがかさんで来る。

　俺みたいな吟遊詩人なら、この町で日銭を稼かせぎつつ、調べを続けることもできるが、普ふ通つうの商売をやっている連中はそういうわけにもいかねえし、別の町に家族だっている。

　懐ふところ具ぐ合あいが怪あやしくなったり、家族のことを思い出したりすれば、メロウズのことはあきらめて、もとの暮らしに戻もどるのが当然だ。

　そうやって『探求者』のメンバーは一人減り二人減り……

　気がつくと、俺一人だけになっちまった。

　けど──いや、だからこそ、か。

　俺はあきらめるつもりはない。

　半分冗じよう談だんで作った会だが、メロウズの正体を知りたい、って気持ちは、みんな本当だったはずだ。

　志半ばでこの町を去るしかなかった仲間たちのためにも、メロウズの正体を絶対につき止めてみせる」

　瞳ひとみには強い決意の光をたたえ──オックスは、そこで息をつき、

「──と格好をつけてはみたが、だ。

　いくら吟遊詩人は日銭が稼げる、といったところで、同じ歌だと客に飽あきられるし、俺も無限に歌を知っているわけじゃない。

　当然、実入りは少しずつ少なくなって──とうとう昨日、商売道具のたてごとも古道具屋に売うっ払ぱらっちまった。

　あんたら、イヤだろ？　こんなふうになっちまうのは。

　だから忠告したのさ。メロウズのことには深入りするな、ってな」

「なるほど、そういうことだったのね」

　オックスの話を聞いて、ナーガはあきれた口ぶりで、

「あなた、言い方がまぎらわしいのよ」

「気のせいだな。俺は間ま違ちがったことは何一つ言っていない」

「間違ってはいないけどっ！　まぎらわしいのよっ！」

　そんなやりとりを聞き流しつつ。

　あたしは首をかしげていた。

　彼の言うことを信じるのなら、三ヶ月ほど調査を続けてなお、メロウズの正体はわからないという。

　そんなことがあるのだろうか？

　メロウズのことを調べられたくない連中がいて、町の人に口止めしたとしても、数ヶ月間に亘わたってそれが完全に守られる、というのは考えにくい。

　町の人たちの態度にも、ウソをついてたり何かを隠かくしてたりする様子はなかったし。

　なら逆に、実はオックスがその連中の回し者で、あたしたちをあきらめさせるために作り話をしているのだとしたら？

　──いや、ウソにしては、話の内容が中ちゆう途とはんぱすぎる。あたしたちをだますなら、変な創作料理でも出して、これがメロウズだ、とでもやった方が手っ取り早い。

　単にオックスが、格好つけで誤解を招きやすい言い方をする人だと考えた方が──

　……

　ゆっくりと。

　あたしは視線を巡めぐらせる。

　飄ひよう々ひようとした態度のオックス。

　店の中にもかかげられた、『メロウズはありません』の文字。

　……まさか……

「──ひょっとして──」

　ある可能性を思いつき、あたしは愕がく然ぜんとつぶやいた。

「どうかしたのか？」

　問いかけるオックスに、あたしは少しためらってから、

「……外れてるかもしんないけど……

　メロウズのことで、ちょっと確かめたいことがあるの。

　今はちょっと状じよう況きよう的にムリだけど……オックス、明日あしたの朝のごはん時、またこの宿に来てくれる？」

「ああ。それはかまわないが──何なんだ？　その確かめたいことってのは？」

「それも……その時に話すわ」

　あたしは言った。

　──むしろ、この想像は外れていてほしいと、胸の中で思いつつ──



　外はよく晴れている。

　開け放たれた出入り口からは、陽ひに照らされた町並みと、青い空とが見えていた。

　朝食をとるのにも、旅人が宿を発たつにも少し遅おそすぎる午前中。

　あたしとナーガ、そしてオックスの三人は、きのうと同じ、宿の一階にあるメシ屋のテーブルについていた。

　遅めでゆっくり朝食を終えると、店の中にいる客はあたしたち三人だけになった。

　さてと。そろそろか。

「おっちゃーん。ごちそーさま。お勘かん定じようー」

　あたしは声を上げ、宿の主人兼けん、食堂を切り盛りしているおっちゃんを呼ぶ。

　言われた額の銀貨銅貨を数えて出しつつ、ふと思い出したかのように顔を上げ、

「そーいえばおっちゃん、念のため聞くけど、メロウズは無いのよね？」

「ああ。残念だけどね」

　苦く笑しようで答えるおっちゃんの態度にウソはない。

「あー。言ってたわね。この店でメロウズを取り扱あつかったことはない、って。

　じゃあ聞くけど。

　この町でメロウズを取り扱ったことってあったの？」

「……………………え……？」

　あたしの次の質問に、おっちゃんの笑え顔がおがまともに引きつった。

　あー……ちくしょー。予想はやっぱし当たってたか。

　今のおっちゃんの反応には、ナーガやオックスも気がついたのだろう。いぶかしげなまなざしを、おっちゃんの方に向けている。

　おっちゃんはあたしに、おそるおそる、

「……あの……それは、どういう……？」

「だから」

　あたしは朝ごはんぶんの代金を数え終わると、

「メロウズなんてものはもとから存在しないんでしょ？　って聞いてるの」

『なっ……!?』

　驚おどろきの呻うめきを上げるナーガとオックス。

　だが、おっちゃんの絶句と顔色が、あたしの仮説が正しいことを物語っていた。

「本当なのかそれは!?」

　がたんっ！　とイスを蹴けって立ち上がり、オックスは声を荒あららげる。

　とーぜんだろう。それなら彼は、存在しないものを探してムダにお金と時間を費やしたことになるのだから。

　むろんナーガも黙だまっているはずはない。まなじり吊つり上げ、腰こしを浮うかして、

「つまり、町ぐるみでわたしたちをだましてたの!?」

「……あ……いや……」

　おっちやんは、口の中でもごもごと、ことばにならないつぶやきを漏もらして──

「だましてたわけじゃないわよ」

　かわりにあたしが口を開く。

「なにしろ、ウソは一いつ切さいついてないんだから。

　それこそオックスの言動といっしょ。

　ウソじゃないけどまぎらわしい、誤解を招きやすい、って奴やつよ。

　答えは最初っから、あたしたちの目の前にぶら下がってたでしょ？

　メロウズはありません、って」

『──あ……！』

　小さくうめくナーガとオックス。

「この町、街道の途と中ちゆうにはあるものの、これといった特産品もない。そのまます通りしていく旅人も多かったんでしょーね。

　で、たぶん誰だれかが、町おこしのつもりでアイデアを出したんでしょーね。

　メロウズはありません、って文句を飲食店で出す、って方法を。

　ぜんぜんウソは言ってない。もとからそんなものはないんだから。

　けどそれを目にした旅人たちは誤解する。

　この町には、メロウズって名物があって、今は品切れしてるんだ、って」

　あたしたちがまさにそうだったように。

「それは一体どんなものなんだろう、って気になれば、足を止めて店に入る人もいるだろうし、泊とまる人も出てくる。

　もちろん──

　まるっきりのウソだったら、良心がとがめて止やめた人もいたでしょうし、ウソがへたな人からバレちゃったでしょうね。

　けど、ウソじゃないけど誤解を招きやすい表示、ってことで、町の人たちにとってはたぶん、軽いイタズラか冗談の感覚だったんでしょうね」

　町の人たちに、ウソをついてる様子がなかったのも当たり前。

　みんなはただ、本当のことを言っていただけなのだから。

「……ま、町の人も、まさかオックスみたいに、全財産を使い果たすまでメロウズのことを調べ続ける物好きがいるとは思ってなかったでしょーし」

「ぜ、全財産!?」

　裏返った声を上げる宿のおっちゃんに、あたしは肩かたをすくめると、しぐさでオックスを指して、

「そ。

　この人、吟ぎん遊ゆう詩人なんだけど、知らないことを知らないままでいられるヤツは吟遊詩人に向いてない、とか言って、メロウズのことを調べ続けたらしいのよ。

　で、とうとう路銀が尽つきて、先日、商売道具のたてごとまで古道具屋に売っちゃったとか。

　ムチャするでしょ」

「……本当に無茶だよ……あんた、それは」

　おっちゃんは困った顔で、

「けどそれって……おれたちがやったことが原因なんだよなぁ……

　いや、本当、悪かった」

　言っておっちゃんは頭を下げたのだった。



　風にたてごとの音色が流れる。

　続いて響ひびくは、朗々たるシブい声。

「……オックスって、けっこー歌うまかったんだ……」

　町の通りを行きながら、ふと足を止めてあたしはつぶやいた。

　宿でのことがあってから。

　オックスのことで胸をいためたおっちゃんは、町の人たちと相談し、せめてものわびに、と、古道具屋からたてごとを買い戻もどし、三ヶ月ばかり、オックスを、宿の専属吟遊詩人として雇やとい入れることにしたのだ。

　で、今はオックスが、自分の腕うで前まえを雇い主となった宿のおっちゃんに披ひ露ろうしているわけである。

　そのあたりのことを見届けてから、あたしとナーガは宿をあとにしたのだった。

　たぶんあの話の流れからすると、近いうちにこの町から、メロウズはありません、のカンバンは撤てつ去きよされることになるだろう。

　……さすがにあたしとナーガの宿代までは返って来なかったが、まあ、そこいらへんは良しとしよう。

「……ところでリナ」

　遠い空を眺ながめて通りを行きながら、ナーガはぽつりとつぶやいた。

「もしもまたこの町に来ることがあったとして。

　その時にも『ナントカはありません』ってカンバンが出てたら、わたし、確実にあばれると思うけど、止めないでよね」

「だいじょーぶ。その時はあたしもいっしょになってあばれると思うから」

　一点の曇くもりもない笑みを浮かべて、あたしはきっぱりそう言ったのだった。



　みなさん、くれぐれも──

　まぎらわしい表現には気をつけましょう。



（其そ処こにある真実：‥おしまい）



    

  
    
      
        蘇よみがえる王



      

    

  
    
      

　そこにはすでに、何もなかった。

「……これはっ……」

　天てん井じようにかけた魔ま力りよくの明かりが照らす下、がらんどうの中身を晒さらす石せつ棺かんを前に、黒いマントを纏まとった年ねん輩ぱいの男は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「もう間ま違ちがいないわね」

　そのかたわらに佇たたずんであたしは言った。

「とっくに全部持って行かれてるわ」

「そんな……」

　落らく胆たんのつぶやきとともに、黒マントの男──あたしの依い頼らい人にん、ジェニス＝フライドさんは、よろよろと石棺の方によろけてひざをつく。

「ど……どういうことなんです？」

　おろおろして問う、ロックとかいう名前の案内役の青年に、あたしは小さく肩かたをすくめて言った。

「ま、人生いろいろある、ってことよ」

　──フライドさんは、ここから少し離はなれた場所にある魔ま道どう士し協会のひとだった。

　古代史などを研究しており、さまざまな文ぶん献けんをひもといて、長年の研究の末、とある王の墓がある場所──この場所を、最近ようやくつき止めたのだ。

　あとは現地調査だと、たまたま居合わせた旅の魔道士、つまりこのあたし、リナ＝インバースを道中の護衛に雇やとい、近くにあるトゥーモの村では道案内の青年を雇い、道もろくにない山を登り来て──

　たどり着いた結果がこれである。

　荒あらされていると予想はできた。

　入り口の隠かくされかたはぞんざいで、この時点ですでに怪あやしかったのだが、それでも、と中に入れば、罠わなのたぐいもおたからもなし。

　先に入った誰だれかが罠を外し、おたからをぶん取って行ったのだろう。

　見つかった洞どう窟くつや遺い跡せきに、宝探し屋トレジヤーハンターや流れの傭よう兵へいが潜もぐっておたからを持ち帰るのは、世間さまではよくあること。文句を言えるすじあいではない。

　とはいえ長年の研究の末がこれでは、フライドさんがへこむのも当たり前。

　せめて王の遺体と対面を──と、最後の希望にすがって奥おくまで来れば、棺ひつぎはみごとなまでにからっぽ。

　さすがに心がぽっきり折れたか、フライドさんはからっぽの棺によりかかるようにうずくまったのだ。

　……ま、さすがにあたしもこの空気の中で、『無いものは仕方ないし。帰ろ帰ろ』とは言い出せず。

　どれくらいそうしていたか──やがて彼はのろのろと身を起こし、

「……帰ろう……」

　力無く、ぽつりとつぶやいたのだった。



　山のふもとのトゥーモは、大きな街かい道どうから外れた、こぢんまりとした村だった。

　そんな所にも旅人相手の宿屋があるのはちょっとびっくりだったが、季節によっては、このあたりにしか生えない薬草や山菜目当ての客がちょこちょこ来るのだとか。

　それほど大きな宿ではない。一階にある食堂には、テーブルが四つとカウンター席がある程度。

　そんな小さな食堂に、今はあたしとフライドさんの他に客の姿はない。

　二人でテーブルを囲み、まずくもないけれどおいしくもない、地味な味つけの夕食をとっていると。

「……気づいたか、リナ殿どの」

　食事もほとんど終わった頃ころ。

　それまでずっとだまっていたフライドさんは、ぽつりと口を開いた。

「気づいた……って、何が？」

　問えば彼は、声を低くして、

「石棺の開けられた跡あとが新しかったことに、だ」

「──新しい……？」

　つられてあたしも声を低くする。

「ああ。

　前にも説明した通り、ここにあるのは暴君アルディオンの墓だ」

　説明は、依頼を受ける時に聞いていた。

　暴君アルディオン──それは、今から三百年以上の昔に滅ほろびたアルディール王国、五代目の王の名前だった。

　伝承によると、魔道に長たけていたという長所はあったが、権力をほしいままにして暴政を敷しいたらしい。

　搾さく取しゆに粛しゆく清せい。思いつきでの侵しん略りやく戦争を他国にしかけ、王国衰すい退たいを招くきっかけとなったとか。

　結果、親族と臣下たちによって無理矢理退位させられ、幽ゆう閉へいされたままで生しよう涯がいを終えたらしい。

　つまりはまあ、権力を持ってカン違いしたあげく調子こきまくって、結局みんなにボコられるとゆー、いつの時代にもよくいるダメ権力者。

　そんないきさつで墓は国の中心から外れた場所に造られて、王国の崩ほう壊かいと時代の流れの果てに、ありかがわからなくなっていたらしい。

　フライドさんは続ける。

「誰かがあの場所に踏ふみ込んだせいで外気も入り込み、墓所内のあちこちにカビやコケが繁はん殖しよくしていた。

　今日見た石棺だが、蓋ふたがずれて開いた時、石同士がこすれた跡があったのだが、その部分に繁殖したカビの状態だけが、他の所に比べて新しかった」

「へえ──」

　彼が石棺の部屋でしゃがんでいた時、てっきり心が折れてへたり込んだものだと思っていたのだが、どうやらそのへんを観察していたようである。

「つまり、最初に墓所に入った相手は、石棺には手を出さなかった。

　しかしそれから時間が経ち、最近──数日数ヶ月とは言わないが、おそらく数年内に入った者が石棺を開けた──

　そういうことになる」

「……最初に入った連中が、棺に手を出さなかった、ってのも謎なぞね」

　墓所のおたからというのは、つまりは遺体とともに葬ほうむられた副ふく葬そう品ひん。

　副葬品がある規模の墓所なら、当然、遺体そのものも装そう飾しよく品ひんを身につけている。

　なのに、棺には手を出さなかったというのはよくわからない。

「それに関しては、王の悪霊ゴーストを恐おそれた可能性がある」

「悪霊ゴースト？」

　おうむ返しに問うあたしに、彼は小さくうなずいて、

「ある文献によると、アルディオンは死後、暴君ゆえに最初はぞんざいな埋まい葬そうをされていたらしい。

　ところがそのあと、さまざまな怪かい異いと災さい厄やくが国を襲おそい、その際にアルディオンの声や姿を見た者が続出した。

　生前、魔道にも長けていた王が、何らかの方法で死して悪霊ゴーストと化したのだろうという話になり、あらためて遺体を別の場所に埋葬したらしい。

　そういう意味ではここは、墓所というよりも、暴君の悪霊ゴーストを封ふう印いんするための場所ということになるな。

　実際のところ石棺には、カビやコケに覆おおわれてはいたが、さまざまな魔道文字や魔ま封ふうじに使う紋もん様ようが刻きざまれていた。

　災わざわいを招きたくなくば決して王の眠ねむりを妨さまたげるな──という一文も、な。

　最初にここに入った者は、伝承を知っていたか警告文を信じたか、ゆえに棺に手を出さなかったのだろう。

　だが最近入った何者かは、知ってか知らずか、棺に手を出した」

「そして──王の遺体を持ち去った？」

「おそらく。

　いずれにせよ、私は、最近あの棺に手を出した者を探してみようと思う。

　持ち出したものを、まだ手元に何か置いているかもしれんからな。

　もしそうなら、研究のためにもぜひとも譲ゆずってもらいたい」

「探す、って……」

　……まさかその間、今まで通りの依頼料で、ずっとあたしに護衛しろとか言うんじゃないだろーな……？

　そんなあたしの困こん惑わく顔がおを、別の意味に受け取ってか、

「心配するな。あてのない話ではない。

　あの場所で宝を探したなら、必ずこの村を拠きよ点てんにしたはずだ。

　遺体のような大きなものを持ち帰ったなら、かなり目立ったはず。

　数年内にそういう相手がいなかったか、村の者たちに聞けば、簡単に答えは返ってくるだろう」

　だが。

『──その必要はない』

　フライドさんの予想よりもはるかに早く、答えは返ってきた。

　思わず二人がふり向く先には店の厨ちゆう房ぼう。

　奥へと続くドアが開き、姿を現したのは──

『……え……？』

　あたしとフライドさん、二人の漏もらした困惑の呻うめきが重なった。

　宿の厨房奥に身を隠し、こちらの話を聞いていたのだろう。姿を見せた人物は、あたしたちの知っている相手だった。

　としの頃は二は十た歳ち弱。中肉中背で灰色の短い髪かみ。着ているものは昼間と同じ、丈じよう夫ぶで動きやすそうな作業着。

　見まちがえるはずもない。フライドさんが雇った、山の案内役の青年、ロックだった。

　だが、たった今響ひびいた重々しい声は、昼間に聞いたロックのものとは違ちがっていた。

「……どういうこと……？」

　腰こしを浮うかして問うあたしに、ロックは無表情に口を開いて、

『墓には何もないと気落ちして帰るのならば良しとしようと思っていたが……

　我のことを詮せん索さくしようとするなら話は別』

「我のこと、だと……!?」

　そのことばにフライドさんも立ち上がり、

「まさか貴様……!?」

『──そう！』

　ロックは吠ほえる。両手をひろげ、世界に宣言するかのように。

『我は王！　名はアルディオン！　長き時を封ふうぜられし後、現世に蘇よみがえりし者！』

「……なるほど……」

　あたしは呻く。

「ロックが何かで棺を開けちゃって、封じられてた悪霊ゴーストに体を乗っ取られた、ってところね。

　わざわざ墓所に案内してくれたのは、そのことにあたしたちが気づくかどうかを調べるためね」

　指し摘てきに彼は小さな笑えみを浮かべ、

『半分は正解だ。が──』

　と言った同じその口で、

「半分は誤解ですよ」

　続けた声は、あたしたちの知るロックのものだった。

「何が誤解だ!?」

　吠えるフライドさんに、ロック（？）は余よ裕ゆうの笑みで、

「乗っ取られたわけじゃあない。僕は自分の意志で王の魂たましいと契けい約やくしたんですよ。

　今は僕の体を共有しているというか同居しているというか、そんな状態ですね」

『なっ……!?』

　驚きよう愕がくするあたしたちに彼は続ける。

「ちっぽけなこの村が嫌いやだったんです。

　けどその村から飛び出して、一人で生きる力のない自分はもっと嫌だった。

　だから僕は四年前、手を出すことが禁じられている石せつ棺かんに手をつけたんです」

「禁じられている!?

　ということは、村の人たちはあの墓所のことを──!?」

「ええ。知っていますよ当然。それもずっと昔から」

　フライドさんの問いかけに、彼は隠かくそうともせず答える。

「どれくらい昔からなのかは知りませんけどね。

　流行はやり病やまいや飢き饉きんなんかで村が危なくなるたびに、あそこから少しずつ宝を持ち出して売り払はらい、その金を村のために役立ててたらしいですよ。

　ごらんになった通り、もう今は何も残ってませんけどね。

　でも村では、ずっと言い伝えられていたんですよ。祟たたりがあるからいちばん奥にある王の棺ひつぎにだけは手を出すな、って。

　だからこそ僕は考えたんです。

　棺の中には何かが残っているはずだ、と」

「それで手ぇ出しちゃったんだ……」

　あきれるあたしに、しかし彼は悪びれもせず、

「ええ。

　棺の蓋を開けたとたん、中に入っていた王の遺体は砂と崩くずれて舞まい上がり、僕の耳に声が聞こえたんですよ。

　──力が欲ほしいか。我の言葉に耳を傾かたむけ従うならば、汝なんじに王の力を授さずけよう──

　そして僕は──

　それを受け入れた。

　王は今、僕の中にいて僕とともに在ある。それだけの話です」

『だがロックはいまだ力を蓄たくわえている途と中ちゆう。我がこの世界に蘇ったことを知られるには早すぎる』

　ロック──いや、彼にとりついた暴君アルディオンはあたしたちの方を指さして、

『この村に留とどまり我に従うというなら良し。

　されど断るというのなら、少々面おも白しろくないことになるぞ』

「待ってくれ。──ええっと、アルディオン王」

　声をかけたのは、ロックというかアルディオンというか、その共同体、『ロック』の後ろ、キッチンの中にいた宿屋の主人だった。

「あまり乱暴なことは──」

『案ずるな。我とて今はあまりことを大きくするつもりはない。殺したりはせんよ。殺したりは、な』

　言って浮かべる意味深な笑み。

　だが。

「へぇ……面白くないことになる、ねー」

　相手のおどしは、むしろあたしは大だい歓かん迎げい！

「うわー。何されるんだろー。大昔の悪霊ゴーストが何して来るのか、想像しただけでめちゃめちゃ怖こわいわねー」

　にこにこしながら棒読みで言うと、さすがに『ロック』の顔が怒いかりに引きつる。

『貴様……この我を愚ぐ弄ろうするか!?』

「いやいや。愚弄なんてしてないわよ。単に挑ちよう発はつしてるだけ」

「ちょっと！　リナ殿どのっ……！」

　フライドさんが横から抗こう議ぎして来るが、とりあえず今は無視。

『なるほど！　挑発か！』

『ロック』は怒りの笑みを浮かべると身構えて、

『ならその挑発に乗ってやろう。大昔の悪霊ゴーストと侮あなどった我が力、見せてやろう！』

　言うなり床ゆかを蹴けり、こっちに向かって突とつ進しんして来る！

　思ったより速い！　が、対応できない速度ではない！

「フライドさん、外に！」

　言うと同時にあたしはそばのイスを、向かい来る『ロック』に向かって蹴り飛ばす！

『こざかしい！』

　吠えて片手でイスを払い飛ばす彼。だがその一挙動のせいでわずかに突進のスピードが鈍にぶった。

　そこにあたしはまっ正面から突つっ込こんでゆく！

『ぬっ!?』

　魔ま道どう士し姿のあたしが突っ込んでくるとは思っていなかったのか、相手に刹せつ那な動どう揺ようが浮かぶ。

　だがその瞬しゆん間かん、あたしは横よこっ跳とびに軌き道どうを変えて、フライドさんのあとを追って外へと向かう！

　魔道士なのに接近戦──と思わせたあとでの急速離り脱だつ。『ロック』の対応は間に合わない。

『貴様!?』

　フェイントに気がついて怒ど鳴なった時には、こっちはすでに宿の外。

　息まいてあたしたちのあとを追いかけ、飛び出したところに──

「烈閃槍っエルメキア・ランス！」

　唱えておいたあたしの攻こう撃げき呪じゆ文もんが突き刺ささる！

　相手の精神に直接ダメージを与あたえる術である。人間が食らえば昏こん倒とうする程度だが、精神体のゴーストが食らえば普ふ通つうは一発昇しよう天てん！

　ロックの肉体には傷つけず、アルディオンの方にとっては致ち命めい的！

　でもってドアをくぐる瞬間を狙ねらえば、身をかわすのは至難の業わざ！

　決まった──かと思った、だがその瞬間。

『なんの！』

　気合いの声が響くとともに、彼は右手であたしの放った光の矢をうち払う！

　むろんこの術、素す手でで払い散らせるようなものではないのだが──

　びしゅっ！

　小さな音一つを残し、散らせるはずもない一撃は、しかしあっさり砕くだけ散る！

『なっ──!?』

　玄げん関かん口ぐちからやや離はなれた場所で、驚愕の声を上げるあたしとフライドさん。

「驚おどろくことはないでしょう」

　宿の玄げん関かん先さきに佇たたずんで、悠ゆう然ぜんたるロックの声は語る。

　夜の闇やみがあたりを包む中、その右手が薄うすぼんやりとした光を纏まとって見えていた。

「素手では払えない攻こう撃げきも、手に魔ま力りよくを宿らせてやればこの通り」

「──そんなマネが──」

「できるんですよ。王が僕に与えてくれた力があれば」

　そういえば、王は魔道に長たけている、という話だった。

　憑ひよう依いによってロックの身体能力を上げると同時に、呪じゆ文もんだか何だかでのサポートも万ばん全ぜん、ということか。

　なるほどたしかに、甘あまく見ていい相手ではなさそうである。

　とはいえ、やりようはいくらでもある。

「あきらめて王の言葉に従った方がいいと思いますけどね。僕は」

　忠告のつもりだろうそのことばを、あたしはただ、小さく鼻で笑うのみ。

「そうですか。ならお望み通り、面白くない目に遭あってもらいます！」

　言うと地を蹴りこちらにダッシュ！

　同時にあたしは唱えた呪文を解き放つ！

「明かりよライテイング！」

　夜を引き裂さき閃せん光こうが生まれる！

　本来は照明用の簡単な術だが、呪文をちょっといじくって、持続時間をほぼゼロに、かわりに光量を最大限にアップしてある！

「くあっ!?」

　まばゆい光に目を灼やかれ、呻うめいて足を止める『ロック』。

　あたしの隣となりでフライドさんも光を直視し、悲鳴を上げたりしていたが、あたしはとーぜん炸さく裂れつの瞬間に目を閉とじ、被ひ害がいをまぬがれている！

　呪文を唱えつつ横手に回り、目がくらんでよろよろしている『ロック』に向かって──

「青魔烈弾波ブラム・ブレイザーっ！」

　こぅっ！

　闇に生まれたのは、青い光の衝しよう撃げき波は！

　やはりこれも相手の精神に直接ダメージを与える術！

　光で目がくらんだ今のロックに、これを迎げい撃げきすることは不可能のはず！

　しかし！

『甘いっ！』

　アルディオンの一いつ喝かつとともに『ロック』はくるりと向きなおり、正確無比に魔力のこもった手刀をふり下ろす！

　ばぢっ！

　激しい水流がはじけるような音とともに、あたしの青い光が裂ける！

　──うそっ！

『おおおおおおおおおおおおおっ！』

『ロック』が雄お叫たけびとともにふり下ろした手刀に裂かれ、あたしの放った、逃のがれられぬはずの一撃ははじけて消える。

　……うそ……

　さすがに絶句するあたし。

　彼は確かに目をやられたはず。にもかかわらず、ああも正確にあたしの術を迎撃するとは……！

『その程度か小こ娘むすめ!?』

　勝ちほこるのはアルディオンの方の声。

　こうなると、こっちがマズい。

「くっ……リナ殿、何がどうなって……？」

　不意を突くため予告なしで放った明かりのせいで、フライドさんも目をやられ、うろたえている。



    

  
    
      　しかたない。こーなれば。

　あたしは口の中で呪文を唱え──

『ではこちらからもゆくぞ』

　アルディオンが言ったその直後、

「氷の槍アイシクル・ランスっ！」

　ロックの声とともに放たれた冷気の槍が夜気を裂く！

　狙いは、あたしではなくフライドさん！

　あたしは横に大きく跳ぶと──

「ぐぶべるっ!?」

　抱かかえるように、フライドさんの横っ腹にタックルをかまして押しのける！

　そんなあたしのすぐ背後、マントをかすめて冷気が走る。

　そのままのいきおいで駆かけつつ、あたしは唱えた呪文を発動させた！

「翔封界レイ・ウイングっ！」

　風の結界を身に纏う、高速飛行の術を使って低空飛行でかっ飛ばす！

「リ……リナ殿、どこへ!?」

「とりあえずこの場を離れるわ！」

　状じよう況きように気づいたフライドさんの問いに、あたしは前を向いたまま答える。

　一見べんりそうに見えるこの術、実はコントロールがむずかしい上、重量と速度と高度の総和が術者の力量に比例する。

　フライドさんを抱えている以上、スピードを出すには地を這はうような低空飛行しかないのだが、よそ見をすれば、そこらの家や立木にぶつかるおそれがある。

「しかしアルディオンの悪霊ゴーストをこのままにしておくわけにはいかん！　奴やつも言っただろう、力をたくわえている、と。このまま放っておけばいつか──！」

「わかってる！　逃にげるように見せかけるだけだからっ！」

　大きな声で話してはいるが、まわりに風の結界があるせいで、相手には聞こえていないはず。

　あたしはそのまま村を出て、さらに少し進んだ所で術の軌道を変え、ぐるりと大きくまわり込むように、横手から村へと戻もどる。

　村の片かた隅すみ──民家から少し離れた、立木と灌かん木ぼくがぞんざいに生えたあたりで術を解除し降り立つと、背の低いしげみの陰かげにしゃがんで身を隠かくす。

「──ところで、あれは本当だと思うか？　リナ殿」

　声をひそめてフライドさんが問う。

「あれ、って？」

　闇の中、月と星との明かりの中で、フライドさんがこちらを見ていた。さすがにもう視力は回復したようである。

「アルディオンがロックと契けい約やくした、という話だ。

　伝承にある暴君の性格からして、契約などと平和的なことをするタイプには思えなくてな。

　憑依して肉体を乗っ取った上で、ロックの声でそう言わせているのではないか？」

「それはなんとも言えないけど──

　どっちにしても、アルディオンのゴーストをどうにかすればいいだけの話よ。

　仮にほんとうに契約してたとしても、王のゴーストが消えれば与えられた力も消える。

　それよりあたしが気になったのは、宿のおっちゃんの対応よ」

「宿の主人の？」

「ええ。

　ロックにアルディオン王が憑依しているとわかった上で、あんまり乱暴なことは困る、みたいなこと言ってたでしょ？

　それに対してアルディオンも、心配するな、とか言ってた。

　もしもアルディオンのゴーストが、何かの術や力と恐きよう怖ふで村の人たちを縛しばってるなら、ああいう会話にはならないはずよ。

　じゃあアルディオンと村の人たちは一体どーいう関係なのか、ってこと。

　状況によっては村の人たちの協力も得られるんじゃあないかと思うんだけど……」

『くだらん企たくらみはそこまでだ』

　──!?

　その時響ひびいた聞き覚えのある声に、フライドさんが反射的に立ち上がる。

　こうなれば、あたしだけ隠れていても仕方ない。

　続いて立ったあたしの目に映ったのは、月の光を浴びながら、夜に佇む人ひと影かげ一つ。

「──アルディオン……！」

　フライドさんのつぶやきに、アルディオンとロックが同居した『ロック』は不敵な笑みを浮うかべた。

「ば……馬ば鹿かな！　どうして私たちがここにいるとわかった!?」

「運が良かったんですよ。そっちにとっては悪かった、ですが」

　うろたえるフライドさんに、答えたのはロックの声。

「空を飛んで逃げたでしょう？　なかなか便利な術ですよね、あれ。

　追いかけたんですけど、すぐにふりきられてしまいましたからね。

　それ以上追っても無む駄だみたいだったんであきらめました」

「あきらめ早っ！」

　ツッコむあたしのことばは無視して、彼は続ける。

「仕方ないのでそのまま日課のランニングをしていると、ここであなたたちのひそひそ話が聞こえたというわけですよ」

　……って……

『日課のランニング!?』

　なんだかやたら健康そうなその響きに、声をハモらせるあたしたち。

「その通り！」

『ロック』は自信まんまんうなずいて、

「言ったでしょう！

　四年前、言うことを聞けば力を与あたえてくれるという条件で、僕は王と契約したのだと！

　だから僕は、約束通り王の言うことを聞いて、朝晩のランニングに腕うで立たて腹筋背筋などなど基き礎そトレーニング、魔ま道どうの勉強を毎日欠かさずやってるんですよ！」

『えっ!?　力って基礎力アップ!?』

　思わずハモるあたしとフライドさん。

「ちょ、ちょっと待ってくれちょっと待ってくれ。

　王の与える力って……こう、もっと、何というか、特に練習をしなくても、呪文も使わず望んだだけで、その人が潜せん在ざい的に持っている凄すさまじい力を発揮できるとか、そういうものでは……」

　とまどい尋たずねるフライドさんに、アルディオンの声があきれたように、

『何を言っている。そんな都合のいい力があるものか。純魔族でもあるまいし。お前も魔道士ならば、それくらいちょっと考えたらわかるだろう』

「……そ……そうだよな……うん……私が悪かった……」

　なんだかあやまるフライドさん。

「それじゃあ……宿屋で戦った時の動きとかはフツーにロックの実力なわけ!?」

『うむ。この我も多少手を貸したが。

　だが我の目から見ればまだまだロックには鍛たん錬れんが必要。

　言ったであろう。ロックはいまだ力を蓄たくわえている途と中ちゆうだと』

　ふつーに特訓中って意味かっ!?

　あたしはてっきり、何かの怪あやしい儀ぎ式しきとか呪まじないとかで超ちよう常じようの力をたくわえているものと思っていたのだが……

「な、なら村人たちには何をした!?　お前の復活を知っているとしか思えない口ぶりだったぞ！」

　気をとりなおして問うフライドさんに、

「もちろんみんな知っていますよ。僕が棺ひつぎをあばいたことも」

　と、今度はロック。

「言ったように、僕はもともと村を出て行きたがっていたんですよ。

　それまでは村の仕事の手伝いもせず不平不満ばかりを口にしていたんですけどね。

　王と契約してからは、毎日鍛錬と学問にいそしんでいますからね。

　村のみんなの反応はおおむね『とりつかれて言動はおかしくなっているけれど、真ま面じ目めにやっているから多少は大目に見てやるか』ですね」

「のんきだっ!?」

　いーのかそんなんでっ!?

「リナ殿どの──」

　語る彼に目をやったまま、フライドさんはあたしに小声で語りかける。

「なんだかこのまま放っておいても大だい丈じよう夫ぶな気がしてきたのだが……」

「あたしもちょっとそんな気が……」

　考えてみたら、である。

　仮にロックがアルディオンのコーチで魔ま力りよくと体力を手に入れたとしても、暴君の暴君たるゆえん、権力がなければ、ただの村でいちばん強い人である。

　こちらのそんなひそひそ話は耳に入っているのかいないのか、ロックの声とアルディオンの声は交こう互ごに続ける。

「今はせいぜい、僕──いや、僕たちのことを馬鹿にしていればいいんですよ。

　いつか僕が十分な力を手に入れた時、村のみんなに思い知らせてやればいいだけの話ですから」

『そういえば、我の遺体が身につけていた装そう飾しよく品ひん、四年前に、棺を暴あばいた罰ばつとして村長に取り上げられたままだが、あれもいずれ返してもらわねばな。

　たっぷりと利息をつけて』

「そうそう。そのあとは、こんな村なんか飛び出して、広い世界で僕にしかできないことをやるんだ」

『ゆえにな。

　まだ時が至らぬ今、我の存在を危き惧ぐして、わざわざ村に戻って来るようでは、さすがに見過ごすわけにはいかんのだ』

　宣言する『ロック』の顔には深い笑えみ。

　フライドさんは小さく呻うなると、

「──リナ殿、前言撤てつ回かいだ。

　暴君の野望も受け継ついでいるとなれば、今はともかく、いずれそのうち無茶をしでかすぞ」

　たしかに。

　今まで自分をないがしろにしてきた村人に、ないがしろにされた理由を棚たな上あげして、復ふく讐しゆうする気まんまんである。

　なら、ほうっておくわけにもいかないだろう。

「りょーかい。

　けど問題は、どうやるか、ね」

　ロックごと蒸発させるのは簡単である。それこそ竜破斬ドラグ・スレイブのような無差別広こう範はん囲いの攻こう撃げき呪じゆ文もんをぶっ放せばこと足りる。

　しかしロックは、実は体を完全に乗っ取られていて、しゃべらされているだけ、という可能性も考えられる。

　本当に王と手を組んでいて、アルディオンの協力でいろいろ野望をふくらませていたのだとしても、今はさしたる悪事を働いてはいない。

　その場合、王のゴーストさえなんとかすれば、心を入れ替かえる──とまではいかなくても、大それたことをしようとは思わなくなるだろう。

　あたしのひとりごとを、フライドさんは共きよう闘とうの要よう請せいと受け取ってか、弱気な口ぶりで、

「……言っておくが、私に戦いのサポートは期待せんでくれよ」

「わかってるわよ。こっちでなんとかするから、巻き込まれないように下がってて！」

「ああ。くれぐれも気をつけてな！」

　言ってフライドさんはしげみを揺ゆらして離はなれてゆく。

「なんとかしてみる、ねぇ。

　なら、こっちも今度こそ──」

　ロックのセリフも終わらぬうちに。

「爆裂陣メガ・ブランドっ！」

　小声早口で唱えた術を、あたしは問答無用でぶちかます！

　相手の足もとの土砂をま上にふき上げる術である。

　これなら死ぬような痛手は与えない上、気づかなければ身をかわすのもむずかしい。

　行動不能にしたあとで、浄じよう化か呪じゆ文もんをかけてゴーストの方だけ消し去るっ！

　だが。



　づごんっ！



『ロック』を呑のみ込んだかに見えた土砂がおさまったそのあとには、ほんの少し離れた所に、変わらず佇たたずむ人影一つ。

　──今のをかわした!?

　相手のセリフ途中で放った一いち撃げき。読んでかわすのは楽ではないはずだが──

「なら僕からも──」

　言って『ロック』は呪文を唱え──

「氷の矢っフリーズ・アロー！」

　生み出した、五、六本の冷気の矢を、こちらに向かって解き放つ！

　だが甘い！

　あたしが跳とんで身をかわせば、冷気の矢は灌かん木ぼくの枝葉を凍こおらせ、あるいは闇やみの奥おくへと消えてゆく。

　対するあたしは、次の呪文を唱えつつ、木こ陰かげを利用して回り込み、月明かりの下、わずかに見えた『ロック』の姿を目がけて、

「青魔烈弾波ブラム・ブレイザーっ！」

「暴王結魔弾ヴアデスフアランクっ！」

『ロック』の声はあたしとほぼ同時。宿屋の時と全く同じに、魔力を込めた手刀で、あたしの放った青い魔力光を裂さき散らす！

　くっ！　またかっ！

　今度こそ不意を突ついたと思ったが、結果は同じ。

　さきほどは目をくらませられていて。今度はろくに明かりもなく、障害物も多い場所でこちらの術を迎げい撃げきしている。

　気配であたしの居場所を察知しているのだろうか。それにしても見切りが正確すぎる。

　術を防ぎきると同時に、地を駆かけこちらの方へと向かい来る『ロック』。

　むろん、相手の得意な距きよ離りの戦いにつき合ってやる義理はない。呪文を唱えつつ木々の間を駆け、距離を取ろうとするあたし。

　そのあとを、『ロック』の影かげが正確に追いかけて来た。

　あたしは地面に手をついて、

「地精道ベフイス・ブリングっ！」

　使ったのはトンネル掘ほりの術。

　地面の下スレスレにトンネルを掘ってやれば、上を通ったとたんに崩くずれて、落とし穴になるのだ。

　足の止まったところに氷の術をかけ、完全に動きを止めたところで、アルディオンを昇しよう天てんさせるっ！

　そしてあたしの計画通り──

「くおっ!?」

　駆け来た『ロック』の体勢が崩れた！

　おしっ！　計画通りっ！

　あたしは足を止めると、冷気の呪文を唱えはじめ──

　しかし。

「くっ!?　何だ!?」

『穴でも開いていたか？』

　ロックとアルディオンは口々にこぼしながらも、地面に浅くめり込んだ片足を引き抜ぬき、まわり込んでふたたびこちらに向かう──って何ゆえっ!?

　あわててふたたび駆け出すあたし。

　腰こしのあたりまでずっぽり埋うまるはずだったのに、なんであんなに浅く──

　……って、そうか……！

　原因に思い当たってあたしは内心ほぞを噛かむ。

　これは、まわりの状じよう況きようを読みきっていなかったあたしのミス。

　あたりには木が生えている。おそらく『ロック』が踏ふみ抜いた部分に太い木の根が走っていて、それが支えになったのだろう。

『氷の矢っフリーズ・アロー！』

　夜を駆けつつ、同じ術を同時に放つあたしと『ロック』。

　互たがいの放った冷気の矢が交こう錯さくし──

　あたしはその場に転がるように、『ロック』は大きく横に跳んで身をかわす。

　ならばっ！

　あたしは身を起こすなり、次の呪文を唱えつつ、木々の密度が深くなっている方に向かってダッシュした。

　頭上が木々の葉で遮さえぎられれば、月の光はほとんど届かない。あたりはほとんど真の闇。

　背後に追い来る気配をとらえ、タイミングを計り──

「氷の矢っフリーズ・アロー！」

　またまた聞こえる『ロック』の声！　同時にあたしはふり向きざま、完成していた術を解き放つ！

「魔風デイム・ウインっ！」



　ぶごぅっ！



　強風を吹ふかせるだけの術ではあるが、要は使い方次し第だいっ！

　駆け逃にげながら放った風は、『ロック』が放った冷気の矢、そのことごとくを吹き返す！

　暗くてはっきりとは見えないが、動く影は見て取れる。そして。

　ぱしんっ、と軽い音がして、影はあたしに向かってダッシュ！

　──うそっ!?

　あたしはあわててきびすを返すと地を駆ける。

　運か実力か、押し返した冷気の矢を、すべてかわした、というのも充じゆう分ぶん驚きよう異い的ではあるのだが──

　実は今、あたしがやったのは、強風で相手の術を押し返す、というだけではなかった。

　直前に身をかわしざま拾った枝切れを、風に乗せて『ロック』に放っていたのだ。

　外れても仕方なし。当たって動どう揺ようを誘さそえれば良し、気絶でもしてくれればラッキー、くらいのつもりでやったのだが──

　あの、ぱしんっ、という軽い音は、おそらく彼が枝切れを払はらい落とした音だろう。

　けど、この暗い中でどうやって!?

　あたしの居場所なら、気配で探ることもできるだろう。

　だが、闇にまぎれてほとんど見えず、何の気配もなく飛んできた枝切れの動きを正確に見切って撃げき墜ついするなど、人にん間げん業わざとは思えない。

　しかし──何なのだろう。このちぐはぐな感じは。

『ロック』は、戦いの合間にやたらと語りたがったり、こちらの語りに乗ってきたりしている。

　なおかつその攻こう撃げきパターンは単調でひねりがない。攻撃呪文を使えるシロウト並といっていい。

　ところが、こと防ぼう御ぎよに関しては、目に頼たよらない迎撃などという、達人並みのことをやってのけている。

　戦いのシロウトなのか熟練者なのか、判断に困るところではあるのだが……

　──そうか──！

　あたしはようやく気づく。

　なんのことはない。それは人間業ではなかったのだ。

「読めたわよ！」

　木立の下から月光の下へと飛び出しながら、あたしは声をはり上げる。

「目くらましをされた時や闇の中！　まわりの状況を『見て』たのはロックじゃなくてアルディオン、あなたの方ね！」

『ほう。気づいたか』

　声とともに、『ロック』もまた木立の中から姿を現す。

　闇の中、その双そう眸ぼうが薄うすい光を纏まとって見える。

「ゴーストがどうやってモノを見てるのかは知んないけど……

　少なくとも、明るすぎたり暗すぎたりするから見えなくなる、ってことはないでしょうね。

　体を共有してるのか何なのかは知らないけど、あなたは自分が悪霊ゴーストとして『見た』ものを、直接ロックに伝えることができる。

　だから『ロック』は、光で目くらましをされても闇の中でも、あたしの攻撃に、正確な対応ができたのよ！」

『よくわかったな』

　あたしにタネ明かしをされてもなお、しかしその口調には余よ裕ゆうがあった。

「けどそれ、わかったところでどうにかなるんですか？」

　……ちっ。自信たっぷりに種明かしをしてやれば、ちょっとは動揺を誘えるかと思ったのに。

　実際のところ彼の言う通り、それがわかったところで──

「──了りよう解かいしたよリナ殿どの」

　しかしその時。

　響ひびいた声は、どこかに身を隠かくしたままのフライドさんのものだった。

「つまり、アルディオンの気をそらせればどうとでもなる、ということだな？」

　いや、まあ確かにそうなんだけど──

『ほう。物もの陰かげに隠れるしか芸のない人間風ふ情ぜいが、我をどうこうする、と？

　面白い。やれるものなら──』

「みんなは空の星を見る。

　みんなは私を見ようとしない」

　突とつ然ぜんフライドさんが発した寝ね言ごとに、『ロック』の動きが、ぴたりっ、と凍りつく。

『きっ……！　貴様っ!?　なぜそれをっ!?』

「ど、どうしたんですかアルディオン王!?　落ち着いてくださいっ！」

　あわてふためくアルディオンとロック。

　そこに朗々と響くフライドさんの声！

「やはりまだ憶おぼえていたか。

　私は長年お前の研究をしていて、その過程で手に入れたのだ。

　お前が家臣にも身内にも内ない緒しよで書き連ねていた、自省と自じ戒かいオンパレードの年とし頃ごろ青少年ちっくな恥はずかし日記を！

　あまりの面おも白しろさに全部憶えているその内容を、今ここで声にするッ！」

「やめろぉぉぉぉぉぉっ！」

　絶ぜつ叫きようを上げるアルディオン。その動揺に感覚が混乱してか、『ロック』の体がぐらぐら揺ゆれる。

「アルディオン王!?　落ち着いて！　アルディオン王っ！」

　ロックのことばも王をなだめるには至らない。

「おお。そういえば王が、自身を山地で見た一輪の花になぞらえた日記もありましたな。

　あれは読んでいて思わず『うわぁ。』と声が出ましたぞ。たしか──」



    

  
    
      「よせそれだけはぁぁぁぁぁっ！」

　からかうようなフライドさんの声に、王の混乱は深まるばかり。

　……ええっと。

　なんだか知らないけどチャンスっぽいので──

「……烈閃槍エルメキア・ランス。」

『ぐぎゃばぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?』

　あたしの放った一いち撃げきは、今度はいともあっさりと王を直撃したのだった。



「明かりよライテイング」

　あたしの放った魔ま力りよくの光は梢こずえに貼はりつき、あたりの闇やみをおしのけた。

　生まれた光が照らすのは、地面にあおむけに倒たおれたロック。

「終わったのか……」

　どこからともなく姿を現したフライドさんは、ロックからやや離はなれた場所で足を止めてつぶやいた。

「ええ。間ま違ちがいなく、ね」

　と、うなずくあたし。

　あたしの術に直撃されて、『ロック』はあっさり倒れたのだが、術のダメージがロックとアルディオンに分散している可能性を考えて、念のため、倒れた彼に同じ術をさらに三発ほどぶち込んでおいたのだ。

　これで王の悪霊ゴーストは完全消しよう滅めつ。ロックの方は何日か倒れっ放しになるかもしれないが、命に別状はないだろう。

　ロックが特訓で身につけた力はとーぜん残っているだろうが、王という知ち恵え袋ぶくろとゆーか煽せん動どう者しやがいなくなった以上、大それたことはしないはず。

　今後の彼の処しよ遇ぐうは──まあ、ここの村長さんにでも任せるのが妥だ当とうだろう。

　かくて、現代に蘇よみがえった暴君のゴースト、そのもくろみはついえ去ったのだった。

　しかし、あたしには疑問があった。

　佇たたずむフライドさんの方に目をやって、

「聞きたいんだけど……

　さっきフライドさんが、日記の中身を話すって言ったとたん、アルディオンがすっごいうろたえてたけど、なんで？」

　問えばフライドさんは、遠い遠いまなざしで、

「まだ若いリナ殿に説明するのは難しいが……そうだな。

　リナ殿も日記をつけてみるといい。

　そして、十年経ったら読んでみろ。

　そうすれば、王の気持ちの半分くらいは理解できるだろう」

「……そういうもんなんだ」

　適当なあいづちをうちながら、あたしは悟さとる。

　きっと、フライドさんにも似たような経験があったのだろう、と。

　あたしはまだ明けぬ夜空を見上げ、

　とりあえず、一生日記はつけないでおこうと、かたく心に誓ちかったのだった──



（蘇よみがえる王：‥完）



    

  
    
      
        追つい撃げき！　ドールマスター



      

    

  
    
      

　幾いく度どもの爆お音とと閃光ひかりがはじけたあと、夜の森は闇やみが支配した。

　だがそれは、決して元通りの闇ではない。

　あちらこちらの枯かれ木にはいまだちろちろ火が揺ゆれて、オレンジ色の光が、あたりに倒たおれて呻うめく野や盗とうたちの姿を照らす。

　そんな中。

「──明かりよライテイング」

　あたしが生み出した魔ま力りよくの明かりが闇をおしのける。

　光の中に浮うかんだのは、黒いマントにショルダーガード、魔ま道どう士し然としたあたしの姿。

　倒れ伏した野盗たちの目には、どういうふうに映っただろうか。

「……お……お前は……」

　そばにいた野盗その一がぴくぴくしながら呻き問う。

　──このあたしことリナ＝インバース、旅の途と中ちゆうでシュミと実益とストレス解消に、あたりの野盗をへち倒し、おたからを没ぼつ収しゆうしたりすることもある。

　だが今日の目的はそれではない。──あ、もちろんついでだから、おたからは没収するけど。

　あたしはふところから人形を取り出し、かかげると、

「あんたたち。この人形に見おぼえあるでしょ？」

　木ぎれにボロ布を巻き付けたようにしか見えない、片手で持てるほどの小さな人形。

　つくりはいーかげん……というよりむしろヤケクソで、ボタンでできた左右の目は、位置がズレている上に大きさが違ちがい、髪かみの毛のつもりだろうと思われる、頭に縫ぬいつけられた糸もまばら。

　手足を表す枯れ枝も、長さも太さもまちまちで、かろうじて人のように見えなくもないといった感じ。

　問えば野盗は、その人形をしばしまじまじ見つめてから、

「……何だそのキモいの……？」

「キモいとか言うな火炎球フアイアー・ボールっ！」



　ずどぉぉんっ！



　思わずあたしがぶっ放した攻こう撃げき呪じゆ文もんの一発が、夜の森に、さらに一輪、炎ほのおの花を咲さかせたのだった。



　──ことの起こりは数日前。

「何!?　あんたリナ＝インバースっていうのかい!?」

　宿帳に名前を書いたそのとたん。

　宿のおっちゃんに、きらきらした目で問われ、あたしは思わずのけぞると、

「え……？　いやまあ、そうだけど……」

　答えた瞬しゆん間かん。

　おお、という、いくつもの歓かん声せいがあたりに沸わいた。

　宿の一階には食堂があり、夕食時にはまだちと早いが、ちびちびと酒を飲んでるじっちゃんや、雑談に興じるおばちゃん数人、くつろいでいた老夫婦など、地元の人とおぼしき客たちがいた。

　そのへん全員が声を上げ、こちらの方を向いたのだ。

「へぇーあんたがあの！」「えー、本人なのかい!?　本当に!?」「そういやぁどっか面おも影かげあるなぁ」「ありがたやありがたや……」

　口々に言いながら、中にはいきなりおがみだす人までいる始末。

「え？　ちょ、何？　どういうこと？」

　とまどいながらも問いかける。

　じまん以外のなんでもないが、あたしのよーに旅の天才美少女魔道士をやっていると、いろいろと噂うわさにもなる。

　とはいえあたしはあくまでも、聖者ではなく魔道士である。ドラゴンもまたいで通るだの、盗賊ロバーズ・殺しキラーだのという武勇伝のたぐいは多いが、いきなりおがまれたりする心当たりはないのだが……

　対する宿のおっちゃんは笑顔で、

「ほら、うちの玄げん関かん先さきに奇き怪かいで不細工な人形が飾かざってあっただろ？　入る時、気づかなかったかい？」

「──そういえばあったけど……」

　あたしはすぐに思い出す。

　入り口に、木ぎれとボロ布とボタンとでできた、人形に見えなくもない物体が置いてあるのには気づいていた。

　たぶん子供の忘れ物なのだろうが、てきとーなつくりがなんともいえないブキミさをかもし出し、あまつさえそれが夕日に染まるさまは、呪のろいの人形にしか見えなかった。

　答えると、おっちゃんは笑え顔がおで、

「あれがあんたをモデルにした、リナ＝インバース人形だよ」



　びきっ。



「ちょっと待てぇぇぇぇいっ！」

　自分のこめかみに青スジが立つ音を聞きながら、あたしはおっちゃんにかみついた。

「いろいろなことはさておいてっ！

　何よりまずっ！

『面影がある』上に『奇怪で不細工』ってどぉいう意味よっ!?」

　問いつめれば、宿のおっちゃんはあわててぱたぱた手を振ふりながら、

「い……いやいや！　私はあなたと人形が似ているとは言ってないよ！

　ほ、本人の方がずっとかわいらしいと思うよっ！」

　そのことばには納なつ得とくして、次にあたしは、面影がある、とか口走ったおじーちゃんに目をやった。

　にらまれて、じーちゃんは汗あせをだらだら流しつつ、

「い、いや、面影というか全体的な雰ふん囲い気きっちゅうのかな。もちろんわしも、本人の方が美人さんじゃと思うがな」

「ならばよしっ！」

　あたしは大きくうなずくと、あらためて宿のおっちゃんに問いかけた。

「で──？

　その人形って一体何なわけ？　なんで宿の前に置いてあって、みんなでありがたがってるの？」

「は？　なんだ、あんた、当人なのに知らないのか？」

　おっちゃんは目を丸くしてから、なぜか得意げに、

「あれはな、野盗よけの魔ま法ほうがかかったリナ＝インバース人形だよ」

「……野盗よけの魔法……？」

　ありえないことを言われて眉まゆをひそめたあたしに、おっちゃんは、

「ああ。

　ちょっと前から、このあたりで野盗の姿をちらほら見かけるようになってなぁ。

　なにしろこんな小さな村だから、兵隊さんがいるわけじゃない。

　村長が領主様に陳ちん情じようはしたけれど……兵士を送るって返事はもらえたものの、なかなかそんな様子は無し。

　やっぱり実際に被ひ害がいが出たわけでもない以上、たいしたことはしてもらえないのか、ってみんなで不安がっていた時だ。

　ルフォーラの魔道士協会の方から来た、ってお人が、野盗よけの魔法がかかった人形を格安でみんなに分けてくれてなぁ。

　それ以来、ぴたりと野盗も見かけなくなるし、いや本当に効果覿てき面めん。ありがたい限りだよ」

「……ふ……ふーん……そぉゆうことだったんだぁ」

　てきとーにあいづちをうちながら、あたしは内心、ムカついていた。

　むろんのこと。

　言うまでもなくサギである。

　そもそも野盗よけの魔法、なんぞというものがあるわけはない。

　種族や性別によって効果に差がある術はあるが、しごとの違いによって効き目を発揮する術などというのは存在しない。

　そもそも野盗って、しごとの種類というより犯罪者の種類だし。

　──おそらく──

　人形を売りつけた奴やつは、最初、野盗っぽい格好であたりをうろつき、わざと村の人たちの目に留まったのだろう。

　そうやって不安をあおったところで、次に魔道士っぽい格好で、効果もないいんちき人形を売りつけてひともうけをたくらんだわけである。

　──ま、ひょっとしたら単独犯じゃなく複数犯の可能性はあるが。

　ちなみに、おっちゃんが言ったルフォーラというのは、少し離はなれた所にある、わりと大きな町で、たしかに魔道士協会もあるにはあるのだが──

　この雰囲気から察するに、村の人たちのうち少なくない人数が人形を買ってしまったようである。

　人形の材料は、そこいらへんで拾ってきたようなものばかり。制作費はほとんど手間賃だけだろう。

　なら人形売りは、それなりにもうけているはず。

　しかしあたしはそう気づいた上で。

「──でもお守りっていうのは、ある程度の効き目はあっても絶対じゃないし、しばらくたつと効き目が切れちゃったりすることもあるから。

　それだけに頼たよらずに、みんなで注意をした方がいいわよ」

　宿のおっちゃんと村の人たちにてきとーに話を合わせた。

　あんたたちはだまされている、と指し摘てきすることはたやすい。

　しかしこの雰囲気からすると、すぐには信じてくれないだろう。

　仮に、説明して信じてくれたとしたら、今度は怒いかりの矛ほこ先さきが、名前を勝手に使われたあたしに向きそうな気がしたのだ。

　ゆえにこの場は流したのだが──

　むろんのこと。

　あたしとしては、こーゆーナメたマネをしてくれる奴を野放しにしておくつもりはないっ！

　人形を売った奴を捜さがし出し、絶対死ヌほど後こう悔かいさせるっ！

　みんなの手前、笑顔を浮うかべたそのままで、あたしはかたく心に誓ちかったのだった！



　かくてあたしは捜そう査さを開始した。

　まずは相手の人相特定。

　しかし村の人たちに聞いてみれば、人形を売った魔道士ふうの男は、マントを纏まとい、フードを目ま深ぶかにかぶっていたので、疲つかれた顔をした三、四十代の黒くろ髪かみの男だということがわかった程度。

　野や盗とうふうの情報はもっと少なかった。

　いかにもごろつきふうの格好をした連中が三人ほどいた、というのがわかったことくらい。

　人相に関しては、目もく撃げき者しやたち人いわく、『そんな細かい所まで観みている余よ裕ゆうはなかった』とのこと。

　──たしかに、ふつーの人が山の中で野盗を見かけたら、観察するより先にとっととその場を離れるだろう。

　相手が最低でも三人以上、ということはわかったものの、足取りを追う手がかりにはならない。

　そこであたしは、あたりの村を片かたっ端ぱしから訪おとずれて、野盗の姿が見えたり、人形が売りつけられていないかを聞いて回った。

　──なぜ町ではなく村かといえば、人形売りたちが住民の不安につけ込んで商売をしている以上、警備兵などが常じよう駐ちゆうしている規模の町は狙ねらわない、と踏ふんだのだ。

　むろん、村から村に移動する途と中ちゆう、野盗の噂があれば行ってさんざんしばき倒たおし、人形売りに心当たりがないかを聞いた上で、おたからを没ぼつ収しゆうすることも忘れない。

　三つ四つばかり野盗集団を壊かい滅めつさせたが、人形事件に関かかわっている連中は見つからなかった。

　そんなふうに調査と殲せん滅めつを続けるうち、連中がどちらの方に移動しているか、といったおおざっぱな流れは見えて来た。

　そうなればあとは、相手が次に狙いそうな村に行き、最近、近くで野盗たちを見たという話はなかったか、と聞いて回るだけ。

　そして──

「野盗なら、わしの息子むすこが見たと言うておったな」

　そんな答えが返ってきたのは、メルズズという小さな村のメシ屋でのことだった。

「ほんと!?」

　あたしは昼ごはんのチキンと蕪かぶのクリームシチューをぱくつく手を止めて、となりのテーブルに座すわるじーちゃんに目をやった。

　じーちゃんは果実酒のジョッキを口もとでかたむけ、赤ら顔で、

「この前、息子が東の山にたきぎを拾いに行った時な。

　幸いそいつらは息子には気づいておらんかったようでな、おかげで無事に帰って来られたわけじゃがのぅ」

　あたしはイスの向きをじーちゃんの方に変えると、

「なるほど。この前って、具体的には？」

「んー……四日前、じゃな」

「で、見た目はどんな連中で、何人くらいいたの？」

「息子が見たのは三人だったらしいがの。

　くわしい格好までは聞いておらんが、どう見てもかたぎには思えん格好をしておった、と言うておったのぅ」

　おしっ！　当たりっ！

「ありがと。

　──おばちゃーん！　このじーちゃんにお酒一いつ杯ぱい追加！　あたしのおごりで！」

　あたしは店のおばちゃんに、じーちゃんへのお礼がわりの一杯を注文した。

　連中は野盗の影かげをちらつかせ、村の人たちの不安を煽あおってから人形を売りに来る。

　つまり。

　しばらくこの村で張っていれば、人形売りが姿を見せるはずっ！

　のこのこと現れた時が最さい期ごと思えっ！

　遠くないうちに来るはずの日を思い描えがき、あたしは闘とう志しを燃やすのだった──



　その時は、思ったよりも早くやって来た。

　メルズズに宿を取り、とどまった二日目のこと。

　ひまつぶしの散歩から帰ってくると、宿のそばにはちょっとした人ひと垣がきができていた。

　──ひょっとして──

　予感を胸に足を向ける。

　小さな村ゆえ、人垣といっても十人に足りない程度。人と人との間から、その先に佇たたずむ黒い影が見えた。

「──しかし皆みな様さまご安心あれ。我わが魔道の技をもってすれば、野盗たちから村を守ることなど簡単至し極ごく……！」

　そう声を上げていたのは、一人の中年男だった。

　体を覆おおうマントの端はしには白糸の縫ぬい取り。目ま深ぶかにかぶったフードの下からは黒髪と、頬ほおのこけた顔が見える。

　聞いていた特とく徴ちよう通り。

　男は顔を伏ふせ気味のまま、さらにセールストークを続ける。

「野盗たちが忌き避ひしたくなる空間を創成することにより、襲しゆう撃げきされる確率を大おお幅はばに下げるこの魔法の道具マジツクアイテム──」

　と、マントの下から例の人形を取り出して、

「リナ＝インバース人形を玄げん関かん先さきに置くだけで、まわりに発生したインバース＝ゾーンがしつこい野盗をシャットアウト！

　安心の夜を取り戻もどします！」

　さし出された人形の面めん妖ようっぷりに、村の人たちは一いつ瞬しゆんわずかに身を引くと、口々に、

「ほ……本当にきくのか？　それ？」

「けど……なんかの術がかかってるってのは間ま違ちがいなさそうだな……なんていうか、禍まが々まがしいオーラっていうか、そんなもんを感じるぜ……」

「でも……魔法の道具マジツクアイテムっていうとお高いんでしょ？」

　一人のおばちゃんのつぶやきに、魔道士姿は、我が意を得たり、とばかりに、にまりっ、と笑うと、

「その心配はごもっとも……

　たしかに普ふ通つうの魔法の道具マジツクアイテムには、お高いものが多いのが常識……！

　中には一生遊んで暮らせるような値がつくようなものもあります……！

　しかし……！　このリナ＝インバース人形はルフォーラ魔道士協会の方で画期的な技術を使っての量産により、格安のお値段を実現しました……！

　それでも本来ならお値段金貨一枚相当のところを、今ならなんと──！」

「いくらなの」



    

  
    
      　横から割り込んだあたしの声に、男はわずかに顔を上げ──

　そこでようやく、人垣の後ろに佇む魔道士姿のあたしに気づき、大きくもない目を開かせる。

　この規模の村に本業の魔道士がいるとは思ってもいなかったらしく、ロコツに頬を引きつらせつつ、

「お……おや、ひょっとして、護衛に魔道士の方を雇やとっておられたのですか。

　で、でしたら守りの人形は不要かもしれませんな。はは、は」

「いくらなの」

　眉まゆ一つ動かさぬまま、重ねて問いかけるあたし。

　男はわずかに身を引きながら、

「ぎ……銀貨二枚で……」

「ふーん」

　自分のウソがバレるのではないかと思って警けい戒かいしているのだろうが──残念ながら男にとって、事態はもっと悪い。

　あたしは続けた。

「じゃあ、あたしの知ってる限りでも、今までの村のトータルで、金貨五、六枚程度のかせぎにはなってるわけね？」

「なっ──!?」

　男は、もはや隠かくしようもない驚きよう愕がくの声を上げていた。

　しばし瞳ひとみを泳がせてから、

「な……何をおっしゃりたいのですかな？」

　それでもなんとかとりつくろおうと、男は言うが、額にうっすらにじんだ汗あせと揺ゆれる声が、内心の動どう揺ようを隠せていない。

　あたしは変わらず堂々と、

「ルフォーラ魔道士協会に問い合わせたけど、そんな人形は作ってない、って」

『な──!?』

　今度の声は、男と、まわりの村人たちとが同時に上げた。

　実を言うと──

　ルフォーラ魔道士協会に問い合わせた、というのは、まるっきりのウソである。

　とはいえ、野や盗とうよけの人形というのがウソなのは間ま違ちがいないのだから、問い合わせるまでもない。

「ちょっと!?　ウソってことかい!?」

「じゃああんた、オレたちをだますつもりだったわけか!?」

　口々にかみつく村の人たちに──

「ご、誤解です！」

　それでも男は声をはり上げた。

「ルフォーラ魔ま道どう士し協会の方、とちゃんと言ったでしょう!?

　魔道士協会そのものが公認して人形を作っているわけじゃあありませんからね！」

　いかにもな苦しい言い訳だが──いずれにしろ、一度うそくさいと思われたらそれでおしまいである。

　集まっていた村の人たちは、口々にぶつぶつ言いながら、あちらこちらに散ってゆく。

　残ったのは、あたしと男の二人のみ。

　しばし続いた沈ちん黙もくの後。

「……な……何なんだあんたは……ひとの商売のジャマをして……？」

　虚きよ勢せいを張って問う男に、あたしはつめたいまなざしで、

「ああ、あたし？

　リナ＝インバースっていうの。

　それだけ言えば状じよう況きようはわかるでしょ？」

　びびくぅっ！

　あたしが名乗ったそのとたん。

　男は面おも白しろいように震ふるえると、脂あぶら汗あせなど流しつつ、しばし視線を泳がしていたが、

「ち……違う、誤解だよ。

　べ、別にあんたの名前を勝手に、人形につけたわけじゃないんだ。

　うちの田舎いなかの言い伝えによると、山の中にはリナイ・ンバースっていう妖よう怪かいがいて、悪いことをした子供を頭から──」

「うそつけぇぇぇぇぇぇぇっ！」



　めしっ。



　あたしの右の靴くつ底ぞこが、男の顔面にめり込んだ！

　よろける男に、あたしはまなじり吊つり上げて、

「素す直なおにあやまるならとにかく、この期ごにおよんでくだんない言い訳をっ！

　どーやらこれは、ちょっとイタい目に遭あってもらうしかないわねぇ」

　言って、にやりっ、と笑えみを浮うかべると、

「ひ……ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」

　男はくるりときびすを返し、一目散に逃にげ出した！

「逃がすかぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　叫さけんであとを追うあたし！

　男は村の通りを、東に向かってまっしぐら──と言いたいところだが、動揺と恐きよう怖ふのせいか、やや足もとがおぼつかない。

　こっちが本気で走ったら、おそらくあっさり追いつくだろう。

　だが、それでは困るのだ。

　あたしの目的は、男を追い立て、仲間のいる場所に案内させること。

　とっ捕つかまえて白状させる、というテもあるが、あれこれ言って話を聞くより、こうした方が手っ取り早い。

　男は時折後ろをふり返りつつ、多少おぼつかない足取りながらやがて村を抜ぬけ、山道に入る。

　全速力のように見せながらも、適当に距きよ離りを置いて追うあたし。

　山道をそのまましばらく行ったあと。

「──逃げろっ！　ヤバい奴やつにバレた！」

　男が突とつ然ぜんはり上げた声に、驚おどろいた鳥が梢こずえから飛び立つ。

　──ちぃっ！　仲間だけでも逃がす気か!?　案外殊しゆ勝しようなっ！

　こうなったら、まずはこいつだけでもとっ捕まえるっ！

　あたしは足を速めつつ、口の中で呪じゆ文もんを唱え、タイミングを見計らうと、男の背中に向けて──

「氷の矢っフリーズ・アロー！」

　ききこきこきぃんっ！

　虚こ空くうを裂さいた十数条の冷気の矢は、あるいは木の幹に、あるいは大地にぶつかると、凍いてつき、白い霜しもを浮かび上がらせた。

　だがそれは、あたしの放ったものではなかった。

　木々の奥おくから飛び来たそれらは、こちらの足を止めるためのもの。現に、あたしがとっさに跳とんでいなければ、つま先を氷こおり漬づけにされていただろう。

　──これは──

　あたしは内心ほぞを噛かむ。

　たった今、術を放った声に、あたしは聞きおぼえがあったのだ。

　そして！

「ほーっほっほっほ！」

　木々の間にこだましたのは、予想通りのバカ笑い！

「どうやら何かあったらしいわね！　ハイダル＝パジャット！

　しかぁしっ！

　この白蛇サーペントのナーガが助けに来た以上、何の心配もいらないわっ！」

　──ってやっぱりかぁぁぁぁぁぁっ！

　思わず頭を抱かかえつつ、あたしはそちらに目をやった。

　山の木立のその向こう、ハイダルと呼ばれた人形売りのすぐそばに、現れ出た影かげ一つ！

　長い黒くろ髪かみ黒マント、トゲトゲつきのショルダーガードに首からドクロのネックレス！　むやみに露ろ出しゆつの多い服！

　そう！　彼女こそ、自じ称しようあたしのライバルこと、存在自体が理解不能！　朝から晩まで迷めい惑わく三ざん昧まい、白蛇サーペントのナーガ！

　言いたいことを言ってから、よーやくあたしの存在に気がついたのか、彼女は目をぱちくりさせて、

「あら、誰だれかと思ったらリナじゃない。こんなところで奇き遇ぐうね」

「──ってお前が黒幕か氷の矢っフリーズ・アロー！」

　ここきこきこきききぃんっ！

　あたしは、男にぶっ放すために唱えておいた呪文を、迷うことなくナーガにぶちかましたのだった。



「まったく……いきなり何をするのよ。あいかわらず乱暴ねリナ……」

　ナーガはあたしの放った術をまともに食らい、全身氷漬けになり──

　話を聞くため、しかたなく解かい凍とうするなりそう言った。

　そばで見ていたハイダルが、その不死身っぷりに目を丸くしていたりするが、むろんあたしはそんなことで、今さら驚いたりはしない。

　──山の中でこいつらを目もく撃げきした人が、どう見てもカタギには思えない格好をしていた、とか言ってたらしいが、どうやらその中にはナーガも含ふくまれていたようである。

　……確かにカタギの格好には見えないけど……まさかそっちの方向だったとは……

　あたしは解凍したナーガをつめたいまなざしでにらみつけ、

「乱暴ね、じゃないわよ。

　あんた、変な人形に、勝手にあたしの名前をつけて売ってたでしょ？」

「ふっ。それは誤解ねリナ。

　──あなたたち！　出てきなさい！」

　ナーガの上げたその声に、しばしの間を置いて、木々の奥から姿を現したのは、ごろつきふうの二人の男。

　どちらもざんばら髪がみに無精ヒゲ、おんぼろの革かわ鎧よろいを身につけて、腰こしにはひとふりの剣けん。

　どうやっても野盗にしか見えない。

　二人はおそるおそる近づいて来ると、あたしたちからやや距離を置き、ハイダルのそばで足を止めると、

「あ……あの……ナーガの姐あねさん、今そっちの人を、リナ、って呼んでましたけど、ひょっとして……？」

　ごろつきふうの一方がそう尋たずねると、ナーガはなぜか胸を張り、

「そう。

　あなたたちが人形に名前を使った、リナ＝インバースよ」

『どひぃぃぃぃぃぃっ!?』

　二人は同時に悲鳴を上げると、あわてて口々に、

「ち、違ちがうんです違うんです！」

「うちの田舎の言い伝えじゃあ、山の中にはリナイ・ンバースっていう妖怪がいて！」

「悪いことをした子供を頭からバリバリ食べるって言われてて！」

「そっちから名前を取っただけなんです！」

　と、ハイダルと同じような言い訳をする。

　……って、ひょっとして本当にあるのかその言い伝え……？

　ナーガは三人をしぐさで指して、

「このわたしは、三人が画期的な商売をしているのを偶ぐう然ぜん知って、リナ当人を知るアドバイザーとして協力していたのよっ！」

「……ち……ちなみに……」

　後ろでごろつきの一方が、ふところをごそごそまさぐって、

「これが、ナーガの姐さんにアドバイスしてもらう前のものです」

　言ってさし出した人形に目をやれば──

　あ。かわいい。

　やや粗あらいつくりではあるが、ちゃんと女の子に見えるし、縫ぬい合わせた布の中には詰つめ物が入っており、ある程度、手がかかっているのは見て取れる。

　お値段の銀貨二枚に見合うかと問われればちょっとツラいが、子供用の人形としては、まあ、ぎりぎり及きゆう第だい点てんだろうか。

「──ってちょっと待てぇぇぇぇっ！

　なんであんたがアドバイスしたあとの方がブキミになってるのよっ!?」

　思わずナーガにかみつくあたし。

　ビフォーアフターを比べれば、見た目の善よし悪あしと手間の差は一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　問えばナーガは胸を張り、

「ふっ！　愚ぐ問もんねリナ！　見ればわかるでしょ!?

　最初の方のはあきらかに迫はく力りよくが足りないじゃない！

　作るのに手間もお金もかかるし！」

「結局は金かっ!?」

「商売に利益の追求は当然よっ！」

「商売？

　じょーだんっ！

　野や盗とうの格好でうろついて村の人たちを不安にさせて、何の効果もない人形を魔法の道具マジツクアイテムと言って売りつける！

　そーゆーのは商売じゃなくて、サギって言うのよっ！」

「そ……それは違う……！」

　あたしのことばにそう言ったのは、意外にも、ナーガではなく、後ろの方でこそこそしていたハイダルだった。

　おどおどした態度ながらも、

「サ……サギというのはさすがに聞き捨てならないな！

　何しろ、私は何一つ嘘うそなどついていないんだからなっ……！

　たとえばこの二人っ！」

　と、仲間二人を指して、

「この格好をさせているのは、あくまで用心のためだっ！

　旅の途と中ちゆうで野盗に会っても、この格好ならば、同業者と思われて、手出しされずに済むかもしれんからなっ！

　ちなみに剣は、棒きれをそれらしく加工しただけの見せかけだっ！」

　ハイダルの話に合わせるように、野盗姿の二人は腰の剣を外し、一方は柄つかと鞘さやを持って引っ張り、抜けないことをアピールし、もう一方はそれを地面にほうり投げる。

　鋼の剣なら、かしゃりっ、と金属音がするところだが、響ひびいたのは、からんっ、と軽い音。

　たしかにただの棒きれというのは本当らしいが──

　あたしはハイダルに疑いのまなざしを向けたまま、

「……ふーん……

　あたしはてっきり、ルフォーラの魔ま道どう士し協会と何かでモメたあんたが、協会の名前を貶おとしめるのと小銭稼かせぎを兼かねて、そこいらへんでぶらぶらしていた二人といっしょに三文サギをはじめたんだとばっかり思ったんだけど、違うんだ」

「──ちっ──違うぞっ!?

　た、確かに私はまあ、以前、あそこの協会といろいろあったことは認めるが……というか、どこまで知っているっ!?」

　あわててなんだか言いつくろう。

　こっちはてきとーに想像で言ったのだが……ひょっとして当たりか？

　なかなかわかりやすい奴やつである。

「と、ともかく！　だ！」

　なんだかやましいことでもあるのか、あたしの返事を待たぬまま、ハイダルはことばを重ねた。

「人形の商品名は『マジックアイテム　リナ＝インバース人形』！

　マジックアイテムというのは、あくまでも商品名の一部であって、製品の性質を表したものではないっ！

　画期的な技術で量産したとは言ったが、魔道技術を使っているとは言ってない！」

「じゃ、インバース＝ゾーンとか野盗よけの効果ってのは？　そんなものないんでしょ？」

「ふっ！　甘あまいな！　見よ！　これを！」

　言ってハイダルは、ばさぁっ！　とマントをひるがえす。

　……ひるがえしただけで、別に何かがどうにかなるわけでもなかったが。

「……何を？」

「だから、これだっ！」

　彼はふたたび、マントをばさりっ、とひるがえし、

「マントの端はし！　白い糸で縫い取りがしてあるだろう!?」

「してあるけど、それがどうか……って、ああっ!?」

　ようやくそのことに気がついて、あたしは思わず声を上げた。

　てっきりデザインだと思っていた、マントの端の白い縫い取り。

　だがそれは、単なる模様ではなかったのだ。

　かなりデザイン化され、ぱっと見、模様にも映るが、よく見れば確かに普ふ通つうの文字で、はっきりと、



　＊使用者の感想です。製品の効果を保証するものではありません



「──くっ……！　注意書きっ……!?」

「ふははははは！　その通り！」

　ハイダルはまたまたマントをひるがえし、勝ちほこった笑い声を上げると、

「たしかに私のセールストークには、若干誤解を招きやすい表現が含まれていたかもしれん。

　しかし！

　私が口上を述べている間じゅうずっと、このでかでかと書かれた注意書きは相手の目の前に表示されていた！

　それを読みもせず商品の性質を勝手に誤解したあげく、この私をサギ呼ばわりとは片腹痛い！」

「──と、いうわけよリナ！」

　ナーガは大きく胸を張り、

「つまぁぁぁぁりっ！

　この商売は決してサギではない、ということよっ！」



    

  
    
      「サギぢゃぁぁぁぁぁぁっ！」

　自信まんまんの間ま違ちがった主張に、あたしは思いっきし絶ぜつ叫きようした。

　びしぃっ！　とナーガを指さして、

「仮に万一っ！

　世の中の人全員が、それがサギじゃないって賛成したとしてもっ！

　ブキミな人形に勝手にこのあたしの名前をつけてひろめたことは許せないっ！」

　怒いかりの炎ほのおを燃やすあたしに、ナーガは余よ裕ゆうの表情で、ふぁさっ、と髪かみをかき上げて、

「……ふっ……わかったわリナ。

　そうね、じゃあこうしましょう。

　ここはひとつ、持ちつ持たれつということで、あなたもこのわたしの名前を使って商売をしてもいいわよっ！

　ナーガサブレとか！」

「話になるかぁぁぁっ！

　あんたの名前に何の値打ちがあるっていうのよっ!?」

　あたしのツッコミに、ナーガは頬ほおをぴくぴく引きつらせつつ、

「……ほほぅ……

　それは、このわたしにケンカを売っているという解かい釈しやくでいいのかしら？」

「逆ね。そっちが売ってきたケンカを買おう、って言ってんのよ」

「……ふっ……

　どうやらこの件についてはわかり合えないようね。リナ」

　言って、じりっ、とナーガが身構えれば、あたしも軽く足を開いて戦せん闘とう態勢を取る。

「この件ってゆーか、すべてにおいてあんたとわかりあえる予定はないけどね」

　おたがいの攻こう撃げき呪じゆ文もんの詠えい唱しようが、静かな山の中に流れた──



『ぬどわぁぁぁぁぁぁぁっ!?』

　三つの悲鳴が重なって、木立の間を進みゆく。

　ハイダルと、野盗姿の男二人。

　そのあとを追うように──

　つどごぉぉん！　こきかききぃん！

　攻撃魔ま術じゆつの炸さく裂れつ音おんが山を下りてゆく！

　むろん言うまでもない。あたしとナーガが術の応おう酬しゆうを続ける、その音である。

　正直ナーガに負ける気はしないが、仮に彼女を倒たおしたところで、ハイダルたちを逃にがしたのでは意味がない。

　あたしはハイダルたちを追いながらも、ナーガとの攻こう防ぼうを続けていた。

　しかし木々などの障害物が多い中、なかなか決定打にならない。

　わずかに先を行くハイダルたち三人は、山道すらないゆるい斜しや面めんを駆かけ下り──

『あ。』

　同時に声を上げ、足を止めた。

　何があったのか、と思ったその時。

「──おお！　あなたはあの時の！」

　知らない誰だれかの声が聞こえた。

　あたしは状じよう況きようを理解する。

　ハイダルたち三人が立っていたのは、踏ふみ固められた道の上。

　どうやらみんなで、でたらめに山の中を駆けているうちに、どこかの街かい道どうに出てしまったようである。

　でもっておそらく、その街道を通っていた誰かが、ハイダルたちのことを知っていたのだろう。

「──ふっ！　リナ──！」

「ちょっと待ってナーガ。なんか、知り合いに出会ったっぽい」

　追いついて来たナーガに待ったをかけて、ゆっくりと下に降りつつハイダルたちの様子を見る。

「……え？　あー……」

　相手に心当たりがないらしく、とまどい顔を浮うかべるハイダルに、声の主はうれしそうに、

「おぼえてないのかい？　まあ無理もないかもな。あんたの客は多かったから。メメッドの村で雑貨屋をやってた者だよ」

「あ……ああ」

　あいまいなあいづちをうつハイダル。

　あたしとナーガは街道に近づき、そっと様子を見てみれば、相手は背中に荷物を背負った中年のおっちゃんだった。

　雑貨屋とか言っていたから、たぶん仕入れか何かで、たまたまここを通りかかったのだろう。

　とーぜんおっちゃんからは、ハイダルの仲間二人も丸見えだが、どうやらこいつらが野盗のフリをしていたサクラだと気づいていないらしく、気にした様子もなくハイダルの方に近づきながら話を続ける。

「いやぁ、あんたにはみんな感謝してるんだよ。

　すごい効き目だよ、あんたに売ってもらったリナ＝インバース人形！」

『……はあ……？』

　眉まゆをひそめる一同に、おっちゃんは上じよう機き嫌げんで、

「今だから言うけどさ、正直言ってみんな最初は、あんなお守りが効くのか、って心の中では思ってたみたいなんだよ。

　だってよ、魔法の道具マジツクアイテムにしちゃあ、いくらなんでも安すぎたからなぁ。

　だからみんな、藁わらにもすがるような気分で、気休めの半信半疑で買ってたんだけどな。

　人形を置くようになってから、近くで野盗を見かけなくなったけど、偶ぐう然ぜんなんじゃあないか、って言う奴も多かった。

　けど、そうじゃなかった。

　やっぱりすげえよ、あんたの人形！」

「……どうすごかったの？」

　あたしが横から顔を出してそう聞けば、おっちゃんは、興奮した口ぶりで、

「どうもこうも！　聞いておどろけ！

　村の近くに野盗たちが現れはじめた頃ころ、おれたちは領主様に陳ちん情じようしたんだが──

　最近になって、やっと兵隊さんたちがやって来たんだ！」

　兵ということばに、ハイダルと仲間たちが一いつ瞬しゆん、びくっ！　とふるえるが、おっちゃんはそんなことには気づかない。

「で、な。

　その兵隊さんたちが言うことにゃあ、あたり一帯の山を調べたところ、それまでこのへんにいた野盗どもが、ごっそりいなくなっちまってるらしいんだ！」

　言われて、あたしは、かくんっ、とあごを落とした。

　………………それ、あたしだ。

　ハイダルを探してあちこちをうろうろしているうちに、あたしは、出くわした野盗の集団をいくつか壊かい滅めつさせている。

　さすがにあたりの野や盗とうを全部つぶしたわけではないだろうが、無事だった連中も、ヤバい空気を察知して離はなれて行ったのだろう。

　呆ぼう然ぜんとする一同に、おっちゃんは続ける。

「こうなるともう、あんたの人形のおかげ、って以外には考えられねえだろ？

　いやぁ。本当、たいしたもんだよ！

　家とか村とかじゃなく、あたりじゅうから悪党どもを追い払はらっちまったんだからな！

　あんたの人形のことを話したら、兵隊さんたちも感心してたよ。

　できればうちでも採用したいくらいだ、ってね。

　何なら今度、領主様のところにでも売り込んでみたらどうだい？」

　……へ……兵士たちにまで……あの人形のことが伝わった……？

　あたしは、よろりっ、と、そばの立木によりかかる。

「ま、みんながあんたに感謝してる、ってこと、それだけは伝えたくてな。

　本当にありがとうよ。

　じゃあ、邪じや魔ましたな」

　言っておっちゃんは、ハイダルたちとすれ違ちがい、街道の先へと歩き去ってゆく。

　一同はその背中を見送って。

　やがてハイダルと仲間二人は、互たがいに顔を見合わせ、

「……ひょっとして俺たちのやったこと、喜ばれてる？」

「つまり結果として、いいことだった、ということか？」

「いいことのわけがあるかぁぁぁっ！」



　ぼぎゃっ！



　全力でダッシュして、あたしの放った跳とび蹴げりが、ハイダルの顔面を直ちよく撃げきした！

「ちょっとリナ──」

　そんなあたしに、ナーガは眉をひそめて、

「何怒おこってるのよ？

　買ったひともああして喜んでるんだからいいじゃない？」

「そんなりくつはないっ！

　いいっ!?

　へたをするとこのあたりに、あの人形の噂うわさがひろまったりするわけよっ！

　言いかえるならっ！

　リナ＝インバースは、あの面めん妖ようブキミな人形に似ているんだろうな、って誤解されまくるのよっ！」

　なんとしてでもそんな事態は防ぎたいのだが……どう考えても手て遅おくれっぽい……

　なおかつ、あたし自身が野盗たちをしばき倒しまくったことが話をひろめる助けになっているのも腹が立つのだが、それはさておきっ！

「んっふっふっふっ……

　こーなったら残る手段はただ一つ……」

　怒りのオーラを纏まといつつ、ナーガとハイダルたちを、ぐるりっ、とにらみつければ、一同の顔は恐きよう怖ふに引きつって。

「二度とこーゆナメたマネしないよーに、あんたら全員今ここで、死ヌほど後こう悔かいさせちゃるっ！」

　宣言とともにあたしは問答無用で、攻撃呪文の詠唱をはじめたのだった──



　──後日。

　とある地方で、一夜にして山の形が変わった、といううわさ話が流れた。

　その近くにある村の家々の軒のき先さきに、今でも面妖な人形が置いてあるのか、あたしは知らない──





（追つい撃げき！　ドールマスター：‥完）



    

  
    
      
        戦せん慄りつの井い戸ど端ばた会かい議ぎ



      

    

  
    
      

「あのー、落としましたよ」

　後ろからかけられた声にふり向けば、そこには女が立っていた。

　服装からして、町の人だろう。

　二十代の前半といったところか。美人ではあるが、表情に元気がないのと、長い黒くろ髪かみがほつれて額にかかっているせいで、なんだかひどく疲つかれて見えた。

　彼女がさし出した右手には、布でくるまれた小さな塊かたまりがあった。

「──あ！」

　思い立ち、あたしは自分の持ち物を確かめる。

　旅の美少女天才魔ま道どう士したるこのあたし、リナ＝インバースは、立ち寄ったこのクォルヴェの町で、近くに出しゆつ没ぼつする大鬼オーガ退たい治じをたのまれた。

　そっちの方はたった今、さっくり片付けて帰って来たところなのだが──

　戦いの中で相手の爪つめがかすりでもしたか、あるいは他の理由か、ともあれベルトに吊つるした小こ袋ぶくろの一つが破れ、中に入っていたはずのものがなくなっている。

　小ビンに入った魔道薬。お値段は、ささやかな家なら買えるくらい。

　ビンが割れないように布でくるんでおいたのだが、女がさし出している布包みは、まさしくそれだった。

　布のおかげで中身は無事のようだが、落ちてもあまり音がせず、気づかなかったのだろう。

「──ありがとー！　あたしぜんぜん気づいてなかったわ。どこで落としてた？」

「そこの角ですよ。ほら、走ってた子供が、風でなびいたあなたのマントにぶつかった、あの時に」

　あー。あの時か。

　あたしは女から包みを受け取りながら、

「いやー助かったわ、ほんとありがと」

「いえいえお礼なんて。

　──それよりあなたひょっとして、町長さんからオーガ退治を頼たのまれた魔道士さん、じゃないですか？」

　町といってもこのクォルヴェ、それほど規模は大きくない。旅の女魔道士がオーガ退治を引き受けた、という噂うわさはさっそくひろまっているのだろう。

　問われてあたしはうなずくと、

「そう。で、今ちょうど、さっくりと片付けてきたところよ」

「え、もうですか!?　すごいですねぇ！

　あのー、もし良かったら、ごはんでもご一いつ緒しよしながら、旅のお話を聞かせてもらえませんか？　いやいやもちろん、食事はこっちで用意しますから！」

「──え？　いいの？　落とし物をひろってもらった上にごはんまで、って──」

「もちろん！　あなたが良ければですけれど」

　正直、先を急ぐ旅でもないし、値の張る魔道薬を拾ってもらったお礼が旅の思い出話とゆーならお安い御ご用ようである。

「じゃあとりあえず、町長さんに依い頼らい完かん了りようの報告をしてから、ってことで。

　──あ、そうそう。まだ名乗ってなかったけど、あたしはリナ。リナ＝インバース」

「あたしはね、ジューン＝ライスリバーっていうんですよ」

　言って彼女は、にっこりとほほえんだのだった。



「おー……」

　部屋に入ったその瞬しゆん間かん、あたしは思わず感かん嘆たんの声を上げていた。

　長テーブルには食事と食器が用意され、無数に灯ともされたキャンドルの明かりがムードあふれる空間を作り出していた。

　料理は手作りのようだったが、香かおりからして食しよく欲よくをそそるものばかり。

「どうぞ、そちらに座すわってください」

　ジューンは笑え顔がおで、あたしに席をうながした。

　昼間一いつ旦たんジューンと別れ、町長に報告を済ませて礼金を受け取ったあと。

　あらためて夕食どきに待ち合わせ、あたしは彼女の家へと向かったのだった。

　案内されたのは、さほど大きくはないものの、新しい造りの家だった。

　なんでも、旦那だんなさんのしごとの都合で最近この町に引ひっ越こして来たとのこと。今日はその旦那さんも商売で別の町へと行って留る守すらしい。

　つまりはヒマつぶしに話し相手になってくれ、ということなのだろうが、たまにはこういうのも悪くない。

「適当に召めし上がっていただきながら話をする、ということでどうです」

「それじゃあまあ、おことばに甘えて。いっただっきまーす」

　あたしはまずサラダを自分の取り皿に、ややひかえ目に取り分けて、

「まー、旅の話っていってもいろいろあるけど、どんな話がいい？」

　リクエストがないかと水を向ければ、彼女はほほえんだまま、

「そうですね。じゃあ話にはずみをつけるために、あたしの方から話を一つ。

　これ、あたしの知り合いから聞いた話なんですけどね」



    

  
    
      　言って彼女は、滔とう々とうと語りをはじめたのだった──



「つまりそいつ、十日も前に溺おぼれ死んだはずのお婆ばあさんにしがみつかれたってことになるんですよね……！

　ジューンちゃん、こんなことってあるもんなんだよね……

　あたしの知り合い、そんなこと言ってましたよ。ええ」

　ジューンが語り終えるとともに、うすら寒い沈ちん黙もくが落ちる。

　彼女はイスから腰こしを浮うかすと、近くに灯ともるキャンドルのうち、一本の火を、ふぅっ、と吹ふき消し、笑顔で言った。

「さ。今度はリナさんの番ですよ」

「──って怪かい談だんかぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　よーやくそれで硬こう直ちよくが解け、あたしは思いっきし絶ぜつ叫きようした。

　対する彼女は、きょとんっ、として、

「え？　話って言ったら普ふ通つうは怪談のことですよね？」

「違ちがぁぁぁぁぁぁぁぁっ！

　旅の話ってもっとこう、別のがあるでしょーがっ！

　景色とか食べ物とか風習とか！」

「──ああ。雨になると岸がん壁ぺきに女の顔が浮かぶとか、昔大きな戦いがあった近くの海では人の顔に似た模様の魚がとれるとか、村に伝わる謎なぞの祭りを見た旅人は不幸に見み舞まわれるとかって奴やつですよね」

「全部怪談でしょーがそれっ！」

　叫さけべば彼女は小首をかしげ、

「怪談ですけど？」

「『それが何か？』みたいな顔するなぁぁぁぁっ！

　つか何この状じよう況きよう!?　怪談語るたびにローソクの火を吹き消すって！　まるっきし呪のろいの儀ぎ式しきか何かでしょーがっ！

　晩ごはんをいっしょに食べるって雰ふん囲い気きじゃないわよコレっ！」

「あはは。ヤだなぁリナさん。どっちがメインだと思ってたんですか」

「怪談そつちかっ!?」

　いや、まあ確かに、世の中には、怪談が好きな人とゆーのはいるけどっ！

「けどほら、初対面の人と話を盛り上げるのには、共通の話題を見つければいい、って言いますよね。

　だから──」

「怪談のどこが共通の話題なのよっ!?」

「だってほら、何を喜ぶかは人によって違ちがいますけど、何を怖こわがるかっていうのはみんな大体一緒でしょ。

　とはいってもね。本当にあった戦争や災害や事件のことを話したら、気分盛り下がっちゃう。

　その点、怪談って、どこかひとごとだと思えるから安心でしょ？」

「つっても、ごはん食べながらする話じゃないでしょっ！

　中には怪談が苦手だ、って人もいるだろーし！」

　実はかくいうあたしも、実際の悪あく霊りようやら吸血鬼ヴアンパイアやらと戦うのはわりとへーきなのだが、怪談はちょっと苦手だったりする。

　どれだけあたしががんばろーが、攻こう撃げき呪じゆ文もんが使えよーが、怪談の登場人物の運命が変わるわけでもない、とゆー、どーしよーもないところがなんか苦手なのだ。

　とはいえ怪談好きの彼女が、それくらいの説得で考えを変えるとも思えなかった──のだが。

　意外にも、彼女はわずかに目を伏ふせて、

「……そう……なんでしょうかね……」

　うってかわって沈しずんだ口調でつぶやいた。

　しばし何やら思い悩なやんでいたようだが、やがてゆっくり顔を上げ、

「あのー、リナさん。

　ひょっとして、あたしの、『初対面の人と仲良くなるにはまず怪談』っていう処世術、どこか間ま違ちがっていたりするんでしょうか……？」

「どこか、ってゆーか。全体的に間違ってるわよ。

　そもそもそれを処世術って呼んでいーのかどーか、ってところから」

　言うと彼女は、またまたしばらく考えて、

「……薄うす々うすはそうなんじゃないかとも思ってたんですけどね……

　あたしの話、すこしだけ聞いてもらえますか、リナさん」

「怪談じゃなければ」

　彼女は小さくうなずくと、訥とつ々とつと語りはじめた。

「……これ、あたしが子供の頃ころの話なんですけどね。

　うちのお婆ちゃんが怖い話がだーい好きでもって、よーくそういう話してくれたんですよ。

　あたしもなにしろ子供だったもんでね。あー、あたしも大きくなったらこんな大人になりたいなー、なんて思ってた」

　──その時点でなんか取り返しがつかないくらい間違ってるよーな気もするが、昔話にツッコんだところでどーにもならない。

　とりあえず黙だまって続きを聞いておく。

「そうこうするうちに、あたしもだんだんだんだん大人になって来る。お父さんもお母さんも怪談好きなもんだから、ずっとあたしも怪談好きなまんまですよ。

　でね。ある日のこと。

　お父さんの仕事の関係でもって、今の旦那と出会ったんです。

　これも怪談だーい好きな人でね、そっちの話でもって、一発で意気投合しちゃった。

　雪山で呼ぶ声の話が好きだとか湖から招く白い手の方が怖いとか、あーでもないこーでもないって盛り上がって。

　親から、じゃあそんなに話が合うんだったら、お前ら結けつ婚こんしちゃえよ、ってもんで本当に結婚しちゃった」

　と、彼女はここでひと息をつくと、やや声を低くして、

「ここまではよかった……

　よかったんですよ……！

　けどね。旦那の都合でこの町に引っ越してきたんだけど、そうするとご近所付き合いもしなくちゃならなくなる……！

　特に大事なのが井い戸ど端ばた会かい議ぎ。

　これでもってね、うまーいことご近所の奥おくさんたちの間に入って行けりゃあいいんだけれど、失敗しちゃうとマズい。

　なもんであたし、はりきって、とっときの怪談を披ひ露ろうしたんだ……！」

「やっぱし怪談かっ!?

　……大失敗こいたでしょ？」

　さすがにたまらずツッコめば、彼女は暗い表情で、

「よせよーおいってなもんでね。みんな引いた。引いちゃったんです……！　どん引きなんてもんじゃない……！

　結局ね、引っ越してから今日まで、できないんですよ……！　友達が全然できなかったんですよ……！

　そういうことってあるもんですよねえ、リナさん」

　彼女は話をそう結ぶと、ロウソクの火をまた一本、ふっ、と吹き消した。

　──って今のも怪談としてカウントするんかっ!?　たしかにある意味コワい話だったけどっ！

　とりあえず。

　あたしは言った。

「ないって。ふつーは」

「いやー実を言いますとね。

　こーしてリナさんをうちに呼んで話を聞きたかったのはね、旅してる人なら、あたしの知らないようないろーんな話も知ってるだろうし、ひょっとするとそんな怪談なら、ご近所のみなさんの心も掴つかめるんじゃないか、なんて思ってたんですけれどね」

「だから無理だからっ！　つか怪談から離はなれろっ！　まずはっ！」

「白状すると、あたしもね、リナさんとこーして話をしているうちにね。

　ひょっ──としたら、そもそも、怪談で他人と仲良くしよう、って方向性そのものが間違ってたんじゃあないかなー、なんて、ちょっと思ったりもしたんですけれどね。

　怪談、好きなんだから仕方ない」

「しかたない、で済ますなぁぁぁっ！

　あのねぇっ！　言っとくけど、ご近所付き合いって本っ気で大切なのよっ！

　そこらへんをおろそかにしてると、何かあった時、いろいろ困ったことになるんだからっ！」

　──と、いきおいで、いつだったか郷く里にの母ちゃんが言っていたセリフをまくし立ててみる。

　ジューンはこくりとうなずいて、

「ええ。そこはわかってるんですよ。

　うちの旦那だんなも商売人なんで、人との付き合いが大切だって常々言ってますからね。

　ただ、じゃあ怪談抜ぬきでどーやったら人とつきあえるのか、そこのところがどーにもわからない」

「ふつーでいーのよふつーでっ！　前に住んでた町ではこんな風習があったとか、こんな人が住んでたとかっ！　そんなふつーの話をすりゃいーのよっ！」

「理り屈くつはわかってるんですけれどね。

　ただ──ここの町に来るまで、あたしの普通っていうと怪談だったんですよ……！

　怪談抜きでどうやったら普通になるのか、そこがちっともわからないんですよ……！

　どうしたらいいと思います……？　リナさん……？」

　……はぁ……

　あたしは頭を掻かきつつため息ついて、

「……あのねぇ……

『わからない』から困ってる、っていうのなら、まずその『わからない』って部分をなんとかするっきゃないでしょ。

　まずは、わかるための努力からスタートするのよ」

「なるほどねー。

　でもそれ、具体的にはどうやって？」

「んー……そーねー……

　じゃあためしに、何か怪談抜きで世間話をしてみて。

　それに対してあたしが具体的に、細かい指し摘てきをしていく、ってことで」

「わかりました。じゃあ。

　──リナさんもたぶんご存じの、『駅馬車の幽ゆう霊れい』って話、ありますよね」

「いきなり怪かい談だんかぁぁっ!?」

　思わずイスから腰こしを浮うかして声を上げれば、ジューンは左右に首を振ふり、

「いえ違うんです……違うんですよリナさん。

　みんなの知っている話題からはじめて、実は怪談でもなんでもないオチ、という話をしようかな、なんて考えましてね」

「だ・か・らっ！」

　ばんばんばんっ！　と、あたしはテーブルを叩たたきつつ、

「みんなの知ってることから話をひろげるってのは間違ってないわよっ！

　けどそのチョイスがなんで怪談なんだ、って言ってんのっ！

　話題は他にいくらでもあるでしょっ!?　天気とか、モノの値段が安くなったとか高くなったとかっ！

　金こんっ輪りんっ際ざいっ怪談はナシよっ！

　怪談じゃない話ではじまって怪談じゃない話でつないで怪談じゃない話で結論っ！

　……もう一回やりなおしっ！　天気のいい日って想定で、世間話やってみるっ！」

「は、はい。えーっと……

　今日はいーい天気ですねぇ」

　ちょっと棒読み口調だが、空を眺ながめる演技だろう。天てん井じようを見上げながら彼女は言う。

「うちのおじいちゃんがよーくわからない不思議な死に方をしたのも、ちょーうどこんな、いーい天気の日で」

「ストォォォォォップ！」

　思わず待ったをかけるあたしに、彼女は眉まゆをひそめて、

「……まさかリナさん、おじいちゃんが亡くなったってだけの話も怪談だ、なんて言いませんよね？」

「言わないけどっ！

　今、怪談のにおいぷんぷんしたのよっ！

　仮に怪談でなかったとしても陰いん気きな話はだめだからっ！　井戸端会議っ！　気楽なよもやま話っ！　明るく楽しくっ！」

「明るく楽しく……ですか……？　聞いている人が思わず、くふふふっ、て笑うような感じの……？」

「ふくみ笑いじゃなくて爆ばく笑しようッ！」

「それはまたなんて言うか、なかなかむずかしそうですね」

　彼女は困った顔でつぶやいた。

　──うーむ……なかなか重じゆう症しようである。

　悪気があるわけではなく、ジューンにはそういう方向性の語りがしみついてしまっているのだ。

　どうやっても考え方が怪談方向にかたむいてゆくきらいがある。

　となると──

　あたしは頭をぽりぽり掻きながら、

「ともかく。

　怪談から離れた明るい話を、日々心がけること。

　こればっかりは、今言ってすぐできる、ってもんじゃあないから、できるだけ日ひ頃ごろから意識すること。

　……ま、『あとは自分でがんばって』で済ませるのも冷たい話だから、とりあえず、当面なんとかするだけのテは打つけど」

「なんとか、ですか？」

「そう」

　たぶん、ご近所の奥様方からの彼女に対する評価は、『空気を読まずに陰気な話をする人』とゆーところだろう。

　それをくつがえすことは難しいが、『けどいい人』という要素を加えることによって、印象は変わって来るはずだった。

　ならば。

「王道パターンをやるのよ」

　あたしはきっぱりとそう言い放ったのだった。



　朝と呼ぶにはやや遅おそく、昼というにはちと早い。

　奥おく様さま方がたの井い戸ど端ばた会議がはじまるのは、そんな頃ころである。

　朝ごはんの片付けも終わり、奥様方が次にとりかかるのがお洗せん濯たく。

　でもってこの時。

　川か湖が近くにあればそのほとりで、なければどこかの井戸端で、洗濯の手を動かしながらはじまるのが井戸端会議午前の部！

　お洗濯とゆー労働の気をまぎらわせるためのおしゃべりではあるのだが、これには他にも重要な意味がある。

　すなわち──ご近所の情報収集とコミュニケーション。

　話題を投げて相手の反応を探さぐり、自身と相手との距きよ離りを測る。それはご近所という中で互たがいの力関係を測る戦いの場、といっても過言ではないのだっ！

　その場で一度脱だつ落らくしかけたジューンが、再びはい上がることは、むろん決して容易ではない。

　しかし方法は──ある。

　大通りから少し外れた裏通り。そこには共同の井戸があり、五、六人ほどの奥様たちが集まると、たらいに水を汲くみ、洗濯をしながら雑談に興じていた。

　その一団の片かた隅すみにはジューンの姿もあるのだが、井戸端会議の話題は今、町長さんちのスキャンダル。怪談の割り込む余地はない。

　だが今は、それでいい。

　あたしが離れた物もの陰かげから、しばし様子を見ていると──

「おうおう。何やってるんだよあんたら」

　どたどたと聞こえよがしな足音を立ててやって来たのは、いかにもちんぴら風の風ふう体ていをした男たち四人。

　──あちこちにホータイを巻いているのがちょっぴりらしくないのだが、そこはまあ、ご愛あい敬きようとゆーことで。

　昨夜、酒場でさわぎを起こしていた男たちである。

　そこをあたしがしばき倒たおし、許すかわりに協力を約束させたのだ。

　計画はこうである。

　洗濯をしているご近所の奥様方に連中が文句をつける。むろんこの時、害は加えないようにしっかりと言い含ふくめている。

　そこに、ジューンが割って入るのだ。

　──むろんのこと、ジューンが獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくで連中をぶち倒す、などということはやらせない。たぶん動きの不自然さですぐにバレる。

　ちんぴらたちに一歩も引かずに言い合いをさせ、頃ころ合あいを見てあたしが姿を見せ、男たちが退たい却きやく、とゆーすじがきである。

　結果的に追い払はらうのはあたしだが、勇気をもってたちむかったジューンの評判がアップするのは間ま違ちがいなしっ！

　王道の三文芝しば居いだが、時にはそれこそが一番効果があったりするのだ。

　──まあ、即そく席せきに調達したちんぴらたちである。演技力の方は期待できないが。

　そもそも洗濯をやってるひとたちに『何やってんだ』とゆー言いがかりもないだろーに。

「な……何、って、洗濯にきまってるじゃないの……」

　奥さんの一人が、おびえたまなざしながらも言えば、ちんぴらの一人はまなじりを吊つり上げて、

「あぁ？　洗濯ゥ？　ざけんな！」

　吠ほえると同時に手を伸のばし、洗せん濯たくオケに入った洗濯物を、がっ！　とわし掴づかみにするとしげしげ眺め、

「洗濯板使う時に力入れすぎてんじゃねえぞクズが！　繊せん維い傷いたんじまってるじゃねえかこのカス！　着た時ごわごわんなるぞどうするんだよコレ！

　こんなんで洗濯してるつもりになってんじゃねえぞ！　洗濯なめんなこのバカアマ！

　でけぇツラして言い返すなら、もっとふわふわに仕上げろやコラ！」

「見てくださいや兄貴。そっちのアマなんぞ色いろ柄がらモノと無地モノ、一いつ緒しよに洗濯しちまってますぜ」

「色移りして黄色い花がオレンジっぽくなっちまってんだろうがオラ！　そのへんに生えてるマルダ杉すぎの葉っぱをひと晩漬つけ置きした水で洗えば色移りくらい防げんだろうが！　ひと手間かけろやこのクズどもが！」

「何でもかんでも同じタライの同じ井戸水にぶち込みやがって。水の温度管理くらいのこともできねえんですかねこいつら」

　ちんぴらたちの悪あつ口こう雑ぞう言ごんの前に、奥様たちは一言も言い返せずにいた。

　つか何でこんなに洗濯にくわしいのか。この連中は。

　そしてその時。

「いいかげんにしてくださいっ……！」

　多少声をふるわせながらも、シナリオ通りに立ち上がったのはもちろんジューン。

「なんでそんな文句つけてくるんですかっ……！　わけがわかりませんっ……！」

「──あァ？」

　ちんぴらは、ぎろりっ、と彼女をにらみつけ、

「何をォ？

　なってねえからなってねえっつってんだろオラ！　洗濯もまともにできねぇくせにでけぇツラすると、サラッサラの肌はだ触ざわりにすんぞコラ！」

　ちんぴらの恫どう喝かつ……だかなんだかよくわかんないセリフにも、しかしジューンは一歩も引かず、兄貴ぶんっぽいちんぴらその一を見つめ返し、

「あんたたちねえ、こんなことをして恥はずかしいと思わないんですかっ!?

　あんたにずーっとおぶさっている真っ赤なワンピースの女の人は泣いてますよっ！」

　ざわっ……！

　さすがにちょっと引くちんぴらたちと、ご近所の奥様方。

「……な……何だよその赤いワンピースってのは……！」

　言われたちんぴらが引きつり顔でそう問えば、ジューンは、はっ、と口もとをおさえながら、

「あ、ごめんなさいね！　違ちがうんです、赤いワンピースって言ったけど、そうじゃないんですよ……！　もとは白いワンピースが、真っ赤に染まってる……！」

「やめろよそーゆーこと言うの！

　──ってかお前らも、そんな目で俺見んなよ！　言っとくけど俺、そんなヒドい怨うらみ買うような悪さやってねえからなっ！」

　ちんぴらその一は、仲間のちんぴらたちやご近所の奥様たちに向かって必死で言い訳をするが、ジューンは納なつ得とく顔がおで、

「あー。じゃあどっかでついて来ちゃったんですねー。それ」

「気持ち悪いこと言うなよぅ！　嘘うそだって言えよ嘘だって！」

　涙なみだ目めでわめくちんぴらその一。

　……うぅむ……

　もともとの予定では、ジューンが時間をかせいでいるうちにあたしが現れる予定だったが、なんだかジューンのトークだけで相手を退散させそうないきおいである。

　とはいえ。

　こんなトークでちんぴらを退散させたとあっては、評判はむしろ下がる気がする。

　ちょっと当初のイメージとは違うが、こーなったら、ジューンのコワい話がエスカレートしてちんぴらたちが逃にげ出す前に、あたしが連中を追おっ払ぱらうしかないっ！

「そこまでよっ！」

　朗々と響ひびいたその声に、一同の視線が集まった！

　少し離はなれた屋根の上！　すっくと立ったその姿っ！

　長い黒くろ髪かみ黒マント、トゲトゲつきのショルダーガードに首からドクロのネックレス！　むやみに露ろ出しゆつの多い服！

　自じ称しようあたしのライバル、女魔ま道どう士し白蛇サーペントのナーガ──ってこのタイミングで出てくんなお前はぁぁぁぁっ！

　即そく座ざに飛び出してツッコミを入れたいところだったが、ンなことをやったら全部ぐだぐだになる。

　どーするべきか、と考えて、ふとあたしは気がついた。

　一いつ瞬しゆん焦あせりはしたものの、ナーガがちんぴらたちを倒しても、ほぼ予定通りの展開にはなるのだ、と。

　ならばとりあえず、と、あたしはしばし様子を見ることにした。

　ナーガは眼下の一同を傲ごう然ぜんと見下ろして、

「そこで騒さわがれちゃあゆっくり眠ねむっていられないじゃないっ！　まったく！　他人の迷めい惑わくも考えてほしいものねっ！」

　──って、屋根の上でこっそり寝ねてて、うるさかったから文句言っただけかっ!?

　わけのわかんない乱入者に、奥様方とちんぴらたち、双そう方ほうしばし困っていたが、やがて奥様たちのうち一人が、ちんぴらたちを指さして、

「だ、だって、このひとたちが、私たちの洗濯のやりかたにケチつけて来たんだよ！」

　言えばちんぴらの方も負けじと、

「おめぇらの洗濯のしかたがなってねえから、そう言っただけだろーがっ！」

「ほーっほっほっほ！

　何かと思えばそんなことなのっ!?

　──とうっ！」

　ナーガはかけ声とともに屋根から飛び降りると、したっ！　と華か麗れいに井戸のそばへと着地した！

　両手を胸の前でクロスさせてからひろげると、瞬しゆん時じに脱ぬげた黒い手て袋ぶくろは宙に漂ただよい、ショルダーガードの上に舞まい降りる。

　ナーガは両手をそのまま洗せん濯たくオケに突つっ込こむと、洗濯板を使って服を洗いはじめた！

『おおおおおおおおおおっ……!?』

　どよめきは、奥様方とちんぴらたち、双方の上げたものだった。

「な……何なのあの蝶ちようが舞うような手の動きは……？　力を入れてるようには見えないけれど……？」

「よく見ろ……！　たしかに全然力を入れてねえのに、繊維の奥の汚よごれまできっちり落ちてやがるっ……！　一体何なんだこの技はっ……！」

「ほーっほっほっほ！　まだまだ青いわねあなたたちっ！」

　驚きよう愕がくする奥様とちんぴらに、ナーガは手を休めぬままバカ笑いを上げて、

「洗濯に必要なのは、強力な力でも精せい緻ちな技でもないのよっ！

　必要なのはちょっとしたコツ！　ただそれだけっ！

　気がつきさえすれば、誰だれにだってできることよっ！」

「誰にだって……って……たとえば、私たちにも……？」

「もちろんよっ！」

　問う奥さんにナーガは即そく答とうすると立ち上がり、手にしたまっ白い服を、ぱんっ！　とひろげる。

　ふたたび起こる一同のどよめき。

　ことばすらなくして立ちつくす奥さんの一人に、別の奥さんが呆ぼう然ぜんと、



    

  
    
      「メルチの奥さん、白びやく衣えが……！　これじゃあ白衣じゃなく薄うす茶ちや衣えだね、なんて冗じよう談だんを言ってたあなたの服が……！

　古くなったせいで、もうもとの色には戻もどらないって思ってたのに……！」

「──俺は──」

　ふるえる声で、ちんぴらのリーダー格は言う。

「俺は昔……プロの洗濯屋──センタッカーをやっていた……」

　センタッカーってあんた。

　勝手に造ったことばなんだろうけど、それにしてももうちょっとその。

　ちんぴらは続ける。

「自分の技に溺おぼれて酔よって……結局、無茶な技を使いすぎて体を酷こく使しし……二度と洗濯のできない体になっちまった……」

　どんな洗濯をしたのか。それは。

「生き甲が斐いを失くした俺は──荒あれた。

　荒れて荒れて。今じゃあ酒場で飲んだくれて昼間はゴロを巻くちんぴらだ。

　そんな俺でも……その……

　あんたの言うちょっとしたコツ、とかがわかったら……また……洗濯ができるようになると思うか……？」

「ふっ。また洗濯ができるか、ですって？　それこそ愚ぐ問もんね」

　ナーガは不敵な笑えみを浮うかべると、自信まんまんに断言する。

「あなたが本当に洗濯への情熱を持ち続けるなら、また洗濯ができるどころか、センタッカーに復帰することも夢じゃないわっ！」

「お……おおおおおおおおおっ！」

　ちんぴらは、ついに涙を流しつつ、がばぁっ！　とその場にひれ伏ふして、

「師し匠しようっ！　是ぜ非ひともっ！　是非ともそのコツをこの俺にご伝授下さいっ！」

「お、俺にも！」「私にもぜひ！」「あたしもあたしも！」「拙せつ者しやにも！」

　奥さん、ちんぴら、こぞってたのみこむ中で、ナーガは勝ち誇ほこりまくったバカ笑いを上げ続けるのだった──



「いゃぁー、本当に済みませんねぇ。私が留る守すの間に、女によう房ぼうがなーんかお世話になったみたいで」

　旅先から帰ってきたジューンの旦那だんなさんは、言って笑顔で会え釈しやくした。

　口ヒゲをたくわえた、やさしそうな笑顔のひとである。ジューンの旦那にしては、ちょいと齢としが上すぎる気がしないでもないが、単に見た目がフケているだけかもしれない。

　あたしは宿に部屋を取り、さらにもう一日この町に滞たい在ざいしたのだが、明けて翌朝、ジューンが旦那さんを連れてあいさつにやって来たのだった。

　宿の裏手に面した通りで、あたしたちは話を続ける。

「ええ。話はね、女房から聞きました。

　でもって、どうしよかねー、なーんて相談しましてね。

　結局ね、この町、引ひっ越こすことにしたんですよ。私たち」

　言って旦那さんは、通りの奥に目をやった。

「そーね。それがいーかも」

　うなずいて、あたしも同じ方へと目をやる。

「そこで怪かい談だんをひろめることにします」

「それはやめて。」

　笑顔でサラッと言うジューンに、あたしも笑顔で待ったをかけて。

「ところで──」

　と、ジューンもあたしと同じ方に視線を送り、

「あれ、本当になんとかならないんですかねぇ、リナさん」

「無理ね。昨日も言ったけど」

　尋たずねるジューンに、あたしは左右にゆっくり首を振ふり、

「あーなったら、みんな我に返るまで、ほったらかしにするしかないわね。

　これも言ったと思うけど、伝染性が高いから、即座に引っ越しがおすすめよ」

「こんなことって、あるもんなんですねぇ」

　と、しみじみ旦那さん。

　一同が見やるその先には。

『ほーっほっほっほっほ！』

　ナーガの教えに感化され、黒い下着姿でバカ笑いを上げながら洗濯をする男女の姿があった。

　──願わくば──

　このビョーキが、なるべくひろがりませんよーに。

　あたしはそう祈いのらずにはいられないのだった──



（戦せん慄りつの井い戸ど端ばた会かい議ぎ：‥おしまい）



    

  
    
      
        スレイヤーズすまっしゅ。

護衛をするは我にあり



      

    

  
    
      

　けたたましい音を立て、店のドアが開かれた。

　それはあたしが席につくのとほとんど同時。

　目をやれば、戸口に知った顔一つ。追いつめられたまなざしで、あたしの方を見つめていて。

　目と目が合ったその瞬しゆん間かん。

「助けてお願い殺されますわッ！」

　ことばとともに、あたしに向かってまっしぐら！

　場所に似合わぬ白いドレスの美人というだけでも目立つのに、なおかつぶっそーなセリフ。これで注目されないはずはない。昼どきのメシ屋に居合わせた客たちの視線が彼女と──ついでにあたしに注がれる。

　そんな視線はまるきり無視し、彼女はテーブルの向かいに来ると、真しん剣けんなまなざしをこちらに向けて、

「──リナ＝インバース！　頼たよれるのはたぶん、あなただけですわ！」

「何があったのよ？　マーレーン？」

　あたしは彼女に問いかけた。

　そもそもあたしと彼女とは、頼り頼られるような間あいだ柄がらではなかったはずだが──

　しばらく前──

　ここから少し離はなれたセダム・シティで出会った、とある事こ件とでの関係者である。その時彼女は、あたしが護衛する人のライバル、という立場だった。

　敵、とまではいかなかったが、こっちをジャマしようという意図は見え見えだった。事件は終わったとはいえ、お互たがいにいい感情は抱いだいていないはず。

　そんな彼女があたしを頼るとは、よほどのことがあったのだろう。

　マーレーンは追いつめられたまなざしで、

「……実は神官長様から、サザンソンの町への出張説法を命じられたんですの」

「出張説法？」

　おうむ返しに問うあたし。

　ひらひらしたドレスから、とてもそうは見えないが、実は彼女、赤の竜神フレアドラゴンスィーフィードを祀まつる神しん殿でんの女性神官だったりする。

　信者さんたちを相手に説法をすることもあるらしいのだが──出張説法というのは、はじめて聞いた。

　彼女は小さくうなずくと。

「ご存じないようですわね。

　スィーフィード様を奉ほうじる教会の管区内で、神官に欠員が出た場合や、信者さんたちの引き締しめをする時などに、他の所から神官を派は遣けんすることがありますの。

　言うまでもなく大切な仕事ですけれど、今回はこの私が、その大任をおおせつかったということですわ」

「へー。名めい誉よなことなんだ」

　──そのわりには、ずいぶん浮うかない表情だが──

「もちろん名誉なんですけれど──

　……神官長様から、出張の護衛につけられたのがナーガさんだったんです……」

「うわ。」

　それであたしは事情を理解した。

　白蛇サーペントのナーガ──時々あたしの前に現れるダメ女おんな魔ま道どう士しで、味方にすればこれほど恐おそろしい相手もいない。

　暴走忘ぼう却きやく日常茶飯事。めーわくにならないことがむしろまれ。

　あたしは、必要ならば依い頼らい人にんをぶっ飛ばすこともままあるが、ナーガの場合は必要がなくてもぶっ飛ばす。

　たしかマーレーンも、前にナーガを護衛につけた時、あばらを三本ばかりやられた、とか言っていたよーな。

　そんな相手に旅の護衛をされた日にゃあ。

「……死ぬわね」

「ええ。ですからこの町であなたの後ろ姿を見かけて、こうしてナーガさんをまいて追いかけて来ましたの！　助けてくださるわよね!?」

　懇こん願がんに、しかしあたしは半ばあきれつつ、

「なら神官長さんに事情を説明して断ればよかったのに……」

「もちろん説明はしましたわ！　けれども神官長様は、笑え顔がおで、決定したことだから、としか！」

「なるほど──

　それってひょっとして、前の事こ件とであなたが何をしようとしてたかを見み抜ぬいてて、罰ばつの意味を込めての人選ってことじゃないの？」

「──っ……！」

　指し摘てきに、彼女はことばに詰つまる。

　前の事件で彼女がジャマしようとしていたのは、同じ教会の、自分より人気のある女性神官──つまり同業の仲間である。彼女たちを統とう括かつする神官長としては、そんな行こう為いを見過ごしにしておけなかったのだろう。

　とはいえ、マーレーンがわざとジャマをした、という証しよう拠こも無い以上、表立って罰するわけにもいかず──こういうことになったのだろう。

「罰ならおとなしく受けとけば？」

　軽く言い放つあたしに、マーレーンは呻うめくように、

「……必要経費こちら持ち、プラス一日あたり金貨一枚」

　相場と比べれば破格だが、毎日ナーガとつきあう代だい償しようと考えるなら、見合った額とは思えない。あたしは小さく息をつき──

　断りのことばを口にするよりわずかに早く。

「ほーっほっほっほ！　見つけたわよマーレーンっ！」

　ドアを開け放つ音すら圧して、店に響ひびいたバカ笑い！

　あたしとマーレーン、店の客たち。一同の視線が集まる先、大きく開いたドアのもと、昼の陽ひを背負って立った影かげ一つ！

　トゲトゲつきのショルダーガードに首からドクロのネックレス！　むやみに露ろ出しゆつの多い服！　風になびいた長い黒くろ髪かみ黒マント！

　見まごうはずない、自じ称しようあたしのライバルこと、人間こうはなりたくない、究極反面教師白蛇サーペントのナーガ！

「急にいなくなるから一体何かと思ったら、さてはこんな所で一人だけ食事を──

　……って、なんでリナがいっしょにいるのよ？」

　的外れな寝ね言ごとをまくし立て、それでもあたしの存在には気づいたらしく、彼女は眉まゆをひそめて尋たずね──

「私の護衛を引き受けてくださるそうよ！」

「──ちょっ──!?」

　あたしに口出しの時間を許さず、マーレーンはナーガの方をふり向き、言い切った。

「姿をお見かけしたので、ご挨あい拶さつがてら事情を説明したら、ナーガさんだけじゃあ頼りないから自分も護衛してやる、って言ってくださって！」

「待てぇぇぇぇぇいっ！」

「なんですってぇぇぇぇっ!?」

　あたしの上げたツッコミの声も、逆上したナーガに届くはずはない。

　彼女は、びしっ！　とあたしを指さして、

「言ってくれるわねリナ＝インバースっ！　ならばっ！　どっちがよりマーレーンを完かん璧ぺきに護衛できるか勝負よっ！」

「──いや、だから、あたしはンなこと言ってないってば！」

「ふっ！

　今さらとぼけるとは、ずいぶん見苦しいわねっ！

　まあ、さっきの言葉は取り消します、自分はナーガ様の足あし下もとにも及およびません、とでも言って謝あやまるのなら許してあげないこともなくってよ!?　ほーっほっほっほ！」

「言うかぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　あたしはさすがに絶ぜつ叫きようする。

　ナーガのお守なんぞはまっぴらだが、ナーガに好き放題言われっぱなしで引き下がるのはもっとごめんであるっ！

　マーレーンのセコい工作にノせられるのはシャクだが、それなら──

「おーしその勝負乗った！」

　吠ほえてあたしはナーガを指さす。

　そのかたわらで、一いつ瞬しゆんしたり顔を浮かべたマーレーンに、あたしは指先をぐるりと回してつきつけて、

「言っとくけど！

　うまくノせた、なんて思わない方がいーわよ。

　あたしとナーガがことあるごとに全力で護衛合戦をするのよ。あばらの数本で済むなんて思わない方がいいわよっ！

　あ。もちろん料金は結果にかかわらずさっき言った通りだから！」

「──え──？」

　自分が一体何をやらかしたのか、よーやく理解して、マーレーンの顔色が変わるが、時すでに遅おそし。

「ふっ！　それでこそよリナ＝インバースっ！

　この白蛇サーペントのナーガの本気の護衛、その目に焼き付けてあげるわっ！」

「それはこっちのセリフよ！　すべてを無に帰すあたしの護衛の前に、立ってるものは無いと知りなさい！」

　にらみあい、火花を散らすあたしとナーガのかたわらで、マーレーンはただ蒼そう白はくのまま立ち尽つくすより他はなかった──



　マーレーンの心は夕方には折れた。

「あの、何と言うか、私にも至らない所はあったかもしれないと思いますの」

　彼女が沈しずんだ表情で言ったのは、夕食の席。小さな町の宿にあるメシ屋でのことだった。

「──何の話？」

　注文した料理より先に運ばれてきた飲み物を口に運びながら、あたしとナーガは視線をそちらに向ける。

　それだけで、なぜか彼女は、ぴくんっ、と小さく体をふるわせて、両手のひらで包んだりんごジュースのカップに視線を落とし、

「つまりその、護衛のことなんですけれど、もう少し穏おん便びんにやってもらえるとありがたいのですけれど……」

「ふっ。甘あまいわねマーレーン」

　と、ナーガはジョッキのワインをひと口飲やってから、

「襲しゆう撃げきしてきた相手は、二度とそんな気が起きなくなるように徹てつ底てい的てきに叩たたくのが鉄則というものなのよっ！

　シロウトのあなたから見れば、やりすぎに見えるかもしれないけれど」

「いえあの。相手にやりすぎるのは結構なのですわ。けれどできればその、私まで巻き込むのは避さけていただけると良いのですが」

　ちなみに。

　今日の昼、あたしが彼女に護衛を頼たのまれてから、この町に着くまでの間──



　街かい道どうの行く手を野生動物が横切った回数：‥二回

　通りすがりの旅人から声をかけられた回数：‥二回

　街道そばのしげみで何かの音がした回数：‥十数回

　あたしとナーガが攻こう撃げき呪じゆ文もんで作ったクレーターの数：‥五コ

　あたしがマーレーンに治癒リカバリイの術をかけた回数：‥十四回



　と、このよーになっている。

　……いや。まあ。

　あたしもちょっぴり、やりすぎたかなー、と思わないでもないのだが、マーレーンが自分から攻撃呪文に当たりに行った回数も少なくなかったりするのだ。

　もちろん、わざとではない。

　見切りが甘いのか運が悪いのか日ひ頃ごろの行いが悪いのかその全部なのか、よけようとして当たってしまうのだ。

　道ばたにイノシシが歩き出して来た時なんぞ、後ろを確かめないまま飛び退のいた彼女が、しなる木の枝に押し返されて、あたしとナーガが放った攻撃呪文にお手玉のよーにはね飛ばされ続け、最後にイノシシに踏ふまれた光景は、さすがに気の毒とかむしろ笑えるとかを超こえてちょっと引いた。

　──考えてみれば──

　前の事件の時も、彼女がライバルをジャマしようとしたことが、結果として相手を救うことになったし……ひょっとしたらマーレーンって、いろんなことが裏目に出るタイプなんじゃないだろーか。

　回復呪じゆ文もんのおかげで今の彼女は無傷だが、白いドレスはダメになった。予備は持っているようだが、念のため、今は普ふ通つうの服を着ている。

　今日の午後だけでこれである。明日あしたからのことを考えれば、マーレーンがグチりたくなるのもわかるのだが──

「それが甘いと言ってるのよ」

　もちろんナーガが理解を示すはずもなく。

　彼女の意見を一いつ蹴しゆうし、

「大事なのは襲撃者の心を折ることよっ！　そのためにはあなたの安全は二の次よっ！」

「依い頼らい内容って私の身の安全を守ってくださることですわよねっ!?」

「ふっ！　当然よっ！　このわたしとリナ以外の誰だれにも、あなたに危害を加えさせるつもりはないわっ！」

「なんであなたとリナさんは危害を加えてＯＫなのっ!?」

　半泣きで抗こう議ぎするマーレーンに、あたしはおだやかな笑みを向け、

「まあまあマーレーン、落ち着いて」

「ひとごとのように言わないでくださるっ!?　半分はリナさんがやったんじゃあありませんかっ！」

「あたしを強ごう引いんに巻き込んだのはそっちだけどねー。

　けどまあ、ずっとこの調子っていうのもたしかにちょっと問題あるし」

　なにしろ、風が吹ふいても虫が飛んでも、ことあるごとに、あたしとナーガの攻撃呪文合戦がはじまるのだ。でもってそのあとは、巻き込まれてぼろべろになったマーレーンに回復呪文をかける、という流れ。

　これではちっとも旅がはかどらない。実際、昼に出た町からここまでは、フツーに歩けば進める距きよ離りの半分以下。

　ペースが半分なら、ナーガとつき合わなければならない時間は倍になる。さすがにそれはあたしもイヤだった。

「とゆーわけで、全員にとっていい提案があるのよ」

「……いい提案……？」

　あたしのことばにマーレーンは疑わしげなまなざしを向けるが、それは気にせず、

「これから先の護衛で、攻撃呪文にマーレーンを巻き込まなかった場合、その日一日につきいくらか、マーレーンがボーナスを出すのよ」

「なるほど！　それは悪くないわねっ！」

　ボーナス、と聞いてナーガはにやりと不敵に笑い、

「マーレーンを巻き込まないというのはずいぶんと難易度が上がるけれど、チャレンジしてみる価値はありそうねっ！」

「……ナーガさん的には難易度が上がるんですかっ!?

　というかリナさん……何か間ま違ちがっていませんでして？　それ？

　普通は護まもる相手を傷つけた時点で、報ほう酬しゆうを減らされても文句を言えないはずですわよ」

「それは否定しないけどねー。

　ナーガを雇やとってるのは神官長さんだろうから、あなたの一存で報酬をどうこうしたりはできないでしょーし。

　あたしのなら減らせるけど、それであたしがやる気をなくして護衛をやめたら、あなたはナーガと二人っきり。

　ナーガの手た綱づなを取る自信があるならそれでもいいけど」

「……うっ……」

　さすがにそんな自信は無いらしく、へこんだ顔で呻うめくマーレーン。

「──あ、ちなみに。

　一日ごとの精算っていうのは、そーしないと、一回うっかり巻き込んだら、あとあと巻き込んでも巻き込まなくても一いつ緒しよ、ってことになっちゃうから、それを防ぐための処置ね」

「……わかりましたわ……

　では以降、そういうことでお願いしますわ……ただし連帯責任で！　どちらかが私を巻き込んだらボーナスは無しですわよ！」

　マーレーンはやけくそ気味に宣言すると、カップのりんごジュースを一気に飲み干す。

　──おーし。計算通りっ！

　これで明日からは、ナーガも少しはおとなしくなるだろう。

　実を言うと。

　今日、あたしが少々乱暴な護衛をしたのは、マーレーンにこの条件を呑のませてナーガの動きをおさえるためだったのである。

　いや。本当に。信じて。お願い。

　そりゃあまあ……あたしを無理矢理巻き込んだマーレーンに対するしかえし、という部分が全然なかった、と言えばウソにはなるが……

　ともあれ、あとは目的地を目指すだけ！

　楽勝ムードの漂ただよって来た依頼に、あたしは正直、この時は気を抜ぬいていた──



　ベッドの中、あたしは静かに目を開く。

　細くしぼったランプの明かりが照らす、すすけた天てん井じよう板いた。

　隣となりのベッドでは、ナーガがすぴょすぴょ眠ねむっている。

　宿の二階にある二人部屋。ちなみにマーレーンは隣の一人部屋。

　守るべきマーレーンだけ別の部屋とゆーのは、護衛の態勢としては甘いのだが、彼女をつけ狙ねらう誰かがいるわけでもないし、眠る時くらいは一人で静かに過ごしたい、と当人が涙なみだ目めで頼んできたのだから、さすがに無む理り強じいはできなかった。

　感じからしてまだ夜中。目が覚めたのは、音が聞こえた気がしたから。

　隣──マーレーンの部屋から。

　もちろん、夢か気のせいかもしれない。しかし護衛のしごとをやっている時に、いろんなことを夢や気のせいで片付けるのはダメすぎる。

　ゆっくりベッドから身を起こし、耳をそば立てる。

　と。

　……ばたっ……

　マーレーンの部屋の方から小さな音。

　ベッドのきしみ？　全然違ちがう。イスを動かす音？　これもノー。ドアの開閉？　いいセンだが、聞こえた位置からすると──

　──窓の開け閉め？　こんな夜中に？　──いや──まさかっ──!?

　背中を駆かける不ふ吉きつな予感。

　あたしやナーガといっしょにいるのがヤになって、こっそり逃にげ出すつもりかっ!?

　そんなことになったら、とーぜん依頼料はもらえない！

　あわててはね起き、窓に駆け寄り大きく開くと、身を乗り出して隣を見やる。

　──マーレーンの部屋の窓が開いたままで風に揺ゆれ、時折音を立てていた。

「ナーガ起きて！」

　あたしの呼びかけに、しかしナーガは無反応。

　──ならばっ──

「依頼料が減るわよっ！」

「なんですってぇぇぇぇっ!?」

　声をはり上げてはね起きる。

「何があったのよリナ!?」

「とりあえず確かめる！」

　あたしは呪文を唱え──

「浮遊レビテーシヨンっ！」

　ふよふよ空中を漂う術で、夜の空へと浮うかび出て、マーレーンの部屋の窓から中へと入る。

　明かりはさし込む月の光のみ。

　それでも、誰もいないことはひと目でわかった。

　乱れたベッド。ドアには内側からカギがかけられている。

　だが、部屋に荷物は残っているし、考えてみれば、逃げるなら窓からではなく普通にドアを使えばいいはず。

「……マーレーン？」

　あたしが彼女の名前を呼んだその時。

『やっと気づきましたか』

　どこからともなく響ひびいたのは男の声だった。

　聞き覚えがある気もするのだが──風の術か何かを使って、離はなれた所から声を伝えているのだろう。音がこもっていて、いまひとつピンと来ない。

「何者よ!?」

　こちらの声も聞こえるようになっているのか、答えはすぐに返って来た。

『もう忘れたんですか？　ひどいな。

　ロック、ですよ。トゥーモの村の』

「ロック!?」

　言われてあたしは思い出す。別の事件で関わった、一人の青年のことを。

　古代の王の悪あく霊りように、自らすすんで憑ひよう依いされ、そのかわりに力を手に入れようとした男。

　しかし結局、あたしの活かつ躍やくで王の悪霊は消しよう滅めつした。

　これで事件は終わったと、あたしは気絶したままのロックのことは気にもかけずにその村をあとにしたのだが──

『あなたが護衛するべき人は、今、僕の手の中にあります。わかりますよね？　僕が何をしたいか？』

「復ふく讐しゆう、ってこと？」

　あたしは内心ほぞを噛かむ。

　道中の、盗とう賊ぞく団だんのたぐいにだけ警けい戒かいしておけばいいだろうと思っていたのだが──まさかこーゆーことになるとは。

　窓のカギは簡単な掛かけ金がね式。空に浮かぶ術が使える人間なら、すき間から薄うすい板をさし込んで開けるのはたやすいだろう。

　ロックはからかうような口ぶりで、

『どちらかと言うと、いやがらせ、ですね。

　意識を取り戻もどした僕は、王が消えたことを知り、失意のうちに村を出た。

　で、街かい道どうでクレーターを量産している人たちがいると聞いて、野次馬根こん性じようで見物に行ったらそこにあなたがたがいた。

　なら、せめて一ひと泡あわ吹ふかせたいと思うのが人情でしょう？

　もっとも、王を失った僕では、あなたと正面きって戦っても、とうてい勝てるとは思えません。

　けれどこうして、あなたの仕事の邪じや魔まをする程度のことはできます』

『──そういうことでしたらっ！』

　と、そこで、突とつ然ぜん割って入ったのはマーレーンの声！

『もう目が覚めたのか!?　てっきりまだ眠りの術スリーピングで──』

「マーレーン！　無事っ!?」

　ロックの驚おどろきの声もあたしの呼びかけも無視して彼女は先を続けた。

『ロックさん！　私をサザンソンの町まで連れて行ってくださる!?』

　………………

『は？』

　あたしとロックの声が重なる。

　かまわずマーレーンの声は必死に、

『私、ここ数日、リナさんとナーガさんの護衛を受けて……何回死ぬかと思ったことか！

　こんなのはもう耐たえられませんわ！

　お願いです！　あなたの手で、私をサザンソンの町まで連れて行ってください！

　そうすればあなたも、リナさんの仕事を妨ぼう害がいしたことになるわけですから、溜りゆう飲いんは下がるはずですわよね!?』

「ちょっ……!?　マーレーン、あなた何言ってるの!?　よく考えて！　そいつ、あなたを誘ゆう拐かいしたのよっ！」

『危険な護衛より安全な誘拐の方がマシですわっ！』

　あたしのことばを迷わず一いつ蹴しゆうする彼女。

　──ちょっ──!?

　対するロックはとまどい気味に、

『……そういうことになるの……かなぁ……

　まあ確かに僕も、別にあなたに危害を加えるつもりはありませんけれど……そんなことを急に言われても……』

『出会いも運命も、全てはいつでも急なものですわ。あなたにとっても私にとっても』

『けど、護衛なんてできるかどうか……』

『できますわ！　あなたなら！　私も協力いたしますわ！　だから！』

『──本当に僕なんかでいいんですか……』

『あなたでいいんじゃあありません！　あなたじゃないとダメなんです！』

「……いや。あの。あんたら」

　二人に対して今のあたしにできるのは、ことばでツッコミを入れることだけ。

『──そういうことですから。

　さようならリナさん。私は地じ獄ごくのような護衛から解き放たれて、幸せに誘拐されますわ。

　さあ、行きましょう、ロックさん』

『わかりました。僕も男です。一いつ緒しよに行きましょう』

「わかるなぁぁぁぁぁっ！　待ちなさいってば！」

　あたしは制止の声をかけ──

「そんなことしてどーなるのよっ！　ちょっとっ！　聞いてるっ!?」

　しかし、それきり二人の声は返って来なかった。

　──まずい。

　せっかくナーガが少しはおとなしくなるかと思った矢先にこれである。ほうっておけば完全にマーレーンたちを見失う。

　あたしは窓から身を乗り出すと、

「ナーガ！」

「どうなってるのリナ？」

　呼びかけに、即そく座ざにパジャマ姿のナーガが部屋の窓から顔を出す。

「マーレーンは別の人を護衛に雇やとってサザンソンに向かうつもりよ！　このままじゃあ、あたしたちに依い頼らい料りようが入らないわ！」

　細かいことは抜きにして、あたしは大ざっぱな説明をする。

　とはいえ、それでナーガにはじゅーぶん。

「なんですって!?」

　依頼料が入らない、という事態の前に、ナーガは焦あせりの顔で、

「どうするのよリナ!?」

「決まってるでしょ！

　今すぐ追いかけて見つけ出し、力ずくでもあたしたちが護衛をするのよ！」

　──と、こう言うと人聞きが悪いが仕方ない。

　信用できる相手なら、マーレーンを任せてもいいのだが、あたしへのいやがらせのために、術で彼女を眠ねむらせて誘拐するよーな奴やつである。

　こーゆー話の流れになっていなければ、果たして彼女をどんなふうに扱あつかっていたか。

　でもって今後ともマーレーンを紳しん士し的に扱うかどうか──正直、かなり怪あやしいと言わざるを得ない。

　……まあ……今日のあたしとナーガの、マーレーンへの対応が紳士的だったかどうかはさておいて。

「ふっ！　わかったわ！」

　答えてナーガは窓の奥おくに顔を引っ込める。

　あたしは高速飛行の呪じゆ文もんを唱え──

「翔封界レイ・ウイングっ！」

　風の結界を身に纏まとう、高速飛行の術で夜空に舞まい上がる！

　ロックとマーレーンの声は、遠くに声を送る魔法の道具マジツクアイテムではなく、風の術を使って届けられていた。

　風を使う以上、遮さえぎるものがあったり距きよ離りがありすぎたりすれば、術がジャマされて声が届かなくなるはず。

　にもかかわらず、二人の声ははっきり聞こえた。つまりロックとマーレーンは、間ま違ちがいなくまだ近くにいる！

　問題はそれがどこか、ということだが、とりあえず、あたりをしらみつぶしに──

　──！

　いや。

　しらみつぶしに探して回るつもりだったが、窓から飛び出すとほとんど同時にその考えを改める。

　宿の前の通りで術を制せい御ぎよし、Ｕターン。

　──ロックはあたしに復讐いやがらせをするためにマーレーンをさらい、メッセージを伝える術をしかけた。

　なら彼がいるのは、風の術で声を届けられるくらいには近く、マーレーンを連れて身をひそめることができ、あたしたちの追つい跡せきから逃のがれられる自信が持てる場所、ということになる。

　そんな都合のいい場所は──

　Ｕターンしたあたしの目に飛び込んで来たのは、とーぜんながら、たった今飛び出した宿屋の外観。

　あたしの部屋とマーレーンの部屋の窓が開いていて──

　もう一つ。

　三階の部屋の窓もまた一つ開いていた。

　──やはりっ！

　ロックが身を隠かくしているのは他でもない、あたしたちが泊とまっていた宿の、別の部屋だったのだ。

　それならば、部屋の窓を開けておくだけで風の術で会話が可能。なおかつ身も隠しやすい！

　外だと思わせ、あたしたちにあちこち探させて、時間を置いてからサザンソンを目指すつもりだったのだろう。

　しかし急いで窓を閉めれば、その音をこっちに聞かれて感づかれる。ゆえに窓をまだ開けていたのだろうが──あたしがソッコーで気づいた以上、その判断は完全に裏目！　この部屋にいると言っているのも同然で、もはや袋ふくろのネズミである！

　あたしは術をコントロールし、三階の開いた窓から室内へと飛び込んだ！

　中は──しかし、もぬけのカラ！　ベッドのシーツはそれほど乱れていなかったものの誰だれかが腰こし掛かけたような跡あとはある。

　そして、開いたままのドア！

　あたしに策を読まれたと悟さとって逃にげ出したか!?

　術を解除し、一応念のため、ベッドの下など身を隠せそうな所をざっと探してから、あたしはドアから飛び出した。

　所々にランプが灯ともされた、安宿の薄うす暗ぐらい廊ろう下か。ざっと見み渡わたしても人の姿はどこにもない。

　泊まる時に確認しておいたのだが、宿は三階建てで、屋上はない。

　ならロックたちが逃げたのは下！

　あたしは階段を駆かけ下りて二階の廊下へ。そこにも人の姿は無く、さらに下へ──

「どうしましたお客さん？」

　一階にあるメシ屋に降りた時。

　片付けでもしていたのか、はたまた明日あしたの料理の仕込みか、まだ起きていた宿のおっちゃんと顔を合わせる。

「あたしの前に降りてきた人いたでしょ!?　どっちに行ったかわかる!?」

　問えばおっちゃんは、しかし眉まゆをひそめて、

「いや……店を閉めてからずっと、ここで片付けをやってましたけど、誰も降りてきていませんよ」

「いたでしょ？　ほんのちょっと前に、男と女の二人組が！　上から降りて来て出て行ったはずよ！」

　おっちゃんはますます困こん惑わく顔がおで、

「でも、ほら」

　と、しぐさで指したのは店の玄げん関かん。

「ドアにちゃんとカギかかってるでしょ。店を閉めた時に私がかけたんですけどね。

　もしあなたの言うような人たちがいて、私の気づかないうちに出て行ったなら、カギは開いてるはずですよね？」

「………………」

　──確かに店の玄関ドアに、大きめのかんぬきがかかっているのが見て取れる。

　おっちゃんがロックとぐるで、とぼけている──というふうにも見えない。

　ならばロックとマーレーンは、ここを通ってはいないことになる。

　──消えた──

　なんてわけはない。だとしたら──

「……そーゆーことかっ……」

　あたしはつぶやく。

　おそらくロックは宿に部屋を取り、わざと窓とドアをあけたまま、マーレーンを眠らせてさらい、外の物もの陰かげに隠れたのだ。

　もちろん、三階で開いた窓にあたしが気づき、引き返すと予想した上で。

　そうやって時間をかせいでいる間に安全な所に身を隠すなり、少しでも遠くに逃げるなりするつもりなのだろう。

　だがそれなら、ナーガが二人を見つけている可能性はあるっ！

「おっちゃんごめん！　ちょっと玄関使わせて！」

　言ってあたしは返事も待たず、玄関ドアのかんぬきを開けて外へと飛び出した。

　あたりをぐるりと見回せど、誰の姿も見当たらず。

　──ナーガは別の通りを探しているのだろうか？

「ナーガ！　聞こえる!?」

　真夜中のご近所めーわくはこの際無視して呼びかければ、

「どう!?　見つかった!?」

　声とともに彼女が顔を見せたのは──

　……………………あたしたちの部屋の窓から。

「──ちょっ──

　ナーガっ！　ンなところで何してんのよっ!?」

　問いに彼女は、夜風にたなびく黒くろ髪かみを、ふぁさっ、とかき上げ、

「特に何もしてないけれど？」

「なんでマーレーンを捜さがしてないのよっ!?」

「わたしにも探せなんて言わなかったじゃない！」

「言わなくてもわかれぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　夜風をふるわせ絶ぜつ叫きようし──

　結局。

　あたしとナーガはこの夜、マーレーンとロックの姿を見つけ出すことはできなかったのだった──



　屋台で買った鴨かものパイ生き地じ包みの残りを一気にほおばって、もたれていた家の壁かべから背中を離はなす。

　ごく普ふ通つうの足取りで歩みを進め──

　二人が気づいて足を止めたのは、かなり近づいてからのことだった。

「──リナさんっ!?」

「そんなっ！　なぜ──!?」

　宿から出てきたロックとマーレーン、二人は驚おどろきの声を上げた。

　明けて翌日。ほとんど昼に近い時刻のことである。

　二人は今の今まで宿にいたのだ。あたしたちが泊まった宿に。

「少しだけ考え方を変えたのよ」

　あたしは指先で自分のこめかみのあたりを指しながら、

「最初は普通の護衛のつもりで考えてたんだけどね。

　ロック、あなたの目的はマーレーンをどうこうすることじゃなく、あくまでもあたしへのいやがらせよ。

　その前提で考えたらわかったのよ」

　目的が誘ゆう拐かいならば、犯人は現場から急いで離れるのが当然。

　しかし今回はそうではない。

　ロックはこう考えるはずだ。

　あの状じよう況きようで、一番あたしの目から逃れられる可能性が高く──そして何より、あたしを一番コケにできる方法は何か。

　昨夜あたしが読んだように、本当は外にいて、小細工で時間をかせいで逃げる？　いやいや。

　自分は宿でゆったり一いつ泊ぱくし、見当外れな場所を探し回るあたしが立ち去ってから、悠ゆう々ゆうと宿を出る──これである。

　窓とドアとが開いていた部屋。あれが、ロック以外の誰かが借りていたものだとは思えない。

　ならば次に考えるべきは。

　ロックが借りたのは、その部屋だけだったのかどうか。

「あなたは部屋を二つ借りた」

　あたしのことばにロックの頬ほおが小さく震ふるえる。

「まず夜を待って、一方の部屋の窓から浮遊レビテーシヨンか何かで外に出て、眠りの術スリーピングでマーレーンを眠らせた。

　窓の掛かけ金がねは、外から薄うすっぺらい何かをさし込めば簡単に開く。

　マーレーンをさらい、二つ借りた部屋のその一に運び込む。

　部屋その一のドア、誰もいない部屋その二のドアと窓、マーレーンの部屋の窓を開け、今言った順番の場所を通るように、声を送る風の術を通し、自分たちがいる部屋その一の窓は閉めておく。

　あとは音を送ってこっちに異常を気づかせ、宣戦布告が終わったら、術を解除して部屋その一のドアを閉めるだけ」

　部屋その二の窓が閉まっていたら、あたしは外を適当に探したあと、ロックが宿に隠れている可能性を思いつき、部屋を片かたっ端ぱしから探したかもしれない。

　だが窓を開けておけば、こっちの意識はその部屋に向く。誰もいない部屋と開きっぱなしのドアを見た時点で、逃げられたと思い込まされ、ドアから逃げたのか窓から逃げたのかの二に者しや択たく一いつに考えが固まってしまう、とゆー寸法である。

　──正直な話。

　もしもあの時あたしが一階で、宿のおっちゃんに出会っていなければ、逃げられたと信じて街かい道どうまわりを探しにかかっていただろう。

　しかし、タネが割れればあとは簡単。

　宿のおっちゃんに、一人でやって来て部屋を二つ借りた青年はいたか、と確認するだけでいい。

「逃げられた、と思い込んだこっちが、街道の先や回り道を探しに行く頃ころを待って宿を出て、はち合わせしないように山道か何かを使ってサザンソンに向かう。

　とかいうつもりだったんでしょ？」

　──そう読んだあたしは、引っかかったと見せるために、まだ夜も明けきらないうちにそそくさと宿を発ち、少し離れた場所で待っていたのだ。

　安全を確信し、ロックとマーレーンがのこのこ出てくるのを。

　マーレーンは、おびえたまなざしでロックにすがりつき、

「──に──逃げましょ！　早く！」

「……いや……駄だ目めだ……」

　つぶやくロックの額に汗あせ。

「もう一人がどこで待ち伏ぶせているのか読めない……」

「──そういえば──」

　マーレーンはあわててあたりを見回した。

　二人の前に堂々と姿を見せたのはあたしだけ。あたりにナーガの姿は無い。

　おそらく今、ロックは必死で考えているはずである。あたしがナーガをどこに配置して、どんな策を講じているか。

　そして、答えがわからず焦あせっている。

「なら──わかりましたわ──」

　何かを決意したまなざしで小さくうなずくと、マーレーンはロックから身を離し、

「別々に逃にげますわよ！　ならリナさんたちは私を追うしかなくなるはず！　その間にロックさんは逃げてくださる!?」

　言うや否いなや、きびすを返してダッシュする！

『──ちょっ──!?』

　驚きの声を上げるあたしとロック。

　人質事件で、犯人と人質との間に変な連帯感が生まれることはままあるらしいが──連帯感生まれすぎだろこの二人っ！

　だがすぐにロックは、彼女の案に乗るしかないと判断し、別の方向を目ざしてダッシュ！

　うわ何やらかしますかマーレーンっ!?

　しかし確かにこっちとしては、マーレーンの方を追うしかない！

　彼女の背中を追ってあたしもダッシュ！

　マーレーンは駆かけ逃げながら、ロックに向かって声を上げる。

「ロックさん！　必ず！　必ず私を護衛に来てくださいね！」

「きっと！　きっと迎むかえに行くから！　待っていてくれマーレーン！」

　対するロックの悲痛な叫さけび。

　あたしとマーレーンとの距きよ離りは、少しずつだが詰つまってゆく。

　その気配に気づいてか、肩かた越ごしにふり向いたマーレーンの目に恐きよう怖ふの色。

「嫌いやっ！　来ないでっ！」

「やかましいっ！　おとなしく護衛されなさいっ！」

　……うーみゅ……この状況……通りにいる町の人たちから見れば、完全無比にあたしの方が悪役である。まわりの視線がやたらと痛い。

　いや、きのうの『護衛』でさんざんマーレーンを吹ふっ飛とばしておいて、今さら正義だと主張する気は無いけど。

「嫌ぁぁっ！　もう護衛されるのは嫌ぁぁぁっ！」

「やさしくするからっ！　それに、ナーガはいないから！」

「──え──？」

　ナーガはいない、のひとことに反応し、彼女は足をゆるめてこちらを見やる。依い然ぜん、肩越しにではあるが。

　あたしは彼女を安心させるため、距離を置いてその場で足を止め、

「いない方があなたも多少は安心できるでしょ？

　穏おん便びんに護衛したらボーナス、って条件なら多少はナーガもおとなしくなるかもしんないけど……それにしたって絶対じゃないわ。

　だからロックの作戦を利用して、ナーガを追い払はらったのよ。

　二人が逃げたから、手分けして街道の先とまわり道とを探そう、って。

　今ごろは街道ぞいに、回り道ルートを探してるはずよ」

　と、あたしは視線をそらし、ぽりぽり頭を掻かきながら、

「……まあ……こんなこと言ってるあたしもいろいろやらかしちゃったから、おびえるのもわかんなくはないけどね……

　けどマーレーン、あなた、とんでもないカン違ちがいしてるわよ」

「何かしら？　勘かん違ちがいって」

「──それは──」

　つっけんどんに問う彼女に、あたしは声を低めて、

「あたしやナーガより、ロックの方が安全だ、って思ってることよ」

「……どういう意味ですの？」

　彼女はあたしの方に向きなおる。

「考えてもみなさいよ」

　さらに声をおさえて、ためらうような口ぶりで、

「……聞いてたと思うけど……ロックの目的はあたしへのいやがらせよ」

「ええ聞いていましたわ。それが？」

　あたしはあたりをはばかるようにまわりを見回し、つぶやき声で、

「──わからないの？　本当に？」

「声が小さいですわ！　もったいぶらずにはっきりおっしゃって！」

　彼女の方からこっちに歩いて近づいて来る。

　あたしは彼女から目をそらし、ぼそりと、

「……あんまり言いたくないんだけど……」

「おっしゃって、って言ってますでしょ！」

　かみつく彼女にため息を一つついてみせ、

「……あのね……あなたがいきなり、ロックの味方になる、なんて宣言したから無事で済んだけど……

　彼が一番手っ取り早く、あたしのしごとをジャマする方法って──」

　と、ここで視線を戻もどし、まっすぐに彼女の瞳ひとみをのぞき込み、

「あなたを殺すことなのよ」

「──な──」

　マーレーンは小さく息を呑のむ。

「──ま──

　まさか。ロックさんは紳しん士しでしたわ。あなたやナーガさんとは大おお違ちがいで！　私におかしなことなど一切なさいませんでしたわ！

　そのロックさんが私を──

　そんなこと、絶対ありえませんわ！」

「──ええ。ありえないといいわね」

　彼女の楽観的な意見は否定せず、瞳を見つめたままあたしは言う。

「あたしにいやがらせをするために、無関係なあなたを誘拐するような紳士が、あなたに危害を加えることなんてありえない──

　そう思うのはあなたの勝手よ。

　けど、あたしはそうは思えない。

　あなたの方が正しかったらいいんだけど、逆にあたしの方が正しかったなら、取り返しがつかなくなるのはわかるわよね？」

「──そん──な──あの方がまさか──」

　動どう揺ようする彼女にあたしは息をつき、

「ロックを信じるにしろ信じないにしろ。

　サザンソンに行かなきゃなんない、ってことだけは変わらないんだから。

　とにかく今は一いつ緒しよに行きましょ。

　もちろん──

　今ここで、あたしとの護衛契けい約やくを打ち切るって手もあるけど、意地を張って一人で進んで、全然関係ない盗とう賊ぞくにでも襲おそわれたりしたら目も当てられないから、あんましおすすめはできないわね」

「……………………」

　マーレーンはしばし、かたきを見るようなまなざしをあたしの方に向けていたが、やがてしぶしぶ、

「……わかりましたわ……

　けれど！　あなたのおっしゃることを信じたわけではありませんから！　いざとなった時どうするかは、私自身で決めますわ！」

「わかってるわ」

　彼女の目を見つめたまま、あたしは小さくうなずいたのだった。



　あたしが足を止めたのは、それからほどなくのことだった。

「──何ですの？」

　後ろでマーレーンも足を止める。

　泊とまっていた町を出てしばらく進んだ、林の中を通る街道。あたりに人の姿は無い。

　だが。

「……気配がするのよ」

「けはいぃ？」

　うさんくさげにマーレーン。

　気配とゆーとあやふやな感じがするが、魔ま道どう士しうちでは、存在したり意識を向けられたりすることで、精神世界面アストラル・サイドからの微び弱じやくな干かん渉しようが発生し、それを感知するのではないか、との仮説もある。

　ともあれ実際、戦いの中にしょっちゅう身を置いていると、気配としか言いようのない何かを感じ取れるようになってくるのだから仕方ない。

　サザンソンの町までは、普ふ通つうに行けばあと一日半といったところ。

　当然、到とう着ちやくするまでにロックが何かしかけてくるだろうとは思っていたが、さっきの今で、か。

　あたしは視線を巡めぐ──



　ごっ！



　巡らせるより一いつ瞬しゆん速く。

　風の唸うなりがそばを過ぎ──

「ほーっほっほっほ！」

　後ろからあたしとマーレーンを追い抜ぬいて、道の端はた、すっくと立った黒い影かげ！

「ナーガっ!?」

　あたしの頬ほおを汗あせが伝う。

　ロックかと思ったらこいつの方かっ!?

　やって来たのがナーガなら、まずバカ笑いが聞こえるはず。あたしはそう思っていたのだが──

　高速飛行の術で纏まとう風の結界が、おそらくずっとナーガが上げていたはずのバカ笑いを遮しや断だんしていたのだ。

「甘あまいわねリナ＝インバースっ！」

　彼女はあたしを、びしぃっ！　と指さし、

「あなたの考えはお見通しよっ！

　このわたしをわざと見けん当とう違ちがいの方向に向かわせて、自分だけでマーレーンを保護して、護衛の依い頼らい料りようをひとりじめしようという魂こん胆たんねっ！

　しかぁぁぁしっ！

　この白蛇サーペントのナーガをなめてもらっては困るわねっ！

　町を二つほど探しておひるごはんを食べている最中に、ひょっとしたらだまされてるかも、って思って、こうして追って来たのよっ！」

　──ちっ。ナーガのことだから、あと半日くらいは気づかないと思ったのに！

　だがこうなった以上仕方ない。説得──は、もともとムリとしても、なんとかナーガをだまくらかして──

「ということはっ！」

　しかしあたしが何かを口に出すより早く、さらにナーガが言いつのる！

「リナ、ここであなたを倒たおしてこのわたしがマーレーンを護衛すれば、二人ぶんの依頼料はみんなわたしのもの、というわけねっ！」

「そんなりくつがあるかぁぁぁぁぁぁっ！」

　ツッコめど、むろん通じるはずもない。

　問答無用でナーガは身構え呪じゆ文もんを唱え、

「やっぱりこうなりますのねー！」

　マーレーンは涙なみだ目めで叫さけんで頭を抱かかえる。

　さすがに今回はマーレーンを戦いに巻き込みたくない。あたしは呪文を唱えつつ、彼女から離はなれるように横に駆かけてゆき──

「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウインっ！」

　ナーガの放つ烈れつ風ぷうの術！　風自体には殺傷力はないが、重りでもつけていない限り、普通の大人をやすやすと吹ふき飛ばす！　地面や木立に叩たたきつけられれば、そのダメージは無視できない。

　なおかつこの術、風が生まれる範はん囲いがけっこー広い！

　いちかばちか！　あたしは進んでいたのと反対向きに地を蹴けると地面に倒れ込み、道ばたの雑草をわし掴づかみ！



　ぼごゥッ！



　爆ばく発はつにも似た風の唸りがあたしの鼓こ膜まく──いや全身をふるわせる。髪かみがマントが風に引かれて、体がふわりと軽くなり、けっこー丈じよう夫ぶな種類のはずの雑草が、掴んだ手の中でぶちぶちと──

　しかし幸いそこで風は終わった。

　体が重さを取り戻し、後ろの方でマーレーンの悲鳴。

　──って、巻き込まれてるっ!?

　なにゆえっ!?　離れたはずなのにっ!?

　ひょっとして彼女、あたしを盾たてにするつもりでいっしょに後ろを走ってた!?

　状じよう況きよう認識とゆーものについて、説教の一つもかましたい気分になるが、今は目の前のナーガに集中するしかない。

　マーレーンの悲鳴の余よ韻いんも消えないうちに、あたしは右手を地につけ、唱えた術を解き放つ！

「地精道ベフイス・ブリングっ！」

　地面にそれなりの長さのトンネルを掘ほる術である。この術で、地面の下に、浅く横向きのトンネルを掘ってやると、長細い範囲にわたって即そく席せき落とし穴のできあがり！

　しかしナーガは小さく笑い、

「ふっ！　甘いわねリナ！」

　地面を蹴って右に跳とぶ！

　ナーガはあたしがこの術を、落とし穴として使うことを知っている。そして。

　ずぽし。

「ひにゃあぁぁぁぁっ!?」

　よっし！　かかった！

　腰こしまで地面にめり込みもがくナーガの姿に、あたしは心の中でガッツポーズ！

　右か左に跳んでよけると思っていた！　ゆえにナーガの真下ではなく、少しずらした横を通るように落とし穴を作ったのだ。ナーガがもし反対がわに跳んでいたなら、あとあと利用するつもりだったが、一発でかかってくれれば話は早い！

　あたしは続けて次の呪文を唱え──

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　十数条の冷気の矢を生み出し、ナーガに向かって解き放つ！

　だが着ちやく弾だんのその直前、ナーガは両手で体を支えて落とし穴から抜け出すと、地面を横へと転がった！

　あたしが放った冷気の矢は、地面や後ろの草木に刺ささってあちらこちらを凍こおりつかせるが、結局、ナーガへの直ちよく撃げきはなし！

　ちぃっ！　惜おしいっ！

　即そく座ざにあたしは次の呪文を唱えつつ、間合いを詰つめて地を駆ける。

　接近戦は自分に不利と悟さとってか、ナーガは即座に身を起こし、呪文を唱えつつ距きよ離りを取ろうと横へと走る。

　もちろん、前向きに走るあたしと横に走るナーガとではスピードが違ちがいすぎる。二人の距離は見る間に縮まり──

「翔封界レイ・ウイング！」

　ナーガが高速飛行の術を発動！　風の結界を身に纏まとい、至し近きん距きよ離りからあたしに向かって突つっ込こんで来る！

　今度はこちらが転がり身をかわす番。幸いこの術、コントロールがむずかしく小回りがきかない。とっさに軌き道どうを変えてあたしに当てるのはとうてい無理。

　マントを風に引っ張られたが、せいぜいがその程度！　たぶんナーガはＵターンしてふたたび突とつ撃げきしてくるはず！　あたしはそちらをふり向いて──

「ほーっほっほっほ！　ぬかったわねリナ＝インバースっ！」

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」

　ナーガとマーレーン、二人の声に、あたしは自分の失策を悟った。

　今の術は、あたしに突撃するためのものではない。さっき後ろの方で巻き込まれたっぽいマーレーンとの距離を一気に詰めて、身み柄がらを確保するためだったのだ！

　ナーガは左手で、護衛される恐きよう怖ふにおびえてもがく彼女の片かた腕うでを取ったまま、

「マーレーンがこちらの手に落ちた以上っ！　護衛の権利はわたしのものよっ！」

　言って呪文を唱えはじめる！

　このままマーレーンを連れて行く気かっ！　しかしそうはさせないっ！

　あたしは二人の方に向かって駆けると適当に距離を詰め、道ばたの乾かわいた土を蹴り上げると同時に、唱えた術を発動させた。

「魔風デイム・ウインっ！」

　使ったのは強風を吹かせる術。さきほどナーガが放った術を弱くしたようなものである。

　人を軽々吹ふっ飛とばすような威い力りよくはないが、蹴り上げた土くれを吹き付けるには十分！

『うくわんひむっ!?』

　その砂が目にでも入ったのか、声を上げる二人に──

「マーレーン！　逃にげて！」

　あたしのはり上げた声に反応し、マーレーンはナーガの手をふりほどき、こっちに向かって駆けて来る！

「くっ！　そうはさせないわよっ！」

　焦あせったナーガが唱える呪文。

　そこにあたしの必殺のひとこと！

「マーレーンを巻き込んだらボーナス無しよっ！」

　ボーナス無し、のことばにひるむ──かと思いきや、しかしかまわず呪文の詠えい唱しようを続けるナーガ！

　さてはこいつっ！　ボーナスが無くなっても、あたしのぶんまで護衛料をもらえるならそれで良し、とかゆー、あり得ない算段してるなっ!?

　マーレーンはあたしから、やや離れた所を駆け抜けて──

　──ナーガの術が完成し──

　さっきあたしが放った冷気の術で凍った地面に、マーレーンは足をとられて滑すべり──

「氷の矢フリーズ・アロー！」

　声とともに、ナーガの眼前に十数条の冷気の矢が現れて──

　滑ったマーレーンは、あたしが地精道ベフイス・ブリングで作った細長い落とし穴を踏ふみ抜ぬき、悲鳴とともに腰まで埋うずまり──

　ナーガの放った冷気の矢は、こっちに向かってまっしぐら！

　あたしは横に跳び、かわすが、むろんマーレーンは動けない！

　何かの気配を感じたか、肩かた越ごしにふり向いた彼女の瞳ひとみに映るのは、自分に向かって飛び来る冷気の矢！　恐怖に目を見開いて──

　その時！

「魔風デイム・ウインっ！」

　ごうっ！

　吹き抜ける颶ぐ風ふうがその矢を散らし去る！

　あたしの放ったものではない。これは──

　目をやれば、街かい道どうのそば、木々の奥おくから姿を見せた影かげ一つ！

「マーレーン！　きみを助けに来た！」

「ロックさん！」

　マーレーンの目に浮うかぶ大おお粒つぶの涙！

　ロックは彼女に駆け寄ると、腕うでを掴んで落とし穴から助け出す。

「助けに来てくださったのね──」

「約束、しましたからね」

　見つめ合う二人を目にして、ナーガはあたしに目をやると、

「……誰だれ？」

　……あー。そーいえばナーガって、ロックとは一度も顔合わせてないんだった。

　説明する時も、彼の名前は出さなかったよーな気がするし。

「マーレーンを護衛するつもりの人よ」

　あたしのことばに、ナーガの瞳が敵意に染まる。

「へぇ……それはそれは……」

「──とゆーかロック、あんた、正義の味方みたいな登場したけど、結局はあたしへのいやがらせが目的なのよね？」

　あたしのことばに、マーレーンが、ハッと顔を上げ、

「あの──ロックさん、リナさんに聞かされたんですけれど、あなたの目的はリナさんへの仕返しだって……私のことなんてどうでもいいって……

　私を……その……殺すかもしれないって……」

「そんなはずないだろ」

　ロックはやさしくほほえんで、

「確かに僕は、リナさんに一ひと泡あわ吹ふかせたいと思っている。

　けれど、それで重い罪を犯して指名手配されるのは、割に合わないからまっぴらさ。

　だから、君を殺したりするもんか。絶対に」

　打算まみれのセリフをなぜかロマンチックなムードで語る。

「それに──

　おびえて助けを求めているきみに出会って話を聞いてから、考えが変わったんだ。

　もうリナさんのことはどうでもいい。

　今はただ、きみを守りたい」

「──ああ──ロックさん──」

　マーレーンの声が感激にふるえる。

　……なんか……どんどんやりにくい空気になってくるのだが……

「つまぁぁぁぁぁぁりっ！」

　そんな空気など読めるはずもないナーガはなぜか勝ち誇ほこり、

「三人で戦って、勝ち残った者がマーレーンの護衛、というわけねっ！」

　わけのわからん言い分だが、実質のところ、そうなるのか──

　だが。

「──いいえ」

　凜りん然ぜんと、まるで今まで半べそだったのがウソのように言い放ったのはマーレーン。

「ロックさんに手出しはさせません。

　そしてナーガさん、リナさん、あなたがたが護衛の依い頼らい料りようを手にすることはできません」

「ふっ！　笑わせるわねマーレーン！」

　ナーガはそれを鼻で笑って、

「リナの方はあなたが雇やとっている以上、そういうこともできるでしょうね！

　しかぁしっ！

　この白蛇サーペントのナーガは、あなたの所の神官長から依頼を受けたのよっ！　たとえあなたが何をしようと──」

「私は今現在をもってスィーフィード教会の神官職を辞やめます！」

　断固たる宣言に──

　……

　…………って…………

『えぇぇぇええぇぇえええええぇぇぇぇえェっ!?』

　あたしとナーガ、そしてロックの驚おどろきの声が重なった。

　全員が大口開けて見つめる中、彼女は続ける。

「ナーガさんが頼たのまれたのは神しん殿でんの業務の一いつ環かん。『セダム・シティのスィーフィード教会に所属する女性神官』の護衛のはずですわ！

　私が神官をやめてしまえば、それはもう神殿の業務ではなくなりますから、あなたにはどうすることもできませんわっ！

　そしてリナさん！　あなたは私が雇った身！　私が受けた被ひ害がいを考えれば、契けい約やくキャンセル依頼料無しと宣言されても文句は言えないはず！」

『っ……』

　そう言われれば、あたしとナーガは呻うめくことしかできない。

「……本当にそれでいいのかい？　マーレーン」

　ロックの問いに彼女はうなずき、

「今──

　ロックさんに守っていただいて、私、すごく幸せな気分になったんですのよ。

　それで気づいたんですの。

　幸せって何なのか、って。

　──最初は私の説法で神の教えがひろまって、信者さんたちが幸せになる──そのことに、やりがいと幸せを感じていました。

　けれどいつの間にか、他の神官と人気を競きそって一番になることが目的のようになってしまっていましたの。

　一番になるのが幸せ、ではなく、一番になれないのが不幸、と感じるようになってしまっていたのですわ。

　それに気づいてしまった以上、もう人に教えを説くことなんてできませんわ。

　なら、私にとっての幸せは──

　……その……」

　マーレーンは目を伏ふせ顔を赤らめて、

「けれど私が神官でなくなると、もう私をどうこうしても、リナさんへのいやがらせにはならなくなってしまうのですが……

　それでも……その……

　ロックさんは、こんな私を守ってくださいますの……」

　問われてロックの顔もみるみる赤くなり、

「え……も……もちろん……きみみたいな……その……　……　……ほうっておけるわけ、ないじゃないか……

　……もちろん、僕なんかでよければ、だけど……　……　……」

　所々声が小さくて、あたしにはよく聞き取れなかったが、マーレーンには届いたらしく、耳まで真っ赤に染まってゆく。

　……えーっと……

　しばしの間。

　二人がぼそぼそ語り合うのを、あたしとナーガはアホみたいに口を開けて、ぼーっと眺ながめていたのだが。

　やがて──

　二人は、なんか晴れやかな笑え顔がおをこっちに向けて、

「というわけで、リナさん、ナーガさん、私たちはこれで行きますわ」

「当面は二人で、落ち着ける場所を探してみようと思います。僕は山の育ちですけれど、マーレーンは、海が見える場所がいい、って言うから……」

「正直、お二人を恨うらんだこともありましたけれど……

　考えてみれば、リナさんとナーガさんがこんなふうにアレでなければ、私はロックさんと出会っていませんでしたから、もういいですわ」

「僕も、もうリナさんにいやがらせをしようなんて思いはありません。再び顔を見せることもないと思いますのでどうかご安心を」

「じゃあ、行きましょうかロックさん」

「ああ。そうだねマーレーン」

　言うと二人は手に手を取って、街かい道どうを、たった今やって来た方へと歩み去る。

　その後ろ姿が、道の先に見えなくなってしばらくしてから。

『えええええええええええええええええぇぇぇぇぇぇぇ……』

　あたしとナーガの不満の呻うめきは、街道にむなしくこだましたのだった──



（護衛をするは我にあり：‥おしまい）
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Ｌ：‥くむぅぅぅっ！　遊び心の無いッ！

　　作者は中学二年生の心を失なくしてしまいましたッ！

　　十年前の作者あんたなら、正解者先着十万名様に限り、金塊十ｔずつプレゼント、とかやってたわよ！

作：‥やるかぁぁぁぁッ！

　　つか十万名に十ｔずつって、それ、人類が今までに手に入れた金の総量よりあきらかに多くないか!?

Ｌ：‥まあそこは、ほら、金って超新星爆発でできるから、台所のガスコンロとかでちょっと超新星爆発起こして調達すれば、なんとかなるって。

作：‥そんなガスコンロは人類のご家庭には存在しねえ。

Ｌ：‥えー。しょっぱーい。ガスコンロしょっぱーい。

　　……けど無理ならしかたないわねー。

　　じゃあイベントといえば、毎年恒例の年賀状は？

作：‥うむ。

　　今年の年賀状は、例によって作者原画による、



　　Ｌ・ちみっ子バージョン・うさぎ年だよジオ○グヘッド



　　をお送りしましたっ！

Ｌ：‥なにゆえ○オングヘッドっ!?

作：‥うみゅ。ジオ○グとは、初代ガ○ダムのラスボスとして──

Ｌ：‥いやそれはいちおー知ってるけど。でもってその頭だけ分離したのが……

　　──って、ああっ!?

作：‥ふっ！　よーやく気づいたようだな！

　　そう！　年賀状の中でおまいが着ている服っ！

　　もしもまっすぐ立った所を正面から見れば、胸から上のパーツがでっかいウサギの顔になるとゆー寸法だっ！　もちろんおまいの顔は除くっ！

　　ゆえにジオ○グヘッド服！

Ｌ：‥どーりであたしのイヤリングがいつもと違うと思ったら……これがウサギの目になってるんだ……

　　けど新年っていうと、去年と今年で、作者あんたの電化製品まわりの環境ってかなり変わったわねー。

作：‥うむ。

　　前の三巻のあとがきで、冷蔵庫が壊れて、いろいろ買い換えるために部屋を片付けてるって書いて、冷蔵庫にＴＶにエアコン、そっちは無事に片付いたんだが……

　　少したって十二月。

　　モ○ハンＰＳＰの３が発売したんで、東京の友人が遊びにやって来て、モ○ハン合宿をやっていたわけだが──

　　その最中。

　　パソコンのハードディスクが異音を発しはじめて。

Ｌ：‥うわぁ……

　　へたな怪談よりコワいわね。それ。

作：‥でもってパソの買い換えを決意。それまでは、ネットで遊ばないよーに、と、かたくなにナローバンドを死守してきたわけですが、さすがに最近のパソコンがンなものに対応しているわけもなく。

　　とうとう光回線化ですよ！

Ｌ：‥ををっ！　ついに高速化っ！

　　とゆーか今までナローバンドって方がむしろびっくりだけど！

作：‥つまりっ！　これはネトゲで遊びまくれとゆー何かの啓示ッ！

Ｌ：‥違うわぁぁぁぁっ！　遊ぶな！　原稿書けっ！　具体的にはあたしの活躍っ！

　　つか、サラッと聞き流すところだったけど、何よモ○ハン合宿て!?

作：‥え？　寝て起きて食っちゃモ○ハン食っちゃモ○ハンのダメ人間街道まっしぐらの数日間のことだがそれが何か？

Ｌ：‥ひらきなおるなぁぁぁぁっ！

　　つかあんた、絶対ネットゲームに手ぇ出すんじゃないわよっ！　完全にダメ人間から抜け出せなくなるからっ！

作：‥うむ。実は俺もそうなるのがコワくてずっとナローバンドにしていたんだ。

　　勤め人と違って、専業のものかきなんてやってると、いつ書いていつ休むか、っていう時間をある程度自由に都合をつけることができるわけだが──

　　とーぜん調整にミスると、とたんに破は綻たんするし。

Ｌ：‥まー人間って、制約がないと、ずるずるイッちゃう生き物だからねー。

　　──あ！　じゃあこーゆーのはどう？

　　作者あんたがもしネットゲームに手を出した場合、一定プレイ時間ごとに、あたしがおしおきしちゃう♪　っていうのは？

作：‥お……おしおき……？　ってどんな……？

Ｌ：‥ずばり言っちゃうと面白くないから──そうね、じゃあこれだけ。

　　ヒント・鈍どん器き。

作：‥鈍器って言ったッ！　もうそれ答えじゃね!?

Ｌ：‥わかんないわよー。

　　生きたハマチで往復ビンタ、なんて意外な展開があるかもしんないし。

作：‥……鈍器……なのか？　それ？

Ｌ：‥さー？

　　けど答えがなんだろーと、作者あんたがネットゲームにハマらなきゃいーだけの話でしょ。

作：‥それはそうなんだが……

Ｌ：‥だいじょーぶだって。

　　人間、やらないことはやらないんだし。回線が速くなったからネットゲームにドはまり、なんてこともないわよ、きっと。

作：‥そう言われてみればそんな気も……

　　実際、光回線にする時、ノリで光ＴＶも導入したんだけど、結局冒頭で言ったよーに、ほとんど同じ番組しか見てないし。

Ｌ：‥それはそれでどーなんだか……

　　まるっきし意味無いじゃん。

作：‥あ。でも、うっかり見逃したアニメの最終回とかをやってたんで、意味はあったぞ。

　　あと、ちょっと気になってた映画なんかがビデオレンタル程度の値段で見られるのは便利。

Ｌ：‥──それとおんなじ理屈でいつしかネットゲームに手を出して、気づけば鈍器が背後に迫るわけね。

作：‥すいません。そうならないように気をつけます。

Ｌ：‥果たして次回のあとがきで、作者は鈍器で殴なぐられていないのか、こうご期待、ってところねっ！

作：‥そこかっ!?　期待する所はっ!?

Ｌ：‥ともあれ今回のあとがきはこのへんで。

作：‥ではまた次回……何かにハマらないようにがんばります～

あとがき：‥おしまい
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      スレイヤーズすまっしゅ。４

蘇る王
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